
年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○
得点

まとめ 【指導事項】
・大学入試問題を解けるようにさ
せる。
・学習を活かして書かせる。
【内容】
・大学入試問題に取り組む。

1
得点

1

〇

○

○

7

合計

70

保谷

（6組：田中　）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

論理国語

配当
時数

（1組：田中　）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 論理国語

（2組：田中　） （3組：田中　） （4組：川田　） （5組：川田　）

〇

【知識及び技能】
　論証したり学術的な学習の基礎を学んだり
するために必要な語句の量を増やし、文章の
中で使うことを通して語感を磨き語彙を豊か
にしている。
〈評価方法〉小テスト
【学びに向かう力、人間性等】
　関連する資料を調べ、整理して、様々な観
点から自分の意見や考えを論述することがで

論理国語国語

領域
評価規準

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

３
学
期

定期考査

２
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思 態知

１
学
期

定期考査

A 具体と抽象の関係を理解するため
に
【知識及び技能】
文章の種類に基づく効果的な段落構
造や論の形式など、分掌の構成や展
開の仕方について理解を深めさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、資料との関
係を把握し、内容や構成を的確に捉
えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
設定した題材に関連する複数の文章
や資料を基に、必要な情報を関連づ
けて自分の考えを広げたり深めたり
させる。

【指導事項】
・文章の信頼性と妥当性を吟味し
内容を解釈させる。
・必要な情報を関連づけさせる。

【教材】
「ピジンという生き方」
「『自然を守る』ということ」
「虚ろなまなざし」

【内容】
本文読解及びグループワーク

〇

B 批評するために
【知識及び技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接
続の仕方について理解を深めさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や論理の展開、表現の仕
方について、書き手の意図との菅家
において多面的・多角的な視点から
捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
設定した題材について、分析した内
容や、仮説を文章にまとめるために
工夫させる。

【指導事項】
・批評し、批判的に検討させる。
・書き手の立場や目的を考えさせ
る。

【教材】
「物語と歴史のあいだ」
「貨幣共同体」
「ぼくらの民主主義なんだぜ」

【内容】
本文読解及びグループワーク

（7組：川田　） （8組：川田　）

論理的・批判的に考える力を伸ばすとともに、創造
的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合
う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたり
することができるようにする。

筑摩書房「論理国語」

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

〇

〇

8

17

C 譲歩を関連づけて自分の解釈を形
成するために
【知識及び技能】
情報の重要度や抽象度などによって
階層化して整理させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　人間、社会、自然などについて、
文章の内容解釈を多様な論点や異な
る価値観と結び付け、考えを深めさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
　関心持った事柄について資料を調
べ、自分の主張が的確に伝わるよう
に工夫させる。

【指導事項】
・必要な情報を関連づけさせる。
・内容の解釈を深めさせる。
・主張が的確に伝わるか吟味させ
る。

【教材】
「つながりと秩序」
「真実の百面相」
「死の恐怖について」

【内容】
　本文読解及びグループワーク

〇

【知識及び技能】
文章の種類に基づく効果的な段落構造や論の
形式など、分掌の構成や展開の仕方について
理解を深められている。
〈評価方法〉小テスト
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえ、資料との関係を把握
し、内容や構成を的確に捉えられている。
〈評価方法〉ワークシート、定期考査
【学びに向かう力、人間性等】
設定した題材に関連する複数の文章や資料を
基に、必要な情報を関連づけて自分の考えを
広げたり深めたりすることができている。
〈評価方法〉グループワーク、意見交換

【知識及び技能】
　文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕
方について理解を深められている。
〈評価方法〉小テスト
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の構成や論理の展開、表現の仕方につ
いて、書き手の意図との菅家において多面
的・多角的な視点から捉えられている。
〈評価方法〉ワークシート、定期考査
【学びに向かう力、人間性等】
　設定した題材について、分析した内容や、
仮説を文章にまとめるための工夫をしようと
努力している。
〈評価方法〉グループワーク、意見交換

【知識及び技能】
　情報の重要度や抽象度などによって階層化
して整理することができる。
〈評価方法〉小テスト
【思考力、判断力、表現力等】
　人間、社会、自然などについて、文章の内
容解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付
け、考えを深めることができる。
〈評価方法〉ワークシート、定期考査
【学びに向かう力、人間性等】
　関心持った事柄について資料を調べ、自分
の主張が的確に伝わるように工夫している。
〈評価方法〉ワークシート

〇 17

1

D 解釈を広げたり深めたりするため
に
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学
んだりするために必要な語句の量を
増やし、文章の中で使うことを通し
て語感を磨き語彙を豊かにさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、資料との関
係を把握し、内容や構成を的確に捉
えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
関連する資料を調べ、整理して、
様々な観点から自分の意見や考えを
論述させる。

【指導事項】
・考えを広げ、深めさせる。
・自分の考えを捉え直し、新たな
観点から自分の考えを深めさせ
る。
・学習を活かして書かせる。

【教材】
「思考の誕生」
「絵画の二十世紀」
「日本文化私観」

【内容】
本文読解及びグループワーク、卒
業論文作成活動

〇

【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増やし、文章の中
で使うことを通して語感を磨き語彙を豊かに
している。
〈評価方法〉小テスト
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、資料との関係を把
握し、内容や構成を的確に捉えることができ
る。
〈評価方法〉ワークシート、定期考査
【学びに向かう力、人間性等】
　関連する資料を調べ、整理して、様々な観
点から自分の意見や考えを論述することがで
きる。
〈評価方法〉意見交換、ワークシート

○ 17

定期考査 得点
○

1定期考査 得点 ○



年間授業計画

高等学校 令和７年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

5

○

F 単元　宮沢賢治『眼にて云う』
【知識及び技能】(1)ウ
『眼にて云う』が詩であることや、
詩の特徴について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】Aウ
これまで学習した小説、随筆、詩を
踏まえて、文章の種類や題材を自分
で選択し、読み手を引き付ける作品
を創作する。
【学びに向かう力、人間性等】
これまでの学習を踏まえ、文章の種
類や題材を自分で選択し、読み手を
引き付ける工夫を施しながら作品を
創作しようとする。

・指導事項
【知識技能】(1)エ
【思考力、判断力、表現力等】Bイ
・教材
太宰治『黄金風景』
・一人１台端末の活用　等
単元終了後に、作品についての自分
の解釈をロイロノートで提出させ、
クラスで共有する。

【知識及び技能】(1)エ
『黄金風景』の文体の特徴や表現技法について
理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】Bイ『黄金風
景』の語り手の視点や場面の設定の仕方、表現
の特色について評価しながら、内容を解釈でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
『黄金風景』の内容を読み取り、自分なりに解
釈しようとする。また、自分の解釈を他者に伝
えようとしている。

〇 〇

C 単元　島崎藤村『千曲川のスケッ
チ』
【知識及び技能】(1)ウ
『千曲川のスケッチ』が随筆である
ことや、随筆の特徴を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】Bア
『千曲川のスケッチ』が随筆である
ことを踏まえて、構成や展開、表現
の仕方などを的確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
『千曲川のスケッチ』の内容を読み
取ろうとする。

・指導事項
【知識技能】(1)ウ
【思考力、判断力、表現力等】Bア
・教材
島崎藤村『千曲川のスケッチ』
・一人１台端末の活用　等
単元終了後に、読後の感想をロイロ
ノートで提出させる。

【知識及び技能】(1)ウ
『千曲川のスケッチ』が随筆であることや、随
筆の特徴を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】Bア
『千曲川のスケッチ』が随筆であることを踏ま
えて、構成や展開、表現の仕方などを的確に捉
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
『千曲川のスケッチ』の内容を読み取ろうとし
ている。

〇 〇

定期考査、答案返却

D 単元　梶井基次郎『Kの昇天―あ
るいはKの溺死』
【知識及び技能】(1)ア
『Kの昇天―あるいはKの溺死』の表
現から、情景の豊かさを心情の機微
を表す語句について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】Bイ
『Kの昇天―あるいはKの溺死』の表
現の特色について評価しながら、内
容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
『Kの昇天―あるいはKの溺死』の内
容を読み取り、自分なりに解釈しよ
うとする。また、自分の解釈を他者
に伝えようとする。

〇 〇

・指導事項
【知識技能】(1)ア
【思考力、判断力、表現力等】Bイ
・教材
梶井基次郎『Kの昇天―あるいはKの
溺死』
・一人１台端末の活用　等
単元終了後に、作品についての自分
の解釈をロイロノートで提出させ、
クラスで共有する。

【知識及び技能】(1)イ
『Kの昇天―あるいはKの溺死』の表現から、情
景の豊かさを心情の機微を表す語句について理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】Bイ
『Kの昇天―あるいはKの溺死』の表現の特色に
ついて評価しながら、内容を解釈できる。
【学びに向かう力、人間性等】
『Kの昇天―あるいはKの溺死』の内容を読み取
り、自分なりに解釈しようとする。また、自分
の解釈を他者に伝えようとしている。

〇 〇

E 単元　太宰治『黄金風景』
【知識及び技能】(1)エ
『黄金風景』の文体の特徴や表現技
法について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】Bイ
『黄金風景』の語り手の視点や場面
の設定の仕方、表現の特色について
評価しながら、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
『黄金風景』の内容を読み取り、自
分なりに解釈しようとする。また、
自分の解釈を他者に伝えようとす
る。

保谷

・指導事項
【知識技能】(1)エ
【思考力、判断力、表現力等】Bエ
・教材
横光利一『笑われた子』
・一人１台端末の活用　等
テーマを提示し、そのテーマに基づ
いて解釈したことをロイロノートで
提出させ、クラスで共有する。

【知識・技能】(1)エ
『笑われた子』の文体の特徴や表現の技法につ
いて理解できる。
【思考・判断・表現】Bエ
『笑われた子』の構成や展開、表現の仕方を踏
まえ、作品について自分の解釈をもつことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
『笑われた子』の内容を読み取り、自分なりに
解釈をしようとしている。

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

（5組：多賀） （6組：多賀）

文学的文章の内容を的確に読み取り、作品を解
釈する活動をとおして、物事を多角的・多面的
に考える力を身に付けようとする。
②自分や他者の解釈の妥当性や適切さを評価す
る活動をとおして、メタ的な思考力を身に付け
ようとする。
③①②の汎用的なスキルを、次の学習に生かそ
うとする。

【学びに向かう力、人間性等】

国語 文学基礎

（1組：多賀）

１
学
期

B 単元　横光利一『笑われた子』
【知識及び技能】(1)エ
『笑われた子』の文体の特徴や表現
の技法について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】Bエ
『笑われた子』の構成や展開、表現
の仕方を踏まえ、作品について自分
の解釈をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
『笑われた子』の内容を読み取り、
自分なりに解釈をしようとする。

定期考査

２
学
期

（7組：多賀） （8組：多賀）

合計

35

配当
時数

○

〇 5

2

○

6

〇 4

6

2

思 態

2

○

3

○ ○

〇

国語 文学基礎 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

①文学的な語彙や表現についての知識を身に付
ける。
②文学的文章の読み方について理解する。
③近代文学史の知識を身に付ける。

①文学的な語彙や表現について理解し、登場人
物の心情や場面の様子を的確に読み取る。
②文学的文章から読み取ったことをもとに、作
品についての解釈をする。また、その解釈を文
章で表現する。
③自分や他者の作品解釈を評価する。

近代文学セレクション（啓隆社）

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも
ち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

文学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

定期考査、答案返却 〇 〇 2

（2組：多賀） （3組：多賀） （4組：多賀）

定期考査

A 単元　夏目漱石『夢十夜』
【知識及び技能】(1)ア
『夢十夜』に表現される文学的な語
句の意味や描写について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】Bア
『夢十夜』に出てくる登場人物の心
情や場面の様子を的確に読み取る。
【学びに向かう力、人間性等】
『夢十夜』の内容を読み取ろうとす
る。

・指導事項
【知識技能】(1)ア
【思考力、判断力、表現力等】Bア
・教材
夏目漱石『夢十夜』「第二夜」
・一人１台端末の活用　等
単元終了後に、読後の感想をロイロ
ノートで提出させる。

【知識・技能】(1)ア
『夢十夜』に表現される文学的な語句の意味や
描写について理解できる。
【思考・判断・表現】Bア
『夢十夜』に出てくる登場人物の心情や場面の
様子を的確に読み取ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
『夢十夜』の内容を読み取ろうとしている。

○

・指導事項
【知識技能】(1)ウ
【思考力、判断力、表現力等】Aウ
・教材
宮沢賢治『眼にて云う』
・一人１台端末の活用　等
創作した作品をロイロノートで提出
させ、クラスで共有する。

【知識及び技能】(1)ウ
『眼にて云う』が詩であることや、詩の特徴に
ついて理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】Aウ
これまで学習した小説、随筆、詩を踏まえて、
文章の種類や題材を自分で選択し、読み手を引
き付ける作品を創作できる。
【学びに向かう力、人間性等】
これまでの学習を踏まえ、文章の種類や題材を
自分で選択し、読み手を引き付ける工夫を施し
ながら作品を創作しようとしている。

〇 〇 〇

○



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

1

H 漢詩・故事
【知識及び技能】
漢詩の基礎知識や句形を踏まえさ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
心情表現の理解、和歌の読解力を
深めさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
特殊な詩の形態や句形を理解させ
る。

・漢詩の基礎知識を踏まえて、的
確に心情表現や和歌の読解の力を
身につけさせる。

〇

【知識及び技能】
漢詩の基礎知識や句形を踏まえている。
〈評価方法〉小テスト
【思考力、判断力、表現力等】
心情表現の理解、和歌の読解力を深めてい
る。
〈評価方法〉定期考査
【学びに向かう力、人間性等】
特殊な詩の形態や句形を理解している。
〈評価方法〉ワークシート

〇 16

定期考査 得点 ○

〇

14

14

E 古文（物語・評論・日記・説
話）
【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試
に対応できる読解力を身につけさ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の発言の真意を話し合わ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをさせ
る。

・「増鏡」「俊頼髄脳」「堤中納
言物語」「歎異抄」「土佐日記」
尊敬語、謙譲語、和歌の修辞など
の文法力、語彙力を高め、入試に
対応できる読解力を身につけさせ
る。

〇

【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に対応でき
る読解力を身につけている。
〈評価方法〉小テスト
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の発言の真意を話し合っている。
〈評価方法〉話し合い、定期考査
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをしている。
〈評価方法〉話し合い

【知識及び技能】
漢文の基本的な句形、古文の文法の基礎知識
を踏まえている。
〈評価方法〉小テスト
【思考力、判断力、表現力等】
的確に人物関係や内容を把握する力を身につ
けている。
〈評価方法〉定期考査
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の行動理由を理解している。
〈評価方法〉ワークシート

【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に対応でき
る読解力を身につけている。
〈評価方法〉小テスト
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の発言の真意を話し合っている。
〈評価方法〉話し合い
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをしている。
〈評価方法〉ワークシート 〇 14

14

・古文・漢文の大学入試問題演習に取り組み、受験を
意識した総合力を養成する。

第一学習者「古典探求　古文編」「古典探究　漢文編」

国語

古文・漢文の大学入試問題演習に取り組み、受験を意識した総合力を養成する。

その時代の生活や思想への認識を深めると同時に、進学に対応できる学力を身につける。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

指導項目・内容 思 態知

１

学

期

定期考査

A 古文
【知識及び技能】
古文単語や文法の基礎知識を踏ま
えて、入試に対応できる読解力を
身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の発言の真意を話し合わ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをさせ
る。

・動詞、形容詞、形容動詞、助動
詞、副詞などの文法力、語彙力を
高め、入試に対応できる読解力を
身につけさせる。
・登場人物の状況を説明し、他の
生徒と意見交換をさせる。

〇

D 漢文
【知識及び技能】
漢文の基本的な句形、古文の文法
の基礎知識を踏まえさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
的確に人物関係や内容を把握する
力を身につけさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の行動理由を理解させ
る。

・漢文の句形「反語」「使役」
「抑揚」「否定」「強調」などの
知識を踏まえて、的確に人物関係
や内容を把握する力を身につけさ
せる。

〇

〇

古典探究国語

領域
評価規準

・今まで学習した古典の基礎を踏まえ、より質の
高い古文・漢文を読み、文学としてのおもしろさ
を味わう。
・漢文の句形を基礎から学び、大学受験に対応し
た応用レベルを身につける。

３

学

期

定期考査

２

学

期

B 漢文
【知識及び技能】
漢文の基本的な句形、文法の基礎
知識を踏まえる。
【思考力、判断力、表現力等】
的確に人物関係や内容を把握する
力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の行動理由を理解する。

・漢文の句形「否定」「疑問」を
理解させ、的確に人物関係や内容
を把握する力を身につけさせる。
・生徒同士で意見を交流させる。

〇

【知識及び技能】
漢文の基本的な句形、語彙の基礎知識を踏ま
えている。
〈評価方法〉小テスト
【思考力、判断力、表現力等】
的確に人物関係や内容を把握する力を身につ
けている。
〈評価方法〉定期考査
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の行動理由を理解している。
〈評価方法〉ワークシート

単元の具体的な指導目標

16

合計

140

保谷

【学びに向かう力、人間性等】

・その時代の生活や思想への認識を深めると同
時に、進学に対応できる学力を身につける。

古典探究

配当
時数

（田中隆晴　）

【 知　識　及　び　技　能 】 今まで学習した古典の基礎を踏まえ、より質の高い古文・漢文を読み、文学としてのおもしろさを味わう。

国語 古典探究 4

〇

・自己採点する際に注意することを確認して
いる。

〇

○

○

〇

【知識及び技能】
漢詩の基礎知識を踏まえている。
〈評価方法〉小テスト
【思考力、判断力、表現力等】
心情表現の理解、和歌の読解力を深めてい
る。
〈評価方法〉定期考査
【学びに向かう力、人間性等】
特殊な日記の形態を理解している。
〈評価方法〉ワークシート

○

得点 ○

○得点

大学入試問題演習
自己採点する際に注意することを
理解させる。

・共通テスト、私大過去問題、模
擬テストなどを利用して演習をさ
せる。
・古文単語テキスト、古典文法演
習ノートを参照して、知識を再確
認させる。

1得点

1

C 古文（物語・評論）
【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試
に対応できる読解力を身につけさ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
作者の考えの真意を話し合わせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをさせ
る。

・「宇治拾遺物語」「枕草子」
「平家物語」「大鏡」などの作品
を読み、助動詞、助詞を中心とし
た文法、語彙力を高め、入試に対
応できる読解力を身につける。

〇

【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に対応でき
る読解力を身につけている。
〈評価方法〉小テスト
【思考力、判断力、表現力等】
作者の考えの真意を話し合っている。
〈評価方法〉話し合い
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをしている。
〈評価方法〉ワークシート

〇 14

F 漢詩
【知識及び技能】
漢詩の基礎知識を踏まえさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
心情表現の理解、和歌の読解力を
深めさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
特殊な日記の形態を理解させる。

・漢詩の基礎知識を踏まえて、的
確に心情表現や和歌の読解の力を
身につけさせる。

18

G 演習（物語・評論・和歌）
【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試
に対応できる読解力を身につけさ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の発言の真意を話し合わ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
中国の思想を読み、人間の生き方
や、日本への影響を考えさせる。

・「源氏物語」などの作品を読
み、敬語表現の応用、和歌の修辞
などの文法力、語彙力を高め、入
試に対応できる読解力を身につけ
させる。

〇

【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に対応でき
る読解力を身につけている。
〈評価方法〉小テスト
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の発言の真意を話し合っている。
〈評価方法〉話し合い
【学びに向かう力、人間性等】
中国の思想を読み、人間の生き方や、日本へ
の影響を考えている。
〈評価方法〉ワークシート

○ 16

1定期考査



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

大学入試問題演習
自己採点する際に注意することを確
認する。

共通テスト、私大過去問題、模擬
テストなどを利用して演習を行
う。現代文単語テキストを参照し
て、知識を再確認する。

大学入試に対して、自己採点する際に注意す
ることを確認している。

8

合計

70

2

B 演習（評論）【記述式】
【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に
対応できる読解力を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
読み比べの文章に対し、それぞれの
要旨をまとめることができ、それぞ
れの共通点や相違点を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
グループ活動において、文章理解を
深める。

・主張の「反対」を仮定した文章
構造の文章を読み解かせる。普段
とはちがう書かれ方に直面した時
に、筆者の主張を整理する術を身
に付けさせる。また、形式段落に
見出しを書く習慣を身に付けさせ
る。
・文章中から「民族」を３つのカ
テゴリーに分けさせ、それぞれの
特徴についてメモを取りながら分
ける習慣を修得させる。分けた根
拠をロイロノートに提出する。他
の生徒と意見交換をする。
・制限時数に合わせた解答を考え
させる。また、できるだけ本文の
言葉を使うように心がけながら解
答を作らせる。

【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に対応でき
る読解力を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
読み比べの文章に対し、それぞれの要旨をま
とめることができ、それぞれの共通点や相違
点を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
グループ活動において、文章理解を深めてい
る。

○ ○ ○ 16

定期考査
○ ○ 2

【知識及び技能】
難語句や外来語に関する知識をつけ、他の言
葉に言い換えている。
【思考力、判断力、表現力等】
漢字の読み書きができている。
問題に対して正対し、文末表現に気をつけな
がら解答している。
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをしている。
意欲的に語彙の意味を辞書で調べようとして
いる。

C 演習（小説）
【知識及び技能】
難語句や外来語に関する知識をつ
け、他の言葉に言い換える。
【思考力、判断力、表現力等】
小説の情景描写の表現をもとに、登
場人物の感情を予想する。。
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをする。

・小説の抽象的な表現と、評論文
の具体的な表現の読み比べを体感
する。どの表現が対応しているの
かを言葉の意味を考えながら気づ
かせていく。辞書を何度も使用さ
せていくことで、語彙力の向上に
つなげさせる。
・歴史についても恋愛について
も、身近にあるものなので理解し
やすい題材だが、それらが作品の
中で抽象的に書かれるところで、
「言い換え」表現を見つけられる
かどうかがポイントで、グループ
での話し合いにも話題とする。

【知識及び技能】
難語句や外来語に関する知識をつけ、他の言
葉に言い換えている。
【思考力、判断力、表現力等】
小説の情景描写の表現をもとに、登場人物の
感情を予想している。。
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをしている。

○ ○ ○ 14

A 演習（評論）
【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に
対応できる読解力を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
作者の考えの真意を話し合う。
【学びに向かう力、人間性等】
意欲的に語彙の意味を辞書で調べよ
うとする。

・カタカナ語（外来語）が数多く
見受けられる作品。それらの語を
理解すると同時に、受験でも本文
に採用されている言葉を紹介し、
語彙力や表現力を高めさせる。
・接続語の役割に着目して、文と
文の関係性を学習させる。ならび
に小論文の書き方を復習する。落
語が題材となっており、随筆のよ
うではあるが、経済学なので、学
術的な書かれ方になっており、評
論文であることに気付かせる。そ
れらをロイロノートに提出する。
他の生徒と意見交換をする。

【知識及び技能】
文法の基礎知識を踏まえて、入試に対応でき
る読解力を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
作者の考えの真意を話し合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
意欲的に語彙の意味を辞書で調べようとして
いる。

○ ○ ○ 13

○

今まで学習した現代文の基礎を踏まえ、より質の高い文章を読み、国語のおもしろさを味わう。

（5組：　　　　） （6組：　　　　）

・作者の思想への認識を深めると同時に、進学
に対応できる学力を身につける。

【学びに向かう力、人間性等】

国語 現代文演習

（1組：川田　　） （2組：川田　　） （3組：小林　　） （4組：　　　　）

国語 現代文演習 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・今まで学習した現代文の基礎を踏まえ、より
質の高い文章を読み、国語のおもしろさを味わ
う。
・接続詞や文章構造など、大学受験に対応した
応用レベルを身につける。

・現代文の大学入試問題演習に取り組み、受験
を意識した総合力を養成する。

ロジック現代文　桐原書店

国語

現代文の大学入試問題演習に取り組み、受験を意識した総合力を養成する。

さまざまな文章に対応し、作者の認識を深めると同時に、進学に対応できる学力を身につける。

現代文演習

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ 6

配当
時数

１
学
期

A 演習（評論）
【知識及び技能】
難語句や外来語に関する知識をつ
け、他の言葉に言い換える。
【思考力、判断力、表現力等】
漢字の読み書きができる。
【学びに向かう力、人間性等】
グループになって振り返りをする。

・評論文の文章構造を理解させ
る。それから問題は何なのかを見
つけ出させ、その答えとなる部分
を探しあてる。現代と過去の共通
点から筆者の言いたいことを考え
させ、ロイロノートに提出する。
他の生徒と意見交換をする。

○ ○ ○ 5

B 演習（随筆）
【知識及び技能】
難語句や外来語に関する知識をつ
け、他の言葉に言い換える。
【思考力、判断力、表現力等】
問題に対して正対し、文末表現に気
をつけながら解答する。
【学びに向かう力、人間性等】
意欲的に語彙の意味を辞書で調べよ

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

2

・随筆の文章構造を理解させる。
「体験＋感想＋思考」の構造か
ら、筆者の個人的な経験から何を
感じたのかを考えさせ、ロイロ
ノートで生徒同士で意見を交流す
る。

2

○定期考査

保谷

３
学
期

○

（7組：　　　　） （8組：　　　　）

定期考査 ○ ○

定期考査
○ ○



年間授業計画

高等学校 令和７年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

〇 〇

〇 〇

○

8

2

D 歴史物語・物語
【知識及び技能】藤原氏時代の特色
を調べる。
【思考力、判断力、表現力等】
系図を作成し、プリントにして提出
する。
【学びに向かう力、人間性等】
伊周の描かれ方の違いに注目する。

大鏡　　道長と伊周の競射　　枕
草子と同時代であることに注意
し、伊周の描かれ方の違いを生徒
同士で意見交換する。
源氏物語　桐壺

14

〇 〇

〇 〇 〇

12

2

○

○

○

〇

〇

〇

〇

〇

○

○ ○

8

8

合計

70

○ ○

保谷

（6組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

その時代の生活や思想への認識を深めると同時
に、進学に対応できる学力を身につける。

古文演習

配当
時数

（①多賀　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】今まで学習した古典の基礎を踏まえ、より質の高い古文を読み、文学としてのおもしろさを味わう。

国語 古文演習 2

（②多賀　　　　） （③：川田　　　　） （5組：　　　　）

古文演習国語

領域
評価規準

今まで学習した古典の基礎を踏まえ、より質の
高い古文を読み、文学としてのおもしろさを味
わう。

３
学
期

○○

定期考査・答案返却

２
学
期

物語　【知識及び技能】重要古語の
再確認をする。
　
【思考力、判断力、表現力等】
後宮の仕組みなどを踏まえたうえで
更衣の立場を捉える。
【学びに向かう力、人間性等】平安
時代の物語の集大成であることを意
識して読解する。

源氏物語　桐壺、若紫
光源氏の生涯、「源氏物語」の全
容を理解する。

１
学
期

A随筆　【知識及び技能】敬語表
現、助動詞などの文法力、語彙力を
高め、入試に対応できる読解力を身
につける。
【思考力、判断力、表現力等】登場
人物の発言の真意を話し合う。
【学びに向かう力、人間性等】
二人一組になって音読し、口語訳を
する。

枕草子　敬語表現、助動詞などの
文法力、語彙力を高め、入試に対
応できる読解力を身につける。登
場人物の状況を説明し、ロイロ
ノートに提出する。他の生徒と意
見交換をする。

和泉式部日記　　文法の基礎知識
を踏まえて、的確に人物関係や内
容を把握する力を身につける。敬
語の有無・種類によって、主体・
客体を捉える。

〇

定期考査・答案返却

評論　【知識及び技能】和歌の修
辞・俳句の決まり
和歌の歴史
【思考力、判断力、表現力等】
和歌、俳句に込められた心情を理解
する。
【学びに向かう力、人間性等】
和歌・俳句を鑑賞した文章を読解す
ることで、作者の意図と読者の受け
取り方の違いを理解する。

歌論・俳諧
無明抄
俊頼髄脳
去来抄
和歌の修辞・歌論と俳句の決まり
を理解する。

C 単元　歴史物語
【知識及び技能】
　敬語表現を手掛かりに動作の主体
を判断する。
【思考力、判断力、表現力等】
敬語表現を手掛かりに動作の主体を
判断する。
【学びに向かう力、人間性等】複雑
な構成であることを理解し読解す

大鏡　　雨林院の菩提講
歴史物語の特色を理解する。他の
歴史物語との違いを理解する。

定期考査・答案返却

指導項目・内容 思

○ 6

〇

態

○ ○

○

○

知

○ ○ ○

定期考査・答案返却
2

2

（7組：　　　　） （8組：　　　　）

主に古文の大学入試問題演習に取り組み、受験を意
識した総合力を養成する。

探求　古典探究　古文編　第一学習社

国語

主に古文の大学入試問題演習に取り組み、受験を意識した総合力を養成する。

その時代の生活や思想への認識を深めると同時に、進学に対応できる学力を身につける。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○

6

B 日記
【知識及び技能】
　文法の基礎知識を踏まえる。
【思考力、判断力、表現力等】
的確に人物関係や内容を把握する力
を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
特殊な日記の形態を理解する。

単元の具体的な指導目標



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２

学

期

単元：高度成長の時代
【知識及び技能】
・保守合同による自由民主党の成立
から、経済成長を背景とする安定し
た保守政権の誕生に至る経緯につい
て諸資料から情報を読み取り、外
交・政治・経済を踏まえて理解す
る。
・冷戦やグローバル化の進展の影響
などに着目して、戦後の日本経済の
成長や高度成長期の国民生活や地域
社会の変化に関わる諸資料から情報
を読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
・日ソ共同宣言をはじめとする国交
交渉と国際連合への加盟、新安保条
約・ＬＴ貿易・日韓基本条約・沖縄
返還問題などの外交事案がもたらし
た課題を多面的・多角的に考察し、
表現する。
・日本の経済復興や高度成長を国際
関係から関連づけたり、様々な社会
問題の発生について多面的・多角的
に考察したりして、その結果を表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
・55年体制の歴史的意義や、1960年
代における保守政権の安定化を考察
することを通じて、独立後の国内政
治について主体的に課題を見出す。
・高度経済成長がもたらした国内

【指導事項】
　①55年体制
　②経済復興から高度経済成長へ

【教材として使用するもの】
・教科書
・図表・史料集
・一問一答集
・授業プリント

【そのほかの教材】
・文物の写真

【デジタル端末の活用】
・ロイロノート
　振り返り活動や、課題の提出、
　教材の明示などをする際に活用
す
　る
・そのほか調べ学習などで活用を
する

【知識・技能】
・保守合同による自由民主党の成立から、経
済成長を背景とする安定した保守政権の誕生
に至る経緯について諸資料から情報を読み取
り、外交・政治・経済を踏まえて理解してい
る。
・冷戦やグローバル化の進展の影響などに着
目して、戦後の日本経済の成長や高度成長期
の国民生活や地域社会の変化に関わる諸資料
から情報を読み取ることができる。
【思考・判断・表現】
・日ソ共同宣言をはじめとする国交交渉と国
際連合への加盟、新安保条約・ＬＴ貿易・日
韓基本条約・沖縄返還問題などの外交事案が
もたらした課題を多面的・多角的に考察し、
表現している。
・日本の経済復興や高度成長を国際関係から
関連づけたり、様々な社会問題の発生につい
て多面的・多角的に考察したりして、その結
果を表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・55年体制の歴史的意義や、1960年代におけ
る保守政権の安定化を考察することを通じ
て、独立後の国内政治について主体的に課題
を見出そうとしている。
・高度経済成長がもたらした国内的・国際的
な日本の変化を踏まえて学習を振り返るとと
もに、次の学習へのつながりを見出そうとし
ている。

○ ○ ○ 12

３

学

期

単元：激動する世界と日本
【知識及び技能】
・ドル＝ショックや石油危機による
世界経済の混乱に対応するため主要
先進国首脳会議が開かれる一方、日
本は石油危機を乗り越えて経済大国
となったことを理解する。
・冷戦終結後の国際関係、55年体制
が崩壊した政治状況、バブル経済か
ら平成不況へと進んだ経済状況など
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本が石油危機を乗り越えて経済
大国となった要因について多面的・
多角的に考察し、その結果を表現す
る。
・国連平和維持活動への対応や経済
不況に対する国内改革など、冷戦終
結後の日本が抱える課題について多
面的・多角的に考察し、その結果を
表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・第二次世界大戦後の日本の国際社
会における様々な取り組みについ
て、課題を主体的に追究する。
・冷戦終結後の国際社会において日
本がどのような役割を果たしてきた
のか、自ら課題を見出して主体的に

【指導事項】
　①経済大国への道
　②冷戦の終結と日本社会の変容

【教材として使用するもの】
・教科書
・図表・史料集
・一問一答集
・授業プリント

【そのほかの教材】
・文物の写真

【デジタル端末の活用】
・ロイロノート
　振り返り活動や、課題の提出、
　教材の明示などをする際に活用
す
　る
・そのほか調べ学習などで活用を
する

【知識・技能】
・ドル＝ショックや石油危機による世界経済
の混乱に対応するため主要先進国首脳会議が
開かれる一方、日本は石油危機を乗り越えて
経済大国となったことを理解している。
・冷戦終結後の国際関係、55年体制が崩壊し
た政治状況、バブル経済から平成不況へと進
んだ経済状況などについて理解している。
【思考・判断・表現】
・日本が石油危機を乗り越えて経済大国と
なった要因について多面的・多角的に考察
し、その結果を表現している。
・国連平和維持活動への対応や経済不況に対
する国内改革など、冷戦終結後の日本が抱え
る課題について多面的・多角的に考察し、そ
の結果を表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・第二次世界大戦後の日本の国際社会におけ
る様々な取り組みについて、課題を主体的に
追究しようとしている。
・冷戦終結後の国際社会において日本がどの
ような役割を果たしてきたのか、自ら課題を
見出して主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 8

定期考査 【知識・技能】
第二次世界大戦後から現代までの基本的な知
識を理解している。諸資料を扱う技能を身に
つけている。
【思考・判断・表現】
諸資料から必要な情報を抜き出して考察を行
い、それを表現している。

○ ○

1
合計

140

【指導事項】
　①占領と改革
　②冷戦の開始と講和

【教材として使用するもの】
・教科書
・図表・史料集
・一問一答集
・授業プリント

【そのほかの教材】
・文物の写真

【デジタル端末の活用】
・ロイロノート
　振り返り活動や、課題の提出、
　教材の明示などをする際に活用
す
　る
・そのほか調べ学習などで活用を
する

【知識・技能】
・第二次大戦前後の政治や社会の類似と相違
などに着目して、戦後の諸改革の内容と日本
国憲法の制定に関わる諸資料を読み取り、占
領政策と諸改革について理解している。
・占領政策の転換による日本の政治や経済の
変化に関わる諸資料から情報を読み取り、サ
ンフランシスコ平和条約の調印による日本の
主権回復の意義について理解している。
【思考・判断・表現】
・戦後の諸改革が連合国の対日占領政策にも
とづくとともに、戦争に対する日本国民の反
省に支えられつつ実施されたことについて、
多面的・多角的に考察し、表現している。
・地域社会の変容にも留意しながら、占領の
前後の社会や思想・文化などを比較・考察
し、その結果を根拠を明確にして表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の日本との関係性を踏まえながら、占
領期における諸改革が生み出した成果と課題
について、主体的に追究しようとしている。
・連合国による日本占領機構の特色やその目
的を考察することを通じて、戦後改革がどの
ような社会の枠組みを形成したのか、主体的
に課題を追究しようとしている。

○ ○ ○ 12

定期考査 【知識・技能】
昭和前期から第二次世界大戦期までの基本的
な知識を理解している。諸資料を扱う技能を
身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料から必要な情報を抜き出して考察を行
い、それを表現している。

○ ○ 1

単元：占領下の日本
【知識及び技能】
・第二次大戦前後の政治や社会の類
似と相違などに着目して、戦後の諸
改革の内容と日本国憲法の制定に関
わる諸資料を読み取り、占領政策と
諸改革について理解する。
・占領政策の転換による日本の政治
や経済の変化に関わる諸資料から情
報を読み取り、サンフランシスコ平
和条約の調印による日本の主権回復
の意義について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・戦後の諸改革が連合国の対日占領
政策にもとづくとともに、戦争に対
する日本国民の反省に支えられつつ
実施されたことについて、多面的・
多角的に考察し、表現する。
・地域社会の変容にも留意しなが
ら、占領の前後の社会や思想・文化
などを比較・考察し、その結果を根
拠を明確にして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・現代の日本との関係性を踏まえな
がら、占領期における諸改革が生み
出した成果と課題について、主体的
に追究する。
・連合国による日本占領機構の特色
やその目的を考察することを通じ
て、戦後改革がどのような社会の枠
組みを形成したのか、主体的に課題
を追究する。

単元：恐慌と第二次世界大戦
【知識及び技能】
・国際社会やアジア近隣諸国との関
係に着目して、日本で連続した恐慌
と政府の対応などに関わる諸資料か
ら情報を読み取り、恐慌と国際関係
について理解する。
・政治・経済体制の変化に着目し
て、満洲事変に際しての世論や軍部
の直接行動に関連する諸資料から情
報を読み取り、軍部の台頭と対外政
策について理解する。
・戦争の推移と国民生活への影響な
どに着目して、戦争の長期化と欧米
諸国との外交関係に関わる諸資料か
ら情報を読み取り、戦時体制の強化
と第二次世界大戦の展開について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・ワシントン体制下の協調外交が、
中国における民族運動の進展や日本
の経済の動向によって次第に緊張が
高まったことについて考察し、根拠
を明確にして表現する。
・当時の社会が抱えた矛盾と満洲事
変などの対外政策、国内での軍部の
政治的進出などの諸事象を相互に関
連づけて多面的・多角的に考察し、
表現する。
・戦争がアメリカやイギリスなどと
の戦争に拡大した理由や、日本にお
ける全体主義的な国家体制の進展に
ついて多面的・多角的に考察し、根
拠を示して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・当時の新聞などから世論の動向を
読み取ったり、様々な人々の議論に
ついて考察したりして、課題を主体
的に追究する。
・満洲事変や国内の国家改造運動の
展開を考察することを通じて、軍部
の政治的台頭がもたらした課題を主
体的に追究する。
・日中戦争から太平洋戦争に至る過
程や日本政府の対応を考察すること
を通じて、第二次世界大戦期の国際

【指導事項】
　①恐慌の時代
　②軍部の台頭
　③第二次世界大戦

【教材として使用するもの】
・教科書
・図表・史料集
・一問一答集
・授業プリント

【そのほかの教材】
・文物の写真

【デジタル端末の活用】
・ロイロノート
　振り返り活動や、課題の提出、
　教材の明示などをする際に活用
す
　る
・そのほか調べ学習などで活用を
する

20

単元：近代国会の成立と展開
【知識及び技能】
・明治政府による中央集権化の諸政
策と士族反乱の終焉、欧米・アジア
諸地域との国際関係、文明開化の風
潮について、諸資料から情報を読み
取って理解する。
・諸資料から読み取れる地域社会の
変化に着目して、自由民権運動の展
開や大日本帝国憲法の制定と議会開
設に至る過程を理解する。
・日清・日露戦争の前後における条
約改正の完成、韓国併合や満洲への
勢力拡張などについて諸資料から情
報を読み取り、この時期の戦争の様
相や背景、日本の国際的地位の変化
を理解する。
・第一次世界大戦が日本に及ぼした
影響に着目して、大戦後の国際的な
協調体制における日本の立場や対外
政策の変化について諸資料から適切
に情報を読み取り、理解する。
・ヴェルサイユ体制からワシントン
体制に至る経過や中国・朝鮮におけ
る民族運動の高揚に着目し、国内で
様々な社会運動が起こった背景と政
党政治の成立について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・諸制度の改革が地域社会にもたら
した変化や諸外国と結んだ条約の相
互比較、欧米の思想・文化の影響な
どを多面的・多角的に考察し、表現
する。
・国内体制を欧米の水準に合わせる
ことが改革の前提にあったことを踏
まえ、社会構造の変化や地方自治の
展開について多面的・多角的に考察
し、表現する。
・議会が戦争を支持する一方で反戦
論が存在したこと、戦争が国民とし
ての自覚や意識の高まりをもたらし
たことなどについて多面的・多角的
に考察し、根拠を明らかにして表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
・明治維新や文明開化の風潮が展開
する中で生じた様々な課題や、歴史
の展開における画期についての課題
を見出し、主体的に追究する。
・自由民権運動の展開過程を考察し
たうえで、日本における立憲政治の
導入がもたらした課題を主体的に追
究する。
・対外戦争がもたらした国内的・国
際的な変化を踏まえて学習を振り返
るとともに、次の学習へのつながり
を見出す。
・東アジア・太平洋地域における国
際協調体制の特質を考察することを
通じて、当時の日本外交に与えた影
響やその課題を主体的に追究する。

【指導事項】
　①明治維新と富国強兵
　②立憲国家の成立
　③日清・日露戦争と国際関係
　④第一次世界大戦と日本
　⑤ワシントン体制

【教材として使用するもの】
・教科書
・図表・史料集
・一問一答集
・授業プリント

【そのほかの教材】
・文物の写真

【デジタル端末の活用】
・ロイロノート
　振り返り活動や、課題の提出、
　教材の明示などをする際に活用
す
　る
・そのほか調べ学習などで活用を
する

単元：近代国会の成立と展開
【知識・技能】
・明治政府による中央集権化の諸政策と士族
反乱の終焉、欧米・アジア諸地域との国際関
係、文明開化の風潮について、諸資料から情
報を読み取って理解している。
・諸資料から読み取れる地域社会の変化に着
目して、自由民権運動の展開や大日本帝国憲
法の制定と議会開設に至る過程を理解してい
る。
・日清・日露戦争の前後における条約改正の
完成、韓国併合や満洲への勢力拡張などにつ
いて諸資料から情報を読み取り、この時期の
戦争の様相や背景、日本の国際的地位の変化
を理解している。
・第一次世界大戦が日本に及ぼした影響に着
目して、大戦後の国際的な協調体制における
日本の立場や対外政策の変化について諸資料
から適切に情報を読み取り、理解している。
・ヴェルサイユ体制からワシントン体制に至
る経過や中国・朝鮮における民族運動の高揚
に着目し、国内で様々な社会運動が起こった
背景と政党政治の成立について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・諸制度の改革が地域社会にもたらした変化
や諸外国と結んだ条約の相互比較、欧米の思
想・文化の影響などを多面的・多角的に考察
し、表現している。
・国内体制を欧米の水準に合わせることが改
革の前提にあったことを踏まえ、社会構造の
変化や地方自治の展開について多面的・多角
的に考察し、表現している。
・議会が戦争を支持する一方で反戦論が存在
したこと、戦争が国民としての自覚や意識の
高まりをもたらしたことなどについて多面
的・多角的に考察し、根拠を明らかにして表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・明治維新や文明開化の風潮が展開する中で
生じた様々な課題や、歴史の展開における画
期についての課題を見出し、主体的に追究し
ようとしている。
・自由民権運動の展開過程を考察したうえ
で、日本における立憲政治の導入がもたらし
た課題を主体的に追究しようとしている。
・対外戦争がもたらした国内的・国際的な変
化を踏まえて学習を振り返るとともに、次の
学習へのつながりを見出そうとしている。
・東アジア・太平洋地域における国際協調体
制の特質を考察することを通じて、当時の日
本外交に与えた影響やその課題を主体的に追
究しようとしている。

○ ○ ○ 20

単元：近代の産業と生活
【知識及び技能】
・産業の発達の背景と影響などに着
目し、諸資料から産業革命の展開に
ついて適切に情報を読み取り、地域
社会における労働や生活の変化が社
会問題を生み出したことを理解す
る。
・国家主義的な思想の形成、実証的
な学問研究、欧米の科学技術の導
入、教育の普及・拡充について、諸
資料から情報を読み取る技能を身に
つける。
・学問・芸術・出版・マスメディア
の発展について諸資料から情報を読
み取り、欧米文化との関わりとその
浸透度、社会風潮との関連を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・地域社会の変化などを踏まえて産
業全般の変化がもたらされたこと
や、労働問題や公害問題の発生につ
いて多面的・多角的に考察し、表現
する。
・学校教育の必要性の説かれ方や、
学校教育の内容と地域社会の変容、
国民意識との関係について、近代文
化の形成を踏まえて考察し、表現す
る。
・都市の発達、鉄道・駅の設置やそ
の影響、工場の増加や生活の変化な
ど、地域社会の変容について多面
的・多角的に考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】

【指導事項】
　①近代産業の発達
　②近代文化の発達
　③市民生活の変容と大衆文化

【教材として使用するもの】
・教科書
・図表・史料集
・一問一答集
・授業プリント

【そのほかの教材】
・文物の写真

【デジタル端末の活用】
・ロイロノート
　振り返り活動や、課題の提出、
　教材の明示などをする際に活用
す
　る
・そのほか調べ学習などで活用を
する

【知識・技能】
・産業の発達の背景と影響などに着目し、諸
資料から産業革命の展開について適切に情報
を読み取り、地域社会における労働や生活の
変化が社会問題を生み出したことを理解して
いる。
・国家主義的な思想の形成、実証的な学問研
究、欧米の科学技術の導入、教育の普及・拡
充について、諸資料から情報を読み取る技能
を身についている。
・学問・芸術・出版・マスメディアの発展に
ついて諸資料から情報を読み取り、欧米文化
との関わりとその浸透度、社会風潮との関連
を理解している。
【思考・判断・表現】
・地域社会の変化などを踏まえて産業全般の
変化がもたらされたことや、労働問題や公害
問題の発生について多面的・多角的に考察
し、表現している。
・学校教育の必要性の説かれ方や、学校教育
の内容と地域社会の変容、国民意識との関係
について、近代文化の形成を踏まえて考察
し、表現している。
・都市の発達、鉄道・駅の設置やその影響、
工場の増加や生活の変化など、地域社会の変
容について多面的・多角的に考察し、表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・産業の発展とそれによる社会問題への対応
について課題を見出し、自ら主体的に追究し
ようとしている。
・明治期の文化に関わる政府と国民の動向を
考察することを通じて、明治文化の特色を主
体的に追求しようとしている。

○ ○ ○ 11

定期考査 【知識・技能】
享保の改革～明治新政府の発足までの基本的
な知識を理解している。諸資料を扱う技能を
身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料から必要な情報を抜き出して考察を行
い、それを表現している。

○ ○ 1

定期考査 【知識・技能】
明治時代～大正時代までの基本的な知識を理
解している。諸資料を扱う技能を身につけて
いる。
【思考・判断・表現】
諸資料から必要な情報を抜き出して考察を行
い、それを表現している。

○ ○ 1

単元：幕藩体制の動揺
【知識及び技能】
・幕府・諸藩の経済的窮乏、百姓一
揆・打ちこわしの頻発などに関する
諸資料から情報を読み取り、享保の
改革や田沼時代の諸政策の意義につ
いて理解する。
・幕藩体制下の社会の変容に着目
し、宝暦・天明期における新たな学
問の確立、各地に設立された教育機
関の展開を理解する。
・列強の接近に伴う事件や幕政改革
に関する諸資料から情報を読み取
り、幕府権力が衰退する一方で、産
業を中心に近代化が進み雄藩が出現
する過程を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・商品作物の栽培や貨幣経済の浸透
により、米策を基盤とする幕藩体制
が動揺する過程を踏まえ、飢饉や一
揆の発生が幕藩体制に与えた影響を
考察する。
・国際情勢の変化などに着目して、
幕府政治の動揺と諸藩の動向につい
て多面的・多角的に考察する。
・近世の前半と後半を比較し、文化
への影響力をもつ地域や担い手の変
化をもたらした原因について多面
的・多角的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・幕藩体制下の社会・経済の仕組み
の変化や、幕府・諸藩の政策の変化
について課題を見出し、主体的に追
究する。
・飢饉や一揆への対応、外交政策の
転換などについて、幕府や諸藩の課
題を見出し、主体的に追究する。
・近世後期に形成された文化と近代
以降の文化との関係性について、学
問・教育・出版文化や庶民文化を事
例としてつながりを見出す。

【指導事項】
　①幕政の改革
　②宝暦・天明期の文化
　③幕府の衰退と近代への道
　④化政文化

【教材として使用するもの】
・教科書
・図表・史料集
・一問一答集
・授業プリント

【そのほかの教材】
・文物の写真

【デジタル端末の活用】
・ロイロノート
　振り返り活動や、課題の提出、
　教材の明示などをする際に活用
する
・そのほか調べ学習などで活用を
する

【知識・技能】
・幕府・諸藩の経済的窮乏、百姓一揆・打ち
こわしの頻発などに関する諸資料から情報を
読み取り、享保の改革や田沼時代の諸政策の
意義について理解している。
・幕藩体制下の社会の変容に着目し、宝暦・
天明期における新たな学問の確立、各地に設
立された教育機関の展開を理解している。
・列強の接近に伴う事件や幕政改革に関する
諸資料から情報を読み取り、幕府権力が衰退
する一方で、産業を中心に近代化が進み雄藩
が出現する過程を理解している。
【思考・判断・表現】
・商品作物の栽培や貨幣経済の浸透により、
米策を基盤とする幕藩体制が動揺する過程を
踏まえ、飢饉や一揆の発生が幕藩体制に与え
た影響を考察する。
・国際情勢の変化などに着目して、幕府政治
の動揺と諸藩の動向について多面的・多角的
に考察している。
・近世の前半と後半を比較し、文化への影響
力をもつ地域や担い手の変化をもたらした原
因について多面的・多角的に考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・幕藩体制下の社会・経済の仕組みの変化
や、幕府・諸藩の政策の変化について課題を
見出し、主体的に追究しようとしている。
・飢饉や一揆への対応、外交政策の転換など
について、幕府や諸藩の課題を見出し、主体
的に追究しようとしている。
・近世後期に形成された文化と近代以降の文
化との関係性について、学問・教育・出版文
化や庶民文化を事例としてつながりを見出そ
うとしている。

○ ○ ○ 22

単元：近世から近代へ
【知識及び技能】
・欧米諸国の進出によるアジア諸国
の変化について諸資料から適切に情
報を読み取り、江戸幕府が対外政策
を転換して開国に至る経緯などを理
解する。
・政治・経済の変化と思想への影響
などに着目して、諸資料から適切に
情報を読み取り、幕藩体制の崩壊と
新政権の成立について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本が直面していた国内外におけ
る諸課題を踏まえ、政治や経済など
の諸側面の変化などを多面的・多角
的に考察し、表現する。
・日本がどのような契機によって近
代的な社会の形成に向かっていくこ
とになるのか考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・日本の開国に関わる諸事象を国際
的な視点から考察し、開国のもたら
す政治的・経済的・社会的影響につ
いて主体的に追究する。
・幕末の政治動乱の過程を多角的に
考察することを通じて、近代の学習
へのつながりを主体的に見出す。

【指導事項】
　①開国と幕末の動乱
　②幕府の滅亡と新政府の発足

【教材として使用するもの】
・教科書
・図表・史料集
・一問一答集
・授業プリント

【そのほかの教材】
・文物の写真

【デジタル端末の活用】
・ロイロノート
　振り返り活動や、課題の提出、
　教材の明示などをする際に活用
す
　る
・そのほか調べ学習などで活用を
する

単元：近世から近代へ
【知識・技能】
・欧米諸国の進出によるアジア諸国の変化に
ついて諸資料から適切に情報を読み取り、江
戸幕府が対外政策を転換して開国に至る経緯
などを理解している。
・政治・経済の変化と思想への影響などに着
目して、諸資料から適切に情報を読み取り、
幕藩体制の崩壊と新政権の成立について理解
している。
【思考・判断・表現】
・日本が直面していた国内外における諸課題
を踏まえ、政治や経済などの諸側面の変化な
どを多面的・多角的に考察し、表現してい
る。
・日本がどのような契機によって近代的な社
会の形成に向かっていくことになるのか考察
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日本の開国に関わる諸事象を国際的な視点
から考察し、開国のもたらす政治的・経済
的・社会的影響について主体的に追究しよう
としている。
・幕末の政治動乱の過程を多角的に考察する
ことを通じて、近代の学習へのつながりを主
体的に見出そうとしている。

○ ○ ○ 12

○ ○ 18

定期考査 【知識・技能】
江戸幕府の成立から元禄文化までの基本的な
知識を理解している。また、諸資料を扱う技
能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料から必要な情報を抜き出して考察を行
い、それを表現している。

○ ○ 1

保谷

【知識・技能】
・国際社会やアジア近隣諸国との関係に着目
して、日本で連続した恐慌と政府の対応など
に関わる諸資料から情報を読み取り、恐慌と
国際関係について理解している。
・政治・経済体制の変化に着目して、満洲事
変に際しての世論や軍部の直接行動に関連す
る諸資料から情報を読み取り、軍部の台頭と
対外政策について理解している。
・戦争の推移と国民生活への影響などに着目
して、戦争の長期化と欧米諸国との外交関係
に関わる諸資料から情報を読み取り、戦時体
制の強化と第二次世界大戦の展開について理
解している。
【思考・判断・表現】
・ワシントン体制下の協調外交が、中国にお
ける民族運動の進展や日本の経済の動向に
よって次第に緊張が高まったことについて考
察し、根拠を明確にして表現している。
・当時の社会が抱えた矛盾と満洲事変などの
対外政策、国内での軍部の政治的進出などの
諸事象を相互に関連づけて多面的・多角的に
考察し、表現している。
・戦争がアメリカやイギリスなどとの戦争に
拡大した理由や、日本における全体主義的な
国家体制の進展について多面的・多角的に考
察し、根拠を示して表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・当時の新聞などから世論の動向を読み取っ
たり、様々な人々の議論について考察したり
して、課題を主体的に追究しようとしてい
る。
・満洲事変や国内の国家改造運動の展開を考
察することを通じて、軍部の政治的台頭がも
たらした課題を主体的に追究しようとしてい
る。
・日中戦争から太平洋戦争に至る過程や日本
政府の対応を考察することを通じて、第二次
世界大戦期の国際関係について主体的に課題
を追究しようとしている。

○ ○ ○

地理歴史 日本史演習
地理歴史 日本史演習 4

日本史演習

【 知　識　及　び　技　能 】

１

学

期

単元：幕藩体制の成立と展開
【知識及び技能】
・江戸幕府の成立による幕藩体制の
確立過程を理解する。
・幕藩体制下の支配体制や封建的身
分秩序の形成に関する資料から情報
を読み取り、江戸時代の社会の構造
を理解する。
・諸資料から情報を読み取り、文治
政治への転換を理解する。
・諸産業、交通、金融制度の整備に
よる流通の発達等を諸資料から読み
取り、江戸時代の社会を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・織豊政権と幕府の支配の構造の相
違点や、江戸幕府による貿易統制の
意義について考察する。
・戦乱のない時代が創出されたこと
の意義を踏まえ、人々の生活や意識
がどのように変化したのかを考察す
る。
・陸上、水上交通における交通や流
通の発達と、諸産業との関連を考察
し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・幕藩体制が確立する過程における
様々な画期について考察し、主体的
に追究する。
・織豊政権下における社会の仕組み
と幕藩体制下とを比較し、その関連
を見出す。
幕藩体制が安定していく中での経済
の動向を踏まえ、元禄文化の特色を

【指導事項】
　①幕藩体制の成立
　②幕藩社会の構造
　③幕政の安定
　④経済の発展
　⑤元禄文化

【教材として使用するもの】
・教科書
・図表・史料集
・一問一答集
・授業プリント

【そのほかの教材】
・実物教材(寛永通宝など)
・遺構、文物の写真

【デジタル端末の活用】
・ロイロノート
　振り返り活動や課題の提出、
　教材の明示などをする際に活
用。　・そのほか調べ学習などで
活用をする

【知識・技能】
・江戸幕府の成立による幕藩体制の確立過程
を理解している。
・幕藩体制下の支配体制や封建的身分秩序の
形成に関する資料から情報を読み取り、江戸
時代の社会の構造を理解している。
・諸資料から情報を読み取り、文治政治への
転換を理解している。
・諸産業、交通、金融制度の整備による流通
の発達等を諸資料から読み取り、江戸時代の
社会を理解している。
【思考・判断・表現】
・織豊政権と幕府の支配の構造の相違点や、
江戸幕府による貿易統制の意義について考察
している。
・戦乱のない時代が創出されたことの意義を
踏まえ、人々の生活や意識がどのように変化
したのかを考察している。
・陸上、水上交通における交通や流通の発達
と、諸産業との関連を考察し、表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・幕藩体制が確立する過程における様々な出
来事や転換点について考察し、主体的に追究
しようしている。
・織豊政権下における社会の仕組みと幕藩体
制下とを比較し、その関連を見出している。
幕藩体制が安定していく中での経済の動向を
踏まえ、元禄文化の特色を追究しようとして
いる。

○

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

日本や世界の地域的特色や歴史の展開について理解するとともに、地図や統計、史料を読み取る力

日本の歴史の展開に関わる諸事象につい
て、よりよい社会の実現を視野に、課題を
主体的に探究しようとする態度を養うとと
もに、自国に対する愛情や他国の文化を尊
重する。

【学びに向かう力、人間性等】

（①：小野﨑　　）（②：小栗　　） （③：小野﨑　　）

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日本の歴史に関わる諸事象について、地理
的条件や世界の歴史と関連づけながら総合
的にとらえて理解しているとともに、諸資
料から日本の歴史に関する様々な情報を適
切かつ効果的に調べて、まとめる技能を身

日本の歴史に関わる事象の意味や意義、伝
統や文化の特色などを、時期や年代、推
移、比較、相互の関連や現在とのとつなが
りに着目しながら多面的・多角的に考察
し、自らの考えを他者に表現する力を養

　　『詳説日本史』（山川出版）

地理歴史

事象の意味や特色、相互の関連を、多面的、多角的に考察したり、課題解決を構想したりする力

持続可能な社会の実現に向けて、自ら主体的に授業や社会に関わろうとする力



年間授業計画

高等学校 令和8年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ 詳説世界史　世界史探究（山川出版社）、アカデミア世界史（浜島書店）、詳説世界史　10分間テスト（山川出版社））

教科 の目標：

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について理解し、諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる力

【思考力、判断力、表現力等】事象の意味や意義、相互の関連などや課題解決について多面的・多角的に考察し、考察したことを効果的に説明・議論する力

【学びに向かう力、人間性等】よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度とともに、他国や他国の文化を尊重する大切さへの自覚

科目 の目標：

保谷

３

学

期

【知識及び技能】
地球世界の課題の探究を通じて、諸
資料から様々な情報を適切かつ効果
的に調べまとめる技能を身につけ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
地球世界の課題の探究を通じて、諸
資料を読みとくことで歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
地球世界の課題の探究を通じて、よ
りよい社会の実現をめざして課題を
主体的かつ対話的に学びを深め、追
究する態度を養う。

【指導事項】
地球世界の課題の探究

世界史探究に関わる演習

【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出やグループワークおよび振り返
りには一人一台端末でロイロノー
トを活用

【知識・技能】
○地球世界の課題の探究の中で、地球世界の
課題について理解する。
【思考・判断・表現】
〇上記のテーマについての諸資料を読みとく
ことを通して、自らの学習を振り返り、学び
を深め、多面的・多角的に考察し、表現す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
○上記のテーマについての歴史事象を材料と
して、よりよい社会の実現をめざして課題を
主体的かつ対話的に学びを深め、追究しよう
としている。

○ ○

２

学

期

【知識及び技能】
世界市場の形成と諸地域の結合及び
帝国主義とナショナリズムの高揚に
関する歴史事象について、基本的な
知識を理解する。諸資料から様々な
情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
世界市場の形成と諸地域の結合及び
帝国主義とナショナリズムの高揚に
関する歴史事象についての諸資料を
読みとくことを通して、歴史事象の
特徴について多面的・多角的に考
察・議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
世界市場の形成と諸地域の結合及び
帝国主義とナショナリズムの高揚に
関する歴史事象を材料として、より
よい社会の実現をめざして課題を主
体的かつ対話的に学びを深め、追究
する態度を養う。

【指導事項】
第Ⅲ部　諸地域の結合・変容
第１３章　イギリスの優位と欧米
国民国家の形成
１　ウィーン体制とヨーロッパの
政治・社会の変動
２　列強体制の動揺とヨーロッパ
の再編成
３　アメリカ合衆国の発展
４　19世紀欧米文化の展開と市民
文化の繁栄
第１４章　アジア諸地域の動揺
１　西アジア地域の変容
２　南アジア・東南アジアの植民
地化
３　東アジアの激動
第１５章　帝国主義とアジアの民
族運動
１　第２次産業革命と帝国主義
２　列強の世界分割と列強体制の
二分化
３　アジア諸国の変革と民族運動

【教材・一人一台端末の活用】

【知識・技能】
〇世界市場の形成と諸地域の結合について、
国民国家と近代民主主義社会の形成や世界市
場の形成とアジア諸国の変容を構造的に理解
する。
〇帝国主義とナショナリズムの高揚につい
て、世界分割の進展とナショナリズムの高ま
りや第一次世界大戦の展開と諸地域の変容を
構造的に理解する。
【思考・判断・表現】
〇上記のテーマについての諸資料を読みとく
ことを通して、自らの学習を振り返り、学び
を深め、多面的・多角的に考察し、表現す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
○上記のテーマについての歴史事象を材料と
して、よりよい社会の実現をめざして課題を
主体的かつ対話的に学びを深め、追究しよう
としている。

○ ○

【指導事項】
第Ⅱ部　諸地域の交流・再編
第１１章　近世ヨーロッパ世界の
動向
１　ルネサンス
２　宗教改革
３　主権国家体制の成立
４　オランダ・イギリス・フラン
スの台頭
５　北欧・東欧の動向
６　科学革命と啓蒙思想
第Ⅲ部　諸地域の結合・変容
第１２章　産業革命と環大西洋革
命
１　産業革命
２　アメリカ合衆国の独立と発展
３　フランス革命とナポレオンの
支配
４　中南米諸国の独立

【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出やグループワークおよび振り返
りには一人一台端末でロイロノー
トを活用

【知識・技能】
〇アジア諸地域問とヨーロッパの再編につい
て、アジア諸地域の特質や主権国家体制の形
成と地球規模での交易の拡大を構造的に理解
する。
【思考・判断・表現】
〇上記のテーマについての諸資料を読みとく
ことを通して、自らの学習を振り返り、学び
を深め、多面的・多角的に考察し、表現す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
○上記のテーマについての歴史事象を材料と
して、よりよい社会の実現をめざして課題を
主体的かつ対話的に学びを深め、追究しよう
としている。

○ ○

定期考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解し、諸資
料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○

○

○

定期考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解し、諸資
料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○

【知識及び技能】
アジア諸地域とヨーロッパの再編及
び世界市場の形成と諸地域の結合・
変容に関する歴史事象について、基
本的な知識を理解する。諸資料から
様々な情報を適切かつ効果的に調べ
まとめる技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
アジア諸地域とヨーロッパの再編及
び世界市場の形成と諸地域の結合に
関する歴史事象についての諸資料を
読みとくことを通して、歴史事象の
特徴について多面的・多角的に考
察・議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
アジア諸地域とヨーロッパの再編及
び世界市場の形成と諸地域の結合に
関する歴史事象を材料として、より
よい社会の実現をめざして課題を主
体的かつ対話的に学びを深め、追究
する態度を養う。

○

【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解し、諸資
料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

【指導事項】
第Ⅲ部　諸地域の結合・変容
第１６章　第一次世界大戦と世界
の変容
１　第一次世界大戦とロシア革命
２　ヴェルサイユ体制下の欧米諸
国
３　アジア・アフリカ地域の民族
運動
第１７章　第二次世界大戦と新し
い国際秩序
１　世界恐慌とヴェルサイユ体制
の崩壊
２　第二次世界大戦
３　新しい国際秩序の形成
第Ⅳ部　地球世界の課題
第１章　冷戦と第三世界の台頭
１　冷戦の展開
２　第三世界とキューバ危機
３　冷戦体制の動揺
第２章　冷戦の終結と今日の世界
１　産業構造の変容
２　冷戦の終結

1

○○

○

【知識・技能】
〇第二次世界大戦と諸地域の変容について、
国際関係の緊張と対立や第二次世界大戦の展
開と諸地域の変容を構造的に理解する。
〇地球世界の課題について、国際機構の形成
と平和への模索・経済のグローバル化と格差
の是正・科学技術の高度化と知識基盤社会に
関して構造的に理解する。
【思考・判断・表現】
〇上記のテーマについての諸資料を読みとく
ことを通して、自らの学習を振り返り、学び
を深め、多面的・多角的に考察し、表現す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
○上記のテーマについての歴史事象を材料と
して、よりよい社会の実現をめざして課題を
主体的かつ対話的に学びを深め、追究しよう
としている。

25

1

○

32

○

1

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

定期考査

○ 28

定期考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解し、諸資
料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○ 1

【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解し、諸資
料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○

1

合計

140

30

地理歴史 世界史演習

（１～８組：小野寺）

地理歴史 世界史演習 4

【知識及び技能】
第二次世界大戦と諸地域の変容及び
地球世界の課題に関する歴史事象に
ついて、基本的な知識を理解する。
諸資料から様々な情報を適切かつ効
果的に調べまとめる技能を身につけ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
第二次世界大戦と諸地域の変容及び
地球世界の課題に関する歴史事象に
ついての諸資料を読みとくことを通
して、歴史事象の特徴について多面
的・多角的に考察・議論し、文章等
で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
第二次世界大戦と諸地域の変容及び
地球世界の課題に関する歴史事象を
材料として、よりよい社会の実現を
めざして課題を主体的かつ対話的に
学びを深め、追究する態度を養う。

定期考査

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事
象について、よりよい社会の実現を視野に課題
を主体的に探究しようとする態度を養うととも
に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して
涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴
史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重する
ことの大切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事
象について、地理的条件や日本の歴史と関連付
けながら理解するとともに、諸資料から世界の
歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象
の意味や意義、特色などを、時期や年代、推
移、比較、相互の関連や現代世界とのつながり
などに着目して、概念などを活用して多面的・
多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把
握し解決を視野に入れて構想したりする力や、
考察、構想したことを効果的に説明したり、そ
れらを基に議論したりする力を養う。

地理歴史

世界史演習

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１

学

期

【知識及び技能】
結びつくユーラシアと諸地域及びア
ジア諸地域問とヨーロッパの再編に
関する歴史事象について、基本的な
知識を理解する。諸資料から様々な
情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
結びつくユーラシアと諸地域及びア
ジア諸地域問ヨーロッパの再編に関
する歴史事象についての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
結びつくユーラシアと諸地域及びア
ジア諸地域問ヨーロッパの再編に関
する歴史事象を材料として、よりよ
い社会の実現をめざして課題を主体
的かつ対話的に学びを深め、追究す
る態度を養う。

【指導事項】
第Ⅱ部　諸地域の交流・再編
第９章　大交易・大交流の時代
１　アジア交易世界の興隆
２　ヨーロッパの海洋進出とアメ
リカ大陸の変容
第１０章　アジアの諸帝国の繁栄
１　オスマン帝国とサファヴィー
朝
２　ムガル帝国の興隆
３　清代の中国と隣接諸地域

【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出やグループワークおよび振り返
りには一人一台端末でロイロノー
トを活用

【知識・技能】
○結びつくユーラシアと諸地域について、海
域と内陸にわたる諸地域の交流の広がりや諸
地域の交易の進展とヨーロッパの進出を構造
的に理解する。
〇アジア諸地域問とヨーロッパの再編につい
て、アジア諸地域の特質や主権国家体制の形
成と地球規模での交易の拡大を構造的に理解
する。
【思考・判断・表現】
〇上記のテーマについての諸資料を読みとく
ことを通して、自らの学習を振り返り、学び
を深め、多面的・多角的に考察し、表現す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
○上記のテーマについての歴史事象を材料と
して、よりよい社会の実現をめざして課題を
主体的かつ対話的に学びを深め、追究しよう
としている。

○ ○ ○ 20

単元の具体的な指導目標



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計
70

1

〇 10

○ ○

３

学

期

【知識・技能】
脱植民地化と第三世界の形成、核兵
器をめぐる緊張と緩和、高度経済成
長などについて、基本的な知識を理
解する。諸資料から様々な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けさせる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
脱植民地化などについての諸資料を
読みとくことを通して、歴史事象の
特徴について多面的・多角的に考
察・議論し、表現させる。

【学びに向かう力、人間性等】
高度経済成長などの歴史事象を材料
として、よりよい社会の実現をめざ
して課題を主体的かつ対話的に学び
を深め、追究する態度を養う。

【指導事項】
第Ⅲ部 第５章 冷戦と世界経済
「グローバル化と私たち」につい
て問いを表現させる。
①冷戦下の地域紛争と脱植民地化
②東西両陣営の動向と1960年代の
社会
③軍拡競争から緊張緩和へ
④地域連携の形成と展開
⑤計画経済とその波及
⑥日本の高度経済成長
⑦アジアのなかの戦後日本

【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用さ
せる。

【知識・技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の国際経済
体制の成立、冷戦、日本の占領などについ
て、基本的な知識を理解している。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
第二次世界大戦などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦などの歴史事象を材料として、よりよい
社会の実現をめざして課題を主体的かつ対話
的に学びを深め、追究しようとしている。

〇 〇

〇 14

【知識・技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の
国際経済体制の成立、冷戦、日本の
占領などについて、基本的な知識を
理解する。諸資料から様々な情報を
適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身に付けさせる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
第二次世界大戦などについての諸資
料を読みとくことを通して、歴史事
象の特徴について多面的・多角的に
考察・議論し、表現させる。

【学びに向かう力、人間性等】
冷戦などの歴史事象を材料として、
よりよい社会の実現をめざして課題
を主体的かつ対話的に学びを深め、
追究する態度を養う。

２

学

期

【知識及び技能】
第一次世界大戦と戦後の国際協調体
制の成立、ソヴィエト連邦の成立な
どについて、基本的な知識を理解す
る。諸資料から様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に
付けさせる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦などについての諸資
料を読みとくことを通して、歴史事
象の特徴について多面的・多角的に
考察・議論し、表現させる。

【学びに向かう力、人間性等】
ヴェルサイユ体制などの歴史事象を
材料として、よりよい社会の実現を
めざして課題を主体的かつ対話的に
学びを深め、追究する態度を養う。

【指導事項】
第Ⅱ部 第３章 総力戦と社会運動
「国際秩序の変化や大衆化と私た
ち」について問いを表現させる。
①第一次世界大戦の展開
②ソヴィエト連邦の成立とアメリ
カ合衆国の台頭
③ヴェルサイユ体制とワシントン
体制
④世界経済の変容と日本
⑤アジアのナショナリズム
⑥大衆の政治参加
⑦消費社会と大衆文化

【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用さ
せる。

【知識・技能】
第一次世界大戦と戦後の国際協調体制の成
立、ソヴィエト連邦の成立などについて、基
本的な知識を理解している。諸資料から様々
な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
第一次世界大戦などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
ヴェルサイユ体制などの歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして課題を主
体的かつ対話的に学びを深め、追究しようと
している。

〇 〇

【指導事項】
第Ⅱ部 第４章 経済危機と第二次
世界大戦
①世界恐慌の時代
②ファシズムの慎重と共産主義
③日中戦争への道
④第二次世界大戦の展開
⑤第二次世界大戦下の社会
⑥国際連合と国際経済体制
⑦占領と戦後改革
⑧冷戦の始まりと東アジア諸国の
動向
⑨日本の独立と日米安全保障条約
「国際秩序の変化や大衆化と現代
的な課題」について考察・表現す
る

【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用さ
せる。

【知識・技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の国際経済
体制の成立、冷戦、日本の占領などについ
て、基本的な知識を理解している。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
第二次世界大戦などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦などの歴史事象を材料として、よりよい
社会の実現をめざして課題を主体的かつ対話
的に学びを深め、追究しようとしている。

〇 〇

定期考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○ 1

【知識・技能】
市民革命、ナショナリズム、明治維
新、日本の産業革命、帝国主義など
について、基本的な知識を理解す
る。諸資料から様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に
付けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
市民革命などについての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現させる。

【学びに向かう力、人間性等】
帝国主義などの歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして
課題を主体的かつ対話的に学びを深
め、追究する態度を養う。

【指導事項】
第Ⅰ部 第２章 国民国家と明治維
新
①市民革命
②国民国家とナショナリズム
③明治維新
④日本の産業革命
⑤帝国主義
⑥変容する東アジアの国際秩序
⑦日露戦争と東アジアの変動
「近代化と現代的な諸課題」につ
いて考察・表現させる。

【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用さ
せる。

【知識・技能】
市民革命、ナショナリズム、明治維新、日本
の産業革命、帝国主義などについて、基本的
な知識を理解している。諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身
に付けている。

【思考・判断・表現】
市民革命などについての諸資料を読みとくこ
とを通して、歴史事象の特徴について多面
的・多角的に考察・議論し、文章等で表現し
ている。

【主体的に学習に取り組む態度】
帝国主義などの歴史事象を材料として、より
よい社会の実現をめざして課題を主体的かつ
対話的に学びを深め、追究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 8

○ 14

○ ○ ○ 14

知識：歴史の変化に関わる諸事象について、世
界とその中の日本を広く相互的な視野から捉
え、歴史を理解する。
技能：諸資料から歴史に関する様々な情報を適
切に調べまとめる技能を身に付ける。

歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色な
どを、概念などを活用して多面的・多角的に考
察し、考察したことを効果的に説明したり、そ
れらを基に議論したり表現する力を養う。

歴史の変化に関わる諸事象について、より良い
社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決
しようとする態度を養うとともに、他国や他国
の文化を尊重することの大切さについての自覚
などを深める。

『現代の歴史総合 みる・読みとく・考える』山川出版社

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】日本や世界の地域的特色や歴史の展開について理解するとともに、地図や統計、史料を読み取る力

事象の意味や特色、相互の関連を、多面的、多角的に考察したり、課題解決を構想したりする力

持続可能な社会の実現に向けて、自ら主体的に授業や社会に関わろうとする力

歴史教養

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

菅　愛彦

〇 8

保谷 地理歴史 歴史教養
地理歴史 歴史教養 2

１

学

期

【知識・技能】
歴史的な戦争や地域紛争に見られる
諸相を理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】
歴史的な戦争や地域紛争について、
ジェンダー（女性性・男性性）の側
面から考察・発表させる。

【学びに向かう力、人間性等】
課題について主体的かつ対話的に学
びを深め、追究する態度を養う。

【指導事項】
第Ⅲ部 グローバル化と私たち
９ 地域紛争と国際社会
現代的な諸課題の形成と展望
１ 歴史的な見方・考え方を生かし
て考えるとは

【教材・一人一台端末の活用】
課題提出・発表や振り返りには、
一人１台端末でロイロノートを活
用させる。

【知識・技能】
歴史的な戦争や地域紛争について基本的な知
識を理解している。

【思考・判断・表現】
歴史的な戦争や地域紛争についてジェンダー
の側面から考察・発表できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
歴史的な戦争や地域紛争について主体的かつ
対話的に学びを深め、追究する態度で考察・
発表に取組んでいる。

○ ○

【知識・技能】
私たちの身近な地域やそれに関わる
事象が歴史につながっていることを
理解させる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
身近な地域やそれに関わる事象を歴
史と関連付けて考察・表現させる。

【学びに向かう力、人間性等】
課題について主体的かつ対話的に学
びを深め、追究する態度を養う。

【知識・技能】
私たちの身近な地域やそれに関わる事象が歴
史につながっていることを理解している。

【思考・判断・表現】
身近な地域やそれに関わる事象を歴史と関連
付けて考察・表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
身近な地域やそれに関わる事象と歴史との関
連について主体的に学びを深め、追究する態
度で考察・発表に取組んでいる。

定期考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

【指導事項】
歴史の扉 ①歴史と私たち
　　　　 ②歴史の特質と資料

【教材・一人一台端末の活用】
課題提出・発表や振り返りには、
一人１台端末でロイロノートを活
用させる。

知 思 態
配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

よりよい社会の実現のために現実社会の諸課
題を主体的に解決しようとする態度を養うと
ともに，多面的・多角的な考察や深い理解を
通して涵養される，国民主権を担う公民とし
て，自国を愛し，その平和と繁栄を図ること

【学びに向かう力、人間性等】

公民 政治・経済

品田

公民 政治・経済 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解
決に向けて探究するための手掛かりとなる概
念や理論などについて理解するとともに，諸
資料から，社会の在り方に関わる情報を適切
かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける

国家及び社会の形成者として必要な選択・判
断の基準となる考え方や政治・経済に関する
概念や理論などを活用して，現実社会に見ら
れる複雑な課題を把握し，説明するととも
に，身に付けた判断基準を根拠に構想する力

詳述政治・経済（実教出版）

公民

現実社会の諸課題の解決に向けて，多面的・多角的に考察し公正に判断している。

国家及び社会の担い手として，現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。

政治・経済

【 知　識　及　び　技　能 】

保谷

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解する。

定期考査 ○ ○ 1

○ ○ 1

C 単元　日本の政治機構
【知識及び技能】
・基本的人権の保障と法の支配，権
利と義務との関係，議会制民主主
義，地方自治について，現実社会の
諸事象を通して理解させる。
・現代日本の政治に関する諸資料か
ら，課題の解決に向けて考察，構想
する際に必要な情報を適切かつ効果
的に収集し，読み取る技能を身に付
けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・政党政治や選挙などの観点から，
望ましい政治の在り方及び主権者と
しての政治参加の在り方について多
面的・多角的に考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的
に追究して，日本の政治機構におけ
る学習上の課題を解決させる。
・よりよい社会の実現のために，日
本の政治機構とその課題について多
面的・多角的に考察，構想したこと
を社会生活に生かせるか考えさせ

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・基本的人権の保障と法の支配，権利と義務と
の関係，議会制民主主義，地方自治について，
現実社会の諸事象を通して理解を深めている。
・現代日本の政治に関する諸資料から，課題の
解決に向けて考察，構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し，読み取る技能を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
・政党政治や選挙などの観点から，望ましい政
治の在り方及び主権者としての政治参加の在り
方について多面的・多角的に考察，構想し，表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，日本の政治機構における学習上の課題を意
欲的に解決しようとしている。
・よりよい社会の実現のために，日本の政治機
構とその課題について多面的・多角的に考察，
構想したことを社会生活に生かそうとしてい
る。

○ ○

○ ○

1

合計

140

２

学

期

A 単元　経済社会の変容
【知識及び技能】
・経済活動について，現実社会の諸
事象を通して理解させる。
・現代日本の経済に関する諸資料か
ら，課題の解決に向けて考察，構想
する際に必要な情報を適切かつ効果
的に収集し，読み取る技能を身に付
けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・経済活動について多面的・多角的
に考察し，表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的
に追究して，経済社会の変容におけ
る学習上の課題を解決させる。
・よりよい社会の実現のために，経
済社会の変容とその課題について多
面的・多角的に考察，構想したこと
を社会生活に生かせるか考えさせ

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・経済活動について，現実社会の諸事象を通し
て理解を深めている。
・現代日本の経済に関する諸資料から，課題の
解決に向けて考察，構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し，読み取る技能を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
・経済活動について多面的・多角的に考察し，
表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，経済社会の変容における学習上の課題を意
欲的に解決しようとしている。
・よりよい社会の実現のために，経済社会の変
容とその課題について多面的・多角的に考察，
構想したことを社会生活に生かそうとしてい
る。

○ ○ ○ 14

B 単元　現代経済のしくみ
【知識及び技能】
・経済活動と市場，経済主体と経済
循環，国民経済の大きさと経済成
長，物価と景気変動，財政の働きと
仕組み及び租税などの意義，金融の
働きと仕組みについて，現実社会の
諸事象を通して理解させる。
・現代日本の経済に関する諸資料か
ら，課題の解決に向けて考察，構想
する際に必要な情報を適切かつ効果
的に収集し，読み取る技能を身に付
けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・市場経済の機能と限界，持続可能
な財政及び租税の在り方，金融を通
した経済活動の活性化について多面
的・多角的に考察，構想しさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的
に追究して，経済社会の変容におけ
る学習上の課題を解決させる。
・よりよい社会の実現のために，経
済社会の変容とその課題について多
面的・多角的に考察，構想したこと
を社会生活に生かせるか考えさせ

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当
時数

１

学

期

A 単元　民主政治の基本原理
【知識及び技能】
・政治と法の意義と機能，基本的人
権の保障と法の支配，権利と義務と
の関係，議会制民主主義について，
現実社会の諸事象を通して理解させ
る。
・現代日本の政治に関する諸資料か
ら，課題の解決に向けて考察，構想
する際に必要な情報を適切かつ効果
的に収集し，読み取る技能を身に付
けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・政党政治などの観点から，望まし
い政治の在り方及び主権者としての
政治参加の在り方について多面的・
多角的に考察，構想させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的
に追究して，民主政治の基本原理に
おける学習上の課題について解決さ
せる。
・よりよい社会の実現のために，民
主政治の基本原理とその課題につい

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・政治と法の意義と機能，基本的人権の保障と
法の支配，権利と義務との関係，議会制民主主
義について，現実社会の諸事象を通して理解を
深めている。
・現代日本の政治に関する諸資料から，課題の
解決に向けて考察，構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し，読み取る技能を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
・政党政治などの観点から，望ましい政治の在
り方及び主権者としての政治参加の在り方につ
いて多面的・多角的に考察，構想し，表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，民主政治の基本原理における学習上の課題
を意欲的に解決しようとしている。
・よりよい社会の実現のために，民主政治の基
本原理とその課題について多面的・多角的に考
察，構想したことを社会生活に生かそうとして
いる。

○ ○ ○ 10

B 単元　日本国憲法の基本的性格
【知識及び技能】
・基本的人権の保障と法の支配，権
利と義務との関係，議会制民主主
義，地方自治について，現実社会の
諸事象を通して理解させる。
・現代日本の政治に関する諸資料か
ら，課題の解決に向けて考察，構想
する際に必要な情報を適切かつ効果
的に収集し，読み取る技能を身に付
けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・民主政治の本質を基に，日本国憲
法と現代政治の在り方との関連につ
いて多面的・多角的に考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的
に追究して，日本国憲法の基本的性
格における学習上の課題について解

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・基本的人権の保障と法の支配，権利と義務と
の関係，議会制民主主義，地方自治について，
現実社会の諸事象を通して理解を深めている。
・現代日本の政治に関する諸資料から，課題の
解決に向けて考察，構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し，読み取る技能を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
・民主政治の本質を基に，日本国憲法と現代政
治の在り方との関連について多面的・多角的に
考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，日本国憲法の基本的性格における学習上の
課題を意欲的に解決しようとしている。
・よりよい社会の実現のために，日本国憲法の
基本的性格とその課題について多面的・多角的
に考察，構想したことを社会生活に生かそうと

○ ○ ○ 15

定期考査

○ 14

D 単元　現代日本の政治
【知識及び技能】
・権利と義務との関係，議会制民主
主義，地方自治について，現実社会
の諸事象を通して理解させる。
・現代日本の政治に関する諸資料か
ら，課題の解決に向けて考察，構想
する際に必要な情報を適切かつ効果
的に収集し，読み取る技能を身に付
けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・政党政治や選挙などの観点から，
望ましい政治の在り方及び主権者と
しての政治参加の在り方について多
面的・多角的に考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的
に追究して，現代日本の政治におけ
る学習上の課題を解決させる。
・よりよい社会の実現のために，現
代日本の政治とその課題について多
面的・多角的に考察，構想したこと
を社会生活に生かせるか考えさせ

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・権利と義務との関係，議会制民主主義，地方
自治について，現実社会の諸事象を通して理解
を深めている。
・現代日本の政治に関する諸資料から，課題の
解決に向けて考察，構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し，読み取る技能を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
・政党政治や選挙などの観点から，望ましい政
治の在り方及び主権者としての政治参加の在り
方について多面的・多角的に考察，構想し，表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代日本の政治における学習上の課題を意
欲的に解決しようとしている。
・よりよい社会の実現のために，現代日本の政
治とその課題について多面的・多角的に考察，
構想したことを社会生活に生かそうとしてい
る。

○ ○ ○ 16

【知識・技能】
・経済活動と市場，経済主体と経済循環，国民
経済の大きさと経済成長，物価と景気変動，財
政の働きと仕組み及び租税などの意義，金融の
働きと仕組みについて，現実社会の諸事象を通
して理解を深めている。
・現代日本の経済に関する諸資料から，課題の
解決に向けて考察，構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し，読み取る技能を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
・市場経済の機能と限界，持続可能な財政及び
租税の在り方，金融を通した経済活動の活性化
について多面的・多角的に考察，構想し，表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代経済のしくみにおける学習上の課題を
意欲的に解決しようとしている。
・よりよい社会の実現のために，現代経済のし
くみとその課題について多面的・多角的に考
察，構想したことを社会生活に生かそうとして
いる。

○ ○ ○ 16

定期考査 ○ ○ 1

C 単元　現代経済と福祉の向上
【知識及び技能】
・経済活動と市場，経済主体と経済
循環，国民経済の大きさと経済成
長，物価と景気変動，財政の働きと
仕組み及び租税などの意義，金融の
働きと仕組みについて，現実社会の
諸事象を通して理解させる。
・現代日本の経済に関する諸資料か
ら，課題の解決に向けて考察，構想
する際に必要な情報を適切かつ効果
的に収集し，読み取る技能を身に付
けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・経済活動と福祉の向上との関連に
ついて多面的・多角的に考察させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的
に追究して，経済社会の変容におけ
る学習上の課題を解決させる。
・よりよい社会の実現のために，経
済社会の変容とその課題について多
面的・多角的に考察，構想したこと

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・経済活動と市場，経済主体と経済循環，国民
経済の大きさと経済成長，物価と景気変動，財
政の働きと仕組み及び租税などの意義，金融の
働きと仕組みについて，現実社会の諸事象を通
して理解を深めている。
・現代日本の経済に関する諸資料から，課題の
解決に向けて考察，構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し，読み取る技能を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
・経済活動と福祉の向上との関連について多面
的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代経済と福祉の向上における学習上の課
題を意欲的に解決しようとしている。
・よりよい社会の実現のために，現代経済と福
祉の向上とその課題について多面的・多角的に
考察，構想したことを社会生活に生かそうとし
ている。

○ ○ ○ 13

D 単元　現代の国際政治
【知識及び技能】
・国際社会の変遷，人権，国家主
権，領土（領海，領空を含む。）な
どに関する国際法の意義，国際連合
をはじめとする国際機構の役割，我
が国の安全保障と防衛，国際貢献に
ついて，現実社会の諸事象を通して
理解させる。
・現代の国際政治・経済に関する諸
資料から，課題の解決に向けて考
察，構想する際に必要な情報を適切
かつ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・国際社会の特質や国際紛争の諸要
因を基に，国際法の果たす役割につ
いて多面的・多角的に考察させる。
・国際平和と人類の福祉に寄与する
日本の役割について多面的・多角的
に考察，構想させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的
に追究して，現代の国際政治におけ
る学習上の課題を解決させる。
・よりよい社会の実現のために，現
代の国際政治とその課題について多

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・国際社会の変遷，人権，国家主権，領土（領
海，領空を含む。）などに関する国際法の意
義，国際連合をはじめとする国際機構の役割，
我が国の安全保障と防衛，国際貢献について，
現実社会の諸事象を通して理解を深めている。
・現代の国際政治・経済に関する諸資料から，
課題の解決に向けて考察，構想する際に必要な
情報を適切かつ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・国際社会の特質や国際紛争の諸要因を基に，
国際法の果たす役割について多面的・多角的に
考察し，表現している。
・国際平和と人類の福祉に寄与する日本の役割
について多面的・多角的に考察，構想し，表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代の国際政治における学習上の課題を意
欲的に解決しようとしている。
・よりよい社会の実現のために，現代の国際政
治とその課題について多面的・多角的に考察，
構想したことを社会生活に生かそうとしてい
る。

○ ○ ○ 13

定期考査 ○ ○ 1

３

学

期

A 単元　現代の国際経済
【知識及び技能】
・貿易の現状と意義，為替相場の変
動，国民経済と国際収支，国際協調
の必要性や国際経済機関の役割につ
いて，現実社会の諸事象を通して理
解させる。
・現代の国際経済に関する諸資料か
ら，課題の解決に向けて考察，構想
する際に必要な情報を適切かつ効果
的に収集し，読み取る技能を身に付
けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・相互依存関係が深まる国際経済の
特質について多面的・多角的に考察
させる。
・国際経済において果たすことが求
められる日本の役割について多面
的・多角的に考察，構想させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的
に追究して，現代の国際経済におけ
る学習上の課題を解決させる。
・よりよい社会の実現のために，現
代の国際経済とその課題について多
面的・多角的に考察，構想したこと

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・貿易の現状と意義，為替相場の変動，国民経
済と国際収支，国際協調の必要性や国際経済機
関の役割について，現実社会の諸事象を通して
理解を深めている。
・現代の国際経済に関する諸資料から，課題の
解決に向けて考察，構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し，読み取る技能を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
・相互依存関係が深まる国際経済の特質につい
て多面的・多角的に考察し，表現している。
・国際経済において果たすことが求められる日
本の役割について多面的・多角的に考察，構想
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代の国際経済における学習上の課題を意
欲的に解決しようとしている。
・よりよい社会の実現のために，現代の国際経
済とその課題について多面的・多角的に考察，
構想したことを社会生活に生かそうとしてい
る。

○ ○ ○ 14

B 単元　現代日本および国際社会の
諸課題の探究
【知識及び技能】
・現代における政治・経済の諸課題
について，必要な知識を習得させ
る。
・現代における政治・経済の諸課題
について，必要な情報を収集し，読
み取り，まとめさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・少子高齢社会における社会保障の
充実・安定化，地域社会の自立と政
府，多様な働き方・生き方を可能に
する社会，産業構造の変化と起業，
歳入・歳出両面での財政健全化，食
料の安定供給の確保と持続可能な農
業構造の実現，防災と安全・安心な
社会の実現などについて，取り上げ
た課題の解決に向けて政治と経済と
を関連させて多面的・多角的に考
察，構想し，よりよい社会の在り方
についての自分の考えを説明，論述
させる。
・グローバル化に伴う人々の生活や
社会の変容，地球環境と資源・エネ
ルギー問題，国際経済格差の是正と
国際協力，イノベーションと成長市
場，人種・民族問題や地域紛争の解
決に向けた国際社会の取組，持続可
能な国際社会づくりなどについて，
取り上げた課題の解決に向けて政治
と経済とを関連させて多面的・多角
的に考察，構想し，よりよい社会の
在り方についての自分の考えを説
明，論述させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現代における政治・経済の諸課題

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・現代における政治・経済の諸課題について，
必要な知識を習得している。
・現代における政治・経済の諸課題について，
必要な情報を収集し，読み取り，まとめること
ができる。
【思考・判断・表現】
・少子高齢社会における社会保障の充実・安定
化，地域社会の自立と政府，多様な働き方・生
き方を可能にする社会，産業構造の変化と起
業，歳入・歳出両面での財政健全化，食料の安
定供給の確保と持続可能な農業構造の実現，防
災と安全・安心な社会の実現などについて，取
り上げた課題の解決に向けて政治と経済とを関
連させて多面的・多角的に考察，構想し，より
よい社会の在り方についての自分の考えを説
明，論述している。
・グローバル化に伴う人々の生活や社会の変
容，地球環境と資源・エネルギー問題，国際経
済格差の是正と国際協力，イノベーションと成
長市場，人種・民族問題や地域紛争の解決に向
けた国際社会の取組，持続可能な国際社会づく
りなどについて，取り上げた課題の解決に向け
て政治と経済とを関連させて多面的・多角的に
考察，構想し，よりよい社会の在り方について
の自分の考えを説明，論述している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代における政治・経済の諸課題について，
よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題
を主体的に解決しようとしている。

○ ○ ○ 10

定期考査



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（3組：　山口　　　）（4組：　　山口　　）

数学 数学Ⅲ 6

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

極限，微分法及び積分法についての概念や原理・法則を
体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学
的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を
身に付けるようにする。

数列や関数の値の変化に着目し，極限について考察した
り，関数関係をより深く捉えて事象を的確に表現し，数
学的に考察したりする力，いろいろな関数の局所的な性
質や大域的な性質に着目し，事象を数学的に考察した
り，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的
に考察したりする力を養う。

数研出版　高等学校　数学Ⅲ

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な表
現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解
決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善しようとする態度や創造性の基礎を培う。

数学Ⅲ

【 知　識　及　び　技　能 】

（7組：　廣森　　　）（8組：　廣森　　　）

保谷

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

（5組：　　廣森　　）（6組：　　廣森　　）

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度，問題解決の過程を
振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようと
する態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅲ

（1組：　山口　）（2組：　山口　　　）

１

学

期

第１章 関数
【知識及び技能】
分数関数や無理関数の性質を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
方程式や不等式の考察に活用できるよう
にする。
【学びに向かう力、人間性等】
関数の一般的な性質として逆関数や合成
関数などについて理解し，事象の考察に
活用できるようにする。

１．分数関数
２．無理関数
３．逆関数と合成関数

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
○分数関数の定義域や漸近線などについて理解し，
簡単な分数関数のグラフをかくことができる。
○関数 y=(ax+b)/(cx+d)  を適切に変形して，グラ
フをかくことができる。
○無理関数の定義域や値域などについて理解し，簡
単な分数関数のグラフをかくことができる
○逆関数の定義や，定義域，値域について理解し，
具体的な関数の逆関数を求めることができる。
○b=f(a) と a=f^(-1) (b) が同値であることを理
解している。
○y=f(x)  のグラフとその逆関数のグラフの関係を
理解し，逆関数のグラフをかくことができる。
○合成関数の意味を理解し，具体的に求めることが
できる。
【思考・判断・表現】
○方程式の実数解とグラフの共有点の関係を正しく
理解し，それを分数関数に適用して共有点の座標を
求めることができる。
○方程式や不等式の解と関数のグラフの関係を正し
く理解し，それを分数関数に適用して方程式，不等
式を解くことができる。
○逆関数の定義から，逆関数の定義域や値域，性質
を考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度で学習に取
り組んでいる。

○ ○ 12

第２章 極限
【知識及び技能】
数列の極限の概念を理解し，様々な数列
の極限が求められるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
無限級数については，その極限と各項の
極限との関係を理解し，正しく考察でき
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
数列の極限と関連させて関数の極限につ
いて理解し，関連して関数の連続性につ
いても理解するとともに，それらを様々
な関数の考察に活用できるようにする。

第１節　数列の極限
１．数列の極限
２．無限等比数列
３．無限級数

第２節　関数の極限
４．関数の極限（１）
５．関数の極限（２）
６．三角関数と極限
７．関数の連続性

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
○数列の極限についての用語や表記および∞の意味
について理解している。
○数列の収束，発散などの用語の意味を正確に理解
し，簡単な数列の極限を調べることができる。
○収束する数列の極限値の性質を理解し，正しく適
用できる。
○数列の極限について，不定形を解消するように式
変形して収束，発散を調べることができる。
○無限等比数列の極限を調べることができる。
○無限等比数列が収束する条件を理解している。
○r^n  を含む数列について，不定形を解消するよ
うに式変形を工夫し，極限を求めることができる
○無限等比級数の収束，発散を調べることができ
る。
○無限等比級数が収束する条件を理解している。
○収束する無限級数の性質を理解し，正しく適用で
きる。
○無限級数の収束，発散と一般項 a_nの収束，発散
との関係を正しく理解し，無限級数の収束，発散を
調べることができる。
○x→a のときの関数の極限の表記，および収束す
る場合に成り立つ極限の性質について理解し，簡単
な極限を求めることができる。
○x=a で定義されていない関数についても x→a の
ときの極限値が存在することがあることを理解して
いる。
○x→a のとき発散する関数があること，およびそ
の表記について理解し，簡単な極限を求めることが
できる。
○右側極限，左側極限が異なる関数について，それ
ぞれの極限を求めることができる。
○x→±∞ のときの関数の極限の表記について理解
し，簡単な極限を求めることができる。
○指数関数，対数関数について，x→±∞ のときの
極限を求めることができる。
○簡単な三角関数の極限を求めることができる。
○関数が x＝a で連続であることの定義を正しく理
解している。
○定義に基づいて，関数が連続であるか連続でない
かを調べることができる。
○連続関数の定義を理解している
○閉区間で連続な関数が最大値，最小値をもつこと
を理解している。
【思考・判断・表現】
○工夫して式変形し，数列の極限を求めることがで
きる。
○数列の極限が簡単に求められない場合，はさみう
ちの原理を用いて極限を求めることができる。
○r^n  を含む数列について，既習事項を適用でき
るように，r の値によって適切に式変形して，極限
を考察できる。
○漸化式で定められる数列について，一般項を求め
ることで既習内容に帰着し，極限を求めることがで
きる。
○無限級数の収束，発散について，部分和の極限
を，既習の数列の極限として捉え，調べることがで
きる。
○無限級数の収束，発散について，部分和の極限
を，既習の数列の極限として捉え，調べることがで
きる。
○繰り返しを含む点の移動の問題に，無限等比級数
を活用することができる。
○循環小数を無限等比級数と捉え，循環小数を分数
で表すことができる。
○繰り返しを含む点の移動の問題に，無限等比級数
を活用することができる。
○循環小数を無限等比級数と捉え，循環小数を分数
で表すことができる。
○不定形を解消するように工夫して式変形し，関数
の極限を求めることができる。
○関数の極限についての等式から定数を求めること
ができる。
○右側極限と左側極限が異なる関数について，グラ
フを用いて極限について考察できる。
○不定形を解消するように工夫して式変形し，x→
±∞ のときの関数の極限を求めることができる。
○関数の極限が簡単に求められない場合，はさみう
ちの原理を用いて極限を求めることができる
○sin⁡x/x  の極限を利用できるように適切に式変形
し，三角関数を含む関数の極限を求めることができ
る。，
○三角関数の極限を活用して，図形に関する極限に
ついて考察できる。
○中間値の定理を直感的に理解し，それを用いて解
の存在について考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度で学習に取
り組んでいる。

○ ○ 24

定期考査 ○ ○ 1

第３章 微分法
【知識及び技能】
微分係数や導関数の定義を理解し，導関
数についての様々な性質や公式を導き，
それらを導関数の計算に活用できるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
導関数の定義や公式を適用して，いろい
ろな関数の導関数を導き，それを用いて
関数が微分できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
陰関数や媒介変数で表された関数の微分
もできるようにし，それらを事象の考察
に活用できるようにする。

第１節　導関数
１．微分係数と導関数
２．導関数の計算
第２節　いろいろな関数の導関数
１．微分係数と導関数
２．導関数の計算
３．いろいろな関数の導関数
４．第 n 次導関数
５．曲線の方程式と導関数

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
○定義にしたがって微分係数を求めることができ
る。
○関数が微分可能であることと連続であることの関
係について理解し，関数が微分可能でないことを示
すことができる。
○導関数を，微分係数を与える関数として理解して
いる。
○定義にしたがって導関数を求めることができる。
○積の導関数の公式を適用して，関数を微分でき
る。
○商の導関数の公式を適用して，関数を微分でき
る。
○合成関数の導関数を求めることができる。
○逆関数の微分法を用いて，導関数を求めることが
できる。
○三角関数を含む関数の微分ができる。
○対数関数を含む関数の微分ができる。
○対数微分法を用いて複雑な関数を微分することが
できる。
○指数関数を含む関数の微分ができる。
○高次導関数の定義や表記を理解し，種々の関数の
高次導関数を求めることができる。
○方程式 F(x，y)＝0 を関数(陰関数)とみる考え方
を理解している。
○方程式 F(x，y)＝0 を関数(陰関数)とみて微分す
ることができる。
○媒介変数 t で表された関数の導関数を，t を用
いて表すことができる。
【思考・判断・表現】
○連続性が微分可能性の必要条件であるが十分条件
ではないことを具体的な関数を用いて考察できる。
○これまで学んだ公式を用いて，新たな公式を証明
することができる。
○log⁡|x|  の導関数について，それを考える理由と
ともに理解し，導関数の計算ができる。
○第2次，第3次導関数などを求めることで，一般の
第 n 次導関数を求めることができる。
○陰関数表示 F(x，y)＝0 を，陽関数表示 y=f(x)
としなくても微分できることを理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度で学習に取
り組んでいる。

○ ○ 18

第４章 微分法の応用
【知識及び技能】
導関数を，接線，関数の増減，グラフ
などに活用できるようにする.
【思考力、判断力、表現力等】
積極的に導関数を活用する。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に導関数を活用しようとする姿勢
を育てる。

第１節　導関数の応用
１．接線の方程式
２．平均値の定理
３．関数の値の変化
４．関数のグラフ

第２節　いろいろな応用
５．方程式，不等式への応用
６．速度と加速度
７．近似式

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
○微分係数の意味を理解しており，曲線の接線の方
程式を求めることができる。
○曲線の法線の方程式を求めることができる。
○平均値の定理の図形的な意味を理解している。
○導関数を用いて関数の増減を調べることができ
る。
○導関数を用いて関数の極値を求めることができ
る。
○関数の極値が与えられたとき，関数を決定するこ
とができる。
○関数の増減を調べて，最大値，最小値を求めるこ
とができる。
○第2次導関数の図形的な意味を理解し，曲線の凹
凸や変曲点を調べることができる。
○第2次導関数と極値の関係を理解している。
○e^x/x^(n )   や  x^n/e^x    の x→∞ のとき
の極限について，直感的に理解している。
○導関数の定義から，点の位置を表す関数の導関数
が速度を，第2次導関数が加速度を表すことを理解
している。
○直線上を運動する点の速度と加速度を求めること
ができる。
○平面上を運動する点の速さと加速度の大きさを求
めることができる。
○微分係数の意味とその図形的な意味から，関数の
近似式について理解できる。
○関数の1次の近似式を作ることができる。
【思考・判断・表現】
○曲線外の点Cから曲線に接線を引くとき，接点Aに
おける接線が点Cを通ると読み替えて，接線の方程
式を求めることができる。
○陰関数の微分を活用して，接線の方程式を求める
ことができる。
○平均値の定理を用いた不等式の証明ができる。
○数学Ⅱで学習した関数の増減や導関数との関係に
ついて，より厳密に定義し直した上で，平均値の定
理を用いて証明することができる。
○微分可能でない点でも関数が極値をもつことがあ
ることを理解し，定義をもとに極値を求めることが
できる。
○増減や凹凸，漸近線などを調べて，関数のグラフ
をかくことができる。
○不等式を関数の値域の条件として捉え，関数の増
減を用いて不等式の証明ができる。
○方程式の解を関数のグラフの交点として捉え，グ
ラフを用いて方程式の解について考察できる。
○直線上を運動する点の速度，加速度をもとに，平
面上を運動する点の速度，加速度について考察でき
る。
○関数の1次の近似式を活用して，数の近似値を求
めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度で学習に取
り組んでいる。

○ ○ 18

定期考査 ○ ○ 1

２

学

期

第５章 積分法とその応用
【知識及び技能】
様々な関数の不定積分やその計算法則を
導関数をもとにして考え，それをもとに
不定積分を求められるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な関数の定積分を求められるように
する。また，定積分を面積として捉え，
様々な事象の考察に活用できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
定積分を活用して，面積，体積，曲線の
長さなどを求められるようにし，またそ
れらを通じて定積分の理解をさらに深め
る。

第１節　不定積分
１．不定積分とその基本性質
２．置換積分法と部分積分法
３．いろいろな関数の不定積分

第２節　定積分
４．定積分とその基本性質
５．置換積分法と部分積分法
６．定積分のいろいろな問題

第３節　積分法の応用
７．面積
８．体積
９．道のり
１０．曲線の長さ

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
○不定積分の意味について，積分定数も含めて理解
している。
○関数 x^α  の不定積分を求めることができる。
○三角関数や指数関数の不定積分を求めることがで
きる。
○f(ax+b)  の不定積分を求めることができる。
○合成関数の微分の逆演算として置換積分法を理解
し，正しく適用できる。
○積の微分の逆演算として部分積分法を理解し，不
定積分を求めることができる。
○部分積分法を用いて，対数関数の不定積分を求め
ることができる。
○不定積分の公式が適用できるように式変形を工夫
して，分数関数の不定積分を求めることができる。
○不定積分の公式が適用できるように三角関数を適
切に変形して，不定積分を求めることができる。
○定積分は関数のグラフと x 軸の間の面積を表す
ことを理解している。
○定積分の定義や性質を理解し，不定積分をもとに
定積分を求めることができる。
○定積分の置換積分法では，積分区間の変化に注意
して計算できる。
○三角関数で置換する置換積分法を用いて定積分を
計算できる。
○偶関数，奇関数の定義を理解している。
○定積分の部分積分法を理解し，それを利用して定
積分を計算できる。
○上端が x である定積分を，x で微分することが
できる。
○数列の和の極限を定積分を用いて求めることがで
きる。
○関数の大小と定積分の大小の関係を用いたり，定
積分を図形の面積とみたりすることで，不等式の証
明ができる。
○定積分を用いて図形の面積を求めることができ
る。
○曲線 x＝g(y) で囲まれた部分の面積を求めるこ
とができる。
○F(x，y)＝0 で表される曲線で囲まれた図形の面
積を求めることができる。
○定積分で体積が求められる仕組みを，区分求積法
で面積が求められることと関連付けて理解してい
る。
○x 軸，y 軸周りの回転体の体積を求めることがで
きる。
○数直線上で運動する点の座標や通過した道のり
を，定積分を用いて求めることができる。
○座標平面上で運動する点の通過する道のりを，定
積分を用いて求めることができる。
○媒介変数表示された曲線の長さを，座標平面上で
点が通過した道のりと関連させて理解している。
○媒介変数表示された曲線の長さを求めることがで
きる。
○曲線 y＝f(x)  の長さを求めることができる。
【思考・判断・表現】
○定数倍および和，差の不定積分の公式が適用でき
るように式を適切に変形できる。
○f(g(x)) g^' (x)  の関数の形に着目して式を見
たり変形したりすることで，不定積分の計算ができ
る。
○部分積分法を用いるとき，どの関数を f(x)，
g(x)  と考えるか，適切に判断できる。また，その
根拠を説明できる。
○部分分数に分解する方法を理解している。
○絶対値を含む関数の定積分を，積分区間を分けて
求めることができる。
○√(a^2-x^2 )  の定積分について，円の面積と関
連付けて考察できる。
○偶関数，奇関数の性質を用いて定積分の計算が効
率的にできる。
○上端，下端に x を含む定積分を，xの関数と捉え
て問題を解決できる。
○定積分は定数であることを利用して，定積分を含
む関数を求めることができる。
○区分求積法について理解し，長方形の作り方を変
えた場合などについても考察，説明ができる。
○媒介変数表示された曲線で囲まれた図形の面積
を，置換積分法を活用して求めることができる。
○立体の断面がどのような図形になるか考え，定積
分を用いて体積を求めることができる。
○F(x，y)＝0で表される曲線や媒介変数表示された
曲線で囲まれる図形を回転させてできる回転体の体
積を求めることができる。
○数直線上を運動する点が通過する道のりについ
て，v-t グラフで囲まれた部分の面積と関連付けて
考察できる。
○曲線 y=f(x)  は x=t，y=f(t)  と媒介変数表示
することで，曲線y=f(x)  の長さを求められること
を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度で学習に取
り組んでいる。

○ ○ 40

定期考査 ○ ○ 1

数学Ⅲまとめ・問題演習
第１章 関数
第２章 極限
第３章 微分法
第４章 微分法の応用
第５章 積分法とその応用

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
極限，微分法及び積分法についての概念や原理・法
則を体系的に理解するとともに，事象を数学化した
り，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理する
ことができる。
【思考・判断・表現】
数列や関数の値の変化に着目し，極限について考察
したり，関数関係をより深く捉えて事象を的確に表
現し，数学的に考察したりする力，いろいろな関数
の局所的な性質や大域的な性質に着目し，事象を数
学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り
返って統合的・発展的に考察したりする力が養われ
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度で学習に取
り組んでいる。

○ ○ 40

定期考査 ○ ○ 1

３

学

期

数学Ⅲまとめ・問題演習
第１章 関数
第２章 極限
第３章 微分法
第４章 微分法の応用
第５章 積分法とその応用

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
極限，微分法及び積分法についての概念や原理・法
則を体系的に理解するとともに，事象を数学化した
り，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理する
ことができる。
【思考・判断・表現】
数列や関数の値の変化に着目し，極限について考察
したり，関数関係をより深く捉えて事象を的確に表
現し，数学的に考察したりする力，いろいろな関数
の局所的な性質や大域的な性質に着目し，事象を数
学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り
返って統合的・発展的に考察したりする力が養われ
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度で学習に取
り組んでいる。

○ ○

54

合計

210



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査
○ ○ 1

○ 8

保谷

３

学

期

第７章
図形の性質
【知識及び技能】
図形の構成要素やそれらの関係について
の性質を理解する。図形の性質を用い
て、図形に関する問題を処理することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
図形の構成要素やそれらの関係に着目
し、図形の性質を基に論理的に考察する
ことができる。図形の性質を事象の考察
に活用し、筋道を立てて判断・説明する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
図形の性質に着目し、事象を数学的に捉
えようとする態度を養う。
図形の性質を活用して、粘り強く問題解
決に取り組もうとする姿勢を身に付け
る。

17 図形の性質(1)
18 図形の性質(2)
図形の性質に関する入試問題

・問題集，端末利用
・提出物，小テスト

【知識・技能】
○定理を適切に利用して，線分の比や長さを求めるこ
とができる。
○チェバの定理，メネラウスの定理を，三角形に現れ
る線分比や図形の面積を求める問題に活用できる。
○三角形の存在条件や，辺と角の大小関係について理
解している。
【思考・判断・表現】
○図形の性質を証明するのに，既習事項を用いて論理
的に考察することができる。また，適切な補助線を引
いて考察することができる。
○図形の性質を証明するのに，間接的な証明法である
同一法が理解できる。
○チェバの定理，メネラウスの定理について，論理的
に考察し，証明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○線分を内分・外分する点や，三角形の角の二等分線
と比について調べようとする態度がある。
○三角形の外心，内心，重心に関する性質に興味を示
し，積極的に考察しようとする。
〇三角形の辺と角の大小関係という明らかに見える性
質を，論理的に考察しようとする。

○ ○

２

学

期

第５章
データの分析
【知識及び技能】
データの特徴を表すための適切なグラフ
の種類や性質について理解する。
不確実な事象の起こりやすさを数量的に
捉えるための方法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
目的に応じて複数の種類のデータを収集
し、適切な統計量やグラフ、手法を選択
して分析することができる。データの散
らばりや傾向に着目して事象の特徴を捉
え、数値やグラフを用いて表現すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
データを活用して事象を客観的に捉え、
問題解決に生かそうとする態度を養う。
結果を鵜呑みにせず、根拠を基に多面
的・批判的に考察しようとする姿勢を身
に付ける。

12.データの分析
データ分析に関する入試問題

・問題集，端末利用
・提出物，小テスト

【知識・技能】
○範囲や四分位範囲の定義やその意味を理解し，それ
らを求めることができる。
〇データの散らばりを比較することができる。
【思考・判断・表現】
データの散らばりの度合いをどのように数値化するか
を考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○データの散らばりの度合いをどのように数値化する
かを考察しようとする。
〇数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態度で学習に取り組ん
でいる。

○ ○

5.関数とグラフ
6.関数の最大・最小
7.2次不等式
8.2次関数のグラフとx軸の共有点
2次不等式に関する入試問題

・問題集，端末利用
・提出物，小テスト

【知識・技能】
○2次の連立不等式を解くことができる。
○2次不等式を利用する応用問題を解くことができ
る。
【思考・判断・表現】
○2次関数の値の符号と2次不等式の解を相互に関連さ
せて考察することができる。
○2次式が一定の符号をとるための条件を，グラフと
関連させて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○2次不等式を解くときに，図を積極的に利用する。
○身近な問題を2次不等式で解決しようとする。

○ ○

定期考査
○ ○

数学Ⅰ・Ａのまとめ・問題演習
第１章 数と式
第２章 集合と命題
第３章 2次関数
第４章 図形と計量
第５章 場合の数
第６章 図形の性質
第７章 整数の性質

○ ○

○

8

定期考査
○

7

第２章
集合と命題
【知識及び技能】
集合と命題に関する基本的な概念を理解
する。命題の真偽や条件と結論の関係
を、集合を用いて表現することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
命題を集合や論理的な表現と関連付けて
捉え、その意味や成り立ちを考察するこ
とができる。事象を集合や命題として表
現し、論理的に判断・説明することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
集合や命題の考え方を用いて事象を考察
しようとする態度を養う。論理的に考
え、根拠を明確にして判断しようとする
姿勢を身に付ける。

4.集合と命題
集合と命題に関する入試問題

・問題集，端末利用
・提出物，小テスト

【知識・技能】
命題の逆・対偶・裏の定義と意味を理解しており，そ
れらの真偽を調べることができる。
【思考・判断・表現】
命題の条件や結論に着目し，命題に応じて対偶の利用
や背理法の利用を適切に判断することで，命題を証明
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
直接証明法では難しい命題も，対偶を用いた証明法や
背理法を用いると鮮やかに証明できることに興味・関
心をもち，実際に証明しようとする。

○ ○ ○ 8

○ 7

第６章
場合の数
【知識及び技能】
場合の数を求める際の基本的な考え方や
原理を理解する。樹形図や積の法則など
を用いて、場合の数を求めることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
事象の条件や構造に着目し、場合の数を
求めるための考え方を適切に判断するこ
とができる。事象を数学的に捉え、場合
の数の考え方を用いて問題を考察・表現
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
場合の数の考え方を用いて、事象を筋道
立てて考えようとする態度を養う。
多様な考え方を比較しながら、粘り強く
問題解決に取り組もうとする姿勢を身に
付ける。

13 場合の数，順列
14 組み合わせ
15 確率(1)
16 確率(2)
場合の数に関する入試問題
・問題集，端末利用
・提出物，小テスト

【知識及び技能】
〇和の法則、積の法則の意味や利用場面を理解し、場
合の数を求めることができる。
〇順列や組合せの意味を理解し、組合せの総数を記号
や公式を用いて求めることができる。
〇確率の定義を理解し、基本的な確率や反復試行にお
ける確率を求めることができる。
〇条件付き確率や期待値の意味を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
〇事象の条件や構造に着目し、場合の数を数えるため
の適切な方針を考察することができる。
〇条件が付く順列や組合せについて、見方を変えた
り、別なものに対応させたりして処理することができ
る。
〇場合の数の考え方を基に確率を捉え、反復試行や条
件付き確率について考察することができる。
〇図や表、式などを用いて、確率や期待値に基づく判
断の理由を表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
〇場合の数や確率の考え方を用いて、事象を筋道立て
て考えようとする態度を養う。
〇不確実な事象に対して、確率や期待値を用いて客観
的に判断しようとする姿勢を身に付ける。
〇問題解決の過程を振り返り、考察を深めたり、より
よい方法を工夫したりしようとする態度で学習に取り
組む。

○ ○ ○ 7

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
数と式，図形と計量，2次関数，データの分析，図形
の性質，場合の数と確率についての概念や原理・法則
を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表現・処理することが
できる。
【思考・判断・表現】
事象を数学的に考察したり，問題解決の過程や結果を
振り返って統合的・発展的に考察したりする力が養わ
れている。
【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとする態度で学習に取り組んで
いる。

○ ○ ○

5

合計

70

第８章
整数の性質
【知識及び技能】
整数の性質を用いて、身近な事象を数学
的に捉えることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
整数の性質を根拠として、現実の事象に
ついて論理的に判断し、筋道を立てて説
明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
整数に関する性質や考え方を、さまざま
な人間の活動や身近な事象と関連付けて
考えようとする態度を養う。
数学の見方・考え方のよさを認識し、整
数の性質を活用して粘り強く問題解決に
取り組もうとする姿勢を身に付ける。

19.約数と倍数
20.不定方程式
21.整数の種々の問題

・問題集、端末利用
・提出物，小テスト

【知識・技能】
○いろいろな数の倍数の判定法を理解している。
○自然数の正の約数やその個数を求めるのに，素因数
分解が利用できることを理解している。

【思考・判断・表現】
○4の倍数の判定法から類推して，8の倍数の判定法を
考察することができる。
○決められた手順で事象などを数学的に捉え，約数の
個数の考えを用いて仕組みを考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
○具体的な事象の考察に，約数と倍数の考えを活用し
ようとする。
○いろいろな数の倍数の判定法について調べようとす
る態度がある。

○ ○ ○

1
定期考査

○ ○

8

配当
時数

１

学

期

第１章
数と式

【知識及び技能】
既に学習した計算の方法と関連付けなが
ら、式を整理したり、一つの文字に置き
換えたりするなどして式を計算したり、
式の値を求めたりする。
一次不等式について、不等式の解の意味
や不等式の性質を理解する。
不等式の性質を基に一次不等式を解くこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
目的に応じて一つの文字に着目し、式を
多面的に捉えて適切に変形することがで
きる。
不等式の性質を基に、一次不等式の解き
方を考察することができる。
具体的な事象を数理的に捉え、一次不等
式を用いて課題を解決することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
式の変形や不等式の解法について、既習
事項を生かして粘り強く考えようとす
る。
数学を用いて事象を表現し、問題解決に
活用しようとする態度を養う。

1 式の計算
2 式の値
3 １次不等式
数と式に関する入試問題

・問題集，端末利用
・提出物，小テスト

【知識・技能】
〇多項式について，同類項をまとめたり，ある文字に
着目して降べきの順に整理したりすることができる。
〇式の形の特徴に着目して変形し，展開の公式が適用
できるようにすることができる。
〇絶対値の意味と記号表示を理解している。
〇根号を含む式の加法，減法，乗法の計算ができる。
また，分母の有理化ができる。
○連立不等式の意味を理解し，連立1次不等式を解く
ことができる。
○絶対値の意味から，絶対値を含む方程式，不等式を
解くことができる。
【思考・判断・表現】
○式を１つの文字におき換えることによって，式の計
算を簡略化することができる。
○複雑な式についても，項を組み合わせる，降べきの
順に整理するなどして見通しをよくすることで，因数
分解をすることができる。
○式の形の特徴に着目して変形し，因数分解の公式が
適用できるようにすることができる。
○対称式の値を求めるのに，分母の有理化や，式の変
形を利用することができる。
○身近な問題を1次不等式の問題に帰着させ，問題を
解決することができる。
○絶対値記号を含むやや複雑な式についても，適切に
絶対値記号をはずす処理ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
式の変形，整理などの工夫において，よりよい方法を
考察しようとする。数学のよさを認識し数学を活用し
ようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度
で学習に取り組んでいる。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第３章
2次関数
【知識及び技能】
2次関数のグラフを用いて、二次不等式の
解を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
2次方程式や二次不等式を二次関数のグラ
フと関連付けて捉え、解の意味を考察す
ることができる。グラフの形状や位置関
係に着目し、二次不等式の解を判断・説
明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
2次関数のグラフを活用して問題を解決し
ようとする態度を養う。式とグラフの関
係に着目し、既習事項を生かして粘り強
く考えようとする。

○

1

第４章
図形と計量
【知識及び技能】
三角比の相互関係について理解し，正弦
定理、余弦定理について理解し、それら
を用いた計算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
図形の構成要素間の関係に着目し、三角
比を用いて数量の関係を表現したり、定
理や公式を導いたりすることができる。
日常の事象や社会の事象を数学的に捉
え、三角比や正弦定理、余弦定理を活用
して問題を解決することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
三角比や各種定理を活用して、身の回り
の事象を数学的に考察しようとする態度
を養う。既習事項を生かし、数量関係を
論理的に考え、粘り強く問題解決に取り
組もうとする姿勢を身に付ける。

9.三角比の基本
10.三角比と図形(1)
11.三角比と図形(2)
図形と計量に関する入試問題

・問題集，端末利用
・提出物，小テスト

【知識・技能】
○三角比の定義から，辺の長さを求める関係式を考察
することができる。
○三角比の相互関係を利用して，1つの値から残りの
値が求められる。
○三角比の値からθを求めることができる。また，1
つの三角比の値からの残りの値を求めることができ
る。
【思考・判断・表現】
○既知である鋭角の三角比を，鈍角の場合に拡張して
考察することができる。
○具体的な事象を三角比の問題としてとらえることが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○これまでに学習している数や図形の性質に関する拡
張と対比し，三角比を鋭角から鈍角まで拡張して考察
しようとする。
○日常の事象や社会の事象などに三角比を活用しよう
とする。

○

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善しようとする態度や創造性の基礎を培う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学演習α

鈴江　友美

数学 数学演習α 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式，図形と計量，2次関数，データの分析，図形の性
質，場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学
的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身
に付けるようにする。

数や式を多面的に捉え、目的に応じて適切に変形する力
や、図形の性質を見いだして論理的に考察し表現する力を
養う。また、事象を表・式・グラフなどで的確に表現し、
それらを相互に関連付けて考察するとともに、適切な手法
を選択して分析・問題解決を行い、解決の過程や結果を批
判的に考察し判断する力を養う。さらに、事象に内在する
数学の構造を見いだし、数理的に考察する力を育成する。

シニア数学演習Ⅰ・Ⅱ・A・B・C

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現
を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決
の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善しようとする態度や創造性の基礎を培う。

数学演習α

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１

学

期

第９章
式と証明

多項式の乗法・除法及び分数式の
四則計算について理解できるよう
にする。
数の範囲や式の性質に着目し，等
式や不等式が成り立つことを証明
できるようにする。

23.恒等式、等式の証明
24.不等式の証明

・問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
パスカルの三角形の性質を理解し，二項定理
を利用して展開式やその項の係数を求めるこ
とができる。多項式の割り算の計算ができ，
割り算で成り立つ等式を理解し利用すること
ができる。分数式の約分，四則計算ができ，
計算の結果を既約分数式または多項式の形に
して表現することができる。恒等式と方程式
の違いを理解し，恒等式となるように係数を
決定することができる。恒等式A = Bの証明
を，適切な方法で行うことができる。実数の
大小関係の基本性質に基づいて，自明な不等
式を証明したり，平方の大小関係や相加平
均・相乗平均の大小関係を利用して，不等式
を証明することができる。

【思考・判断・表現】
二項定理をパスカルの三角形と結び付けて考
えることができる。多項式の割り算の結果を
等式で表して考えることができる。分数式を
分数と同じように約分，通分して扱うことが
できる。与えられた条件式の利用方法を考
え，等式を証明することができる。差を利用
して，不等式を証明することができる。不等
式の証明に実数の性質を利用できるように，
式変形を考えることができ，等号成立につい
て考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度で学習に取り組んでいる。

○ ○ ○ 6

第10章
複素数と方程式

方程式についての理解を深め，数
の範囲を複素数まで拡張して2次方
程式を解くことができるようにす
る。
剰余の定理や因数分解を利用して
高次方程式を解くことができるよ
うにする。

○

○ ○ ○ 6

4

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展
的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

定期考査
1〇 〇

1

7

【知識・技能】
複素数，複素数の相等の定義を理解し，複素
数の四則計算ができる。負の数の平方根を理
解し，i を用いて処理することができる。2次
方程式の解の公式を利用して，2次方程式を解
くことができる。判別式を利用して，2次方程
式の解の種類を判別することができる。解と
係数の関係を使って，対称式の値や2次方程式
の係数を求めることができる。対称式を基本
対称式で表して，式の値を求めることができ
る。2次方程式の解を利用して，2次式を因数
分解できる。和と積が与えられた2数を，2次
方程式を解くことにより求めることができ
る。剰余の定理を利用して，余りを求めるこ
とができる。高次式を因数分解でき，その因
数分解や因数定理を利用して，高次方程式を
解くことができる。高次方程式の虚数解か
ら，方程式の係数を決定することができる。
　
【思考・判断・表現】
複素数の表記を理解し，複素数の四則計算の
結果は複素数であることを理解している。与
えられた2数を解にもつ2次方程式が1つには定
まらないことを理解している。異なる2つの実
数α，βが正の数，負の数，異符号であるこ
とを，同値な式で表現できる。2次方程式の解
の符号に関する問題を，解と係数の関係を利
用して解くことができる。高次方程式を1次方
程式や2次方程式に帰着させることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度で学習に取り組んでいる。

6

数学 数学演習β 2

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学
的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようと
する
態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
よう
とする態度、問題解決の過程を振り返って考察を
深め
たり、評価・改善しようとする態度や創造性の基
礎を
培う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関
数，三角関数及び微分・積分・数列・統計的な推
測・ベクトルの考えについての基本的な概念や原
理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数
学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにす
る。

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成
り立つことなどについて論理的に考察する力，座
標平面上の図形について構成要素間の関係に着目
し，方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表
現したり，図形の性質を論理的に考察したりする
力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してそ
の特徴を数学的に考察する力，関数の局所的な変
化に着目し，事象を数学的に考察したり，問題解
決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考
察したりする力,離散的な変化の規則性に着目
し、事象を数学的に表現し考察する力、確率分布
の性質に着目し、母集団の傾向を推測し判断した
り、標本調査の方法や結果を批判的に考察したり
する力を養う。

シニア数学演習Ⅰ・Ⅱ・A・B・C

○

〇

1

第12章
三角関数

加法定理を理解し，それらを事象
の考察に活用できるようにする。

32.三角関数（1）
33.三角関数（2）

・問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
加法定理を利用して，種々の三角関数の値を
求めることができる。2倍角，半角の公式など
を利用して，三角関数の値を求めたり，等式
を証明したり，三角関数を含むやや複雑な方
程式・不等式を解くことができる。三角関数
の合成ができ，合成後の変数のとる値の範囲
に注意して，方程式を解いたり，関数の最大
値・最小値を求めることができる。

【思考・判断・表現】
角を弧度法で表した場合にも，加法定理が適
用できる。2倍角の公式を利用して，三角関数
を含むやや複雑な方程式・不等式の角を統一
して考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度で学習に取り組んでいる。

○

定期考査 ○ ○

保谷

29.曲線と直線
30.軌跡
31.領域、図形と式の種々の問題

・問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
与えられた条件を満たす円の方程式の求め方
を理解している。x， y の2次方程式を変形し
て，その方程式が表す図形を調べたり，3点を
通る円の方程式を求めたり，円と直線の共有
点の座標を求めることができる。円と直線の
位置関係を適切な方法で判定できる。円の接
線の公式を理解していて，円外の点から引い
た接線の方程式を求めることができる。2つの
円の位置関係と中心間の距離と半径から円の
方程式を求めることができる。2つの円の共有
点の座標を求める際に，適切な方法で文字を
消去することができる。点が満たす条件から
得られた方程式を図形として考察することが
できる。軌跡の定義を理解し，与えられた条
件を満たす点の軌跡を求めることができる。
媒介変数処理が必要な軌跡の求め方を理解し
ている。不等式や連立不等式の表す領域を図
示することができる。

25.複素数とその計算、２次方程式
の理論
26.剰余の定理・因数定理
27.種々の方程式の解法

・問題集、端末利用
・提出物、小テスト

○ ○

○

思 態

第11章
図形と方程式

座標や式を用いて，直線の性質や
関係を数学的に表現し，その有用
性を認識するとともに，事象の考
察に活用できるようにする。

数学 数学演習β

塚原久美子

定期考査

【思考・判断・表現】
円の方程式が x， y の2次方程式で表される
ことや3点を通る円はこの3点を頂点とする三
角形の外接円であることを理解している。円
と直線の共有点の個数を，2次方程式の実数解
の個数で考察することができる。円の中心か
ら直線までの距離と円の半径の大小関係を代
数的に処理することで，円と直線の位置関係
を考察することができる。2つの円の位置関係
を，中心間の距離と半径の関係で考察するこ
とができる。平面上の点の軌跡を，座標平面
を利用して考察することができる。不等式の
満たす解を，座標平面上の点の集合としてみ
ることができる。条件の真理集合を考えるこ
とにより，命題の真偽を真理集合の包含関係

として考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度で学習に取り組んでいる。

○ ○

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善しようとする態度
や創造性の基礎を培う。

数学演習β

２

学

期

第13章
指数関数と対数関数

指数関数について理解し，それら
を事象の考察に活用できるように
する。
対数関数について理解し，それら
を事象の考察に活用できるように
する。

34.指数関数・対数関数（1）
35.指数関数・対数関数（2）

・問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
指数が整数の場合指数や有理数の場合の累乗
の定義を理解し，累乗の計算や，指数法則を
利用した計算をすることができる。累乗根の
定義を理解し，累乗根の計算ができる。ま
た，累乗根を含む計算では，分数指数を利用
して計算することができる。指数が無理数の
場合の累乗根の意味を理解することができ
る。指数関数や対数関数のグラフの概形，特
徴を理解し，指数関数や対数関数を含む不等
式を解くことができる。指数と対数とを相互
に書き換えることができる。対数の定義を理
解し，対数の値を求めることができる。対数
の性質に基づいた種々の対数の値の計算がで
きる。底の変換公式を等式として利用でき
る。常用対数の定義を理解し，それに基づい
て種々の値を求めたり，桁数の問題や小数首
位問題などを解くことができる。

【思考・判断・表現】
指数法則が成り立つように，指数の範囲を正
の整数から実数にまで拡張していることを理
解している。累乗根をグラフによって考察す
ることができる。指数関数や対数関数のグラ
フの特徴を理解している。指数関数や対数関
数の増減によって，大小関係や不等式・方程
式を考察することができる。指数法則から，
対数の性質を考察することができる。対数と
指数の関係から，両者のグラフが互いに直線
y=x に関して対称であるという見方ができ関
係や方程式・不等式を考察することができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り

〇 〇

第14章
微分法・積分法

微分係数や導関数の意味について
理解し，それらの有用性を認識す
るとともに，事象の考察に活用で
きるようにする。
導関数の理解を深めるとともに，
導関数の有用性を認識できるよう
にする。
積分の考えについて理解し，それ
らの有用性を認識するとともに，
事象の考察に活用できるようにす
る。

36.導関数と接線
37.関数の増減・極値
38.最大・最小（微分法）
39.方程式・不等式への応用
40.積分の計算
41.定積分で表された関数
42.面積

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
極限値を計算して微分係数を求めることでき
る。平均変化率，微分係数の定義を理解し，
それらを求めることができる。微分係数の図
形的意味や定義に基づいて導関数を求める方
法を理解している。導関数の性質を利用し
て，種々の導関数の計算ができる。導関数を
利用して，微分係数を求めたり，関数の増減
を調べることができる。微分係数を利用し
て，接線の方程式を求めることができる。接
線の方程式の公式を利用して，接線の方程式
を求めることができる。関数の増減や極値を
調べるのに，増減表を書いて考察し，関数の
極値を求めたり，グラフをかいたりすること
ができる。不定積分の定義や性質を理解し，
それを利用する不定積分の計算方法を理解し
ている。与えられた条件を満たす関数を，不
定積分を利用して求めることができる。定積
分の定義や性質を理解し，それを利用する定
積分の計算方法を理解している。定積分は定
数であることを理解し，それを利用して，定
積分を含む関数を求めることができる。直線
や曲線で囲まれた部分の面積，上下関係が入
れ替わる2つの曲線で囲まれた部分の面積を，
定積分で表して求めることができる。

【思考・判断・表現】
導関数を表す種々の記号を理解していて，そ
れらを適切に使うことができる。接線の傾き
で関数の増減が調べられることを理解してい
る。最大値・最小値と極大値・極小値の違い
を，意識して考察できる。方程式の実数解の
個数を，関数のグラフと x 軸の共有点の個数
に読み替えて考察できる。不等式を，関数の
グラフと x 軸との上下関係に読み替えて，考
察できる。微分法の逆演算としての不定積分
を考察することができる。定積分の性質の等
式を，左辺から右辺，右辺から左辺への変形

〇 〇

第17章
ベクトル

向きと大きさをもつ量としてのベ
クトルの意味およびその演算につ
いて理解し、成分表示と演算がで
きるようにする。平面上のベクト
ルの拡張として空間のベクトルを
捉え、空間図形の性質の考察など
に活用できるようにする。座標空
間における点や図形について考察
できるようにする。

49.ベクトル
50.ベクトルと平面図形
51.ベクトルと空間図形

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
ベクトルの定義や表し方を理解している。ベ
クトルの演算ができる。ベクトルの成分計算
と内積の計算ができる。位置ベクトルの意味
を理解し、内分点、外分点の位置ベクトル、3
点が一直線上にあることを証明できる。直線
や円のベクトル表示ができる。位置ベクトル
の定義や内分点・外分点、重心などの位置ベ
クトルを理解している。球面の方程式を求め
ることができる。

【思考・判断・表現】
ベクトルの定義を理解し、図示できる。平行
条件と垂直条件を活用して、等式の証明や図
形の問題に活用できる。位置ベクトルを活用
して図形の性質が考察できる。点Pの存在範囲
を求めることができる。空間のベクトルが3つ
のベクトルの線形和で一通りに表される理由
について説明できる。ベクトルの垂直条件が
活用できる。４点が同一平面上にある条件や
一直線上にある条件について考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度で学習に取り組んでいる。

〇 〇 〇

第16章
統計的な推測

確率変数と確率分布について理解
し、期待値や分散、標準偏差など
を求めることを通じて、分布の特
徴を把握できるようにする。連続
型確率変数についても理解し、正
規分布を様々な日常の事象の考察
に活用できるようにする。

47.確率分布
48.統計的な推測

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
確率変数や確率分布について、用語の意味を
理解できる。期待値、分散、標準偏差を求め
ることができる。和と積の期待値を求めるこ
とができる

【思考・判断・表現】
試行の結果を確率分布で表すことの意味がと
らえられている。確率分布の特徴を考察する
ことができる。確率変数の和の期待値を、複
雑な場合に応用する。

【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度で学習に取り組んでいる。

定期考査

〇 〇 〇 8

〇 〇

定期考査

〇 9

〇 〇 1

〇

12

〇 7

合計

70

〇 1

第15章
数列

数列やその一般項の表し方につい
て理解する。基本的な数列として
等差数列と等比数列を理解し、そ
れらの和を求められるようにす
る。これらの数列を様々な事象の
考察に役立てようとする姿勢を養
う。

43.等差数列・等比数列
44.種々の数列
45.漸化式と数列
46.数学的帰納法

・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】
数列の定義、表記について理解している。等
差数列の公差、一般項を理解している。等比
数列の和の公式を適切に利用して和を求める
ことができる。Σの計算ができる。階差数列
を利用して一般項を求めることができる。工
夫をして和を求めることができる。漸化式か
ら一般功を求めることができる。数学的帰納
法を用いて命題を証明できる。

【思考・判断・表現】
数の並び方からその規則性を推定して数列の
一般項を考察できる。隣接する項の関係が考
察できる。等差数列の和を求める方法を工夫
できる。等比数列の和を求める方法を工夫で
きる。数列の和を記号で表して簡単に計算す
る方法を工夫することができる。数列の規則
性を発見することができる。既知の漸化式に
帰着させて複雑な漸化式を考えることができ
る。既知の漸化式に帰着させて複雑な漸化式
を考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度で学習に取り組んでいる。



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識及び技能】

　

【思考力、判断力、表現力等】　

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学B 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数列、統計的な推測についての基本的な概念や
原理、法則を体系的に理解している。事象を数
学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表
現・処理したりすることに関する技能を身に付
けている。

離散的な変化の規則性に着目し、事象を数学
的に表現し考察する力、確率分布の性質に着
目し、母集団の傾向を推測し判断したり、標
本調査の方法や結果を批判的に考察したりす
る力、日常の事象や社会の事象を数学化し、
問題を解決したり、解決の過程や結果を振り
返って考察したりする力を身に付けている。

数研出版　高等学校　数学B

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考
察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善しようとする態度や創造性の基
礎を培う。

数学B

【 知　識　及　び　技　能 】

6

配当
時数

数列と一般項
【知識及び技能】数列やその一般
項の表し方について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】基
本的な数列として等差数列と等比
数列を理解し、和を求められるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】数
列を様々な事象の考察に役立てよ
うとする姿勢を養う。

数列やその一般項の表し方につい
て理解する。基本的な数列として
等差数列と等比数列を理解し、そ
れらの和を求められるようにす
る。これらの数列を様々な事象の
考察に役立てようとする姿勢を養
う。

【知識・技能】
数列の定義、表記について理解している。
【思考・判断・表現】
数の並び方からその規則性を推定して数列の
一般項を考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
数の並び方に興味をもち、その規則性を発見
しようとする。

○ ○ ○ 6

等差数列
等差数列の和
等比数列
等比数列の和
【知識及び技能】等差数列・等比
数列の一般項や和を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】基
本的な数列として等差数列と等比
数列を理解し、和を求められるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】数
列を様々な事象の考察に役立てよ
うとする姿勢を養う。複利計算に
興味・関心をもち、具体的な問題

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○1章1節確認テスト ○

1

○ ○ 1

1

○ 5

1章2節確認テスト ○ ○ 1

漸化式
数学的帰納法
【知識及び技能】漸化式から一般
項を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】既
知の漸化式に帰着させて複雑な漸
化式を考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】具
体的な事象の考察に漸化式を積極
的に活用しようとする。

保谷

数列やその一般項の表し方につい
て理解する。基本的な数列として
等差数列と等比数列を理解し、そ
れらの和を求められるようにす
る。これらの数列を様々な事象の
考察に役立てようとする姿勢を養
う。

【知識・技能】
等差数列・等比数列の一般項や和を理解して
いる。
【思考・判断・表現】
隣接する項の関係が考察できる。等差数列・
等比数列の和を求める方法を工夫できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
等差数列・等比数列の和の公式を自ら導こう
とする。複利計算に興味・関心をもち、具体
的な問題に取り組もうとする。

○ ○ ○

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解
釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学のよさを認識し数学を活用しようとした
り、粘り強く柔軟に考え数学的に論拠に基づ
き判断しようとしている。問題解決の過程を
振り返って考察を深めたり、評価・改善した
りしようとする。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学B

五十里

１

学

期
和の記号
階差数列
いろいろな数列の和
【知識及び技能】Σの計算ができ
る。階差数列を利用することがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】数
列の和を記号で表して簡単に計算
する方法を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】群
数列に興味を持ち考察しようとす
る。

数列やその一般項の表し方につい
て理解する。基本的な数列として
等差数列と等比数列を理解し、そ
れらの和を求められるようにす
る。これらの数列を様々な事象の
考察に役立てようとする姿勢を養
う。

【知識・技能】
Σの計算ができる。階差数列を利用して一般
項を求めることができる。工夫をして和を求
めることができる。
【思考・判断・表現】
数列の和を記号で表して簡単に計算する方法
を工夫する。数列の規則性を発見する。
【主体的に学習に取り組む態度】
群数列に興味を持ち考察しようとする。具体
的な事象の考察に漸化式を積極的に活用しよ
うとする。

○ ○

数列やその一般項の表し方につい
て理解する。基本的な数列として
等差数列と等比数列を理解し、そ
れらの和を求められるようにす
る。これらの数列を様々な事象の
考察に役立てようとする姿勢を養
う。

【知識・技能】
漸化式から一般項を求めることができる。
【思考・判断・表現】
既知の漸化式に帰着させて複雑な漸化式を考
えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
具体的な事象に漸化式を活用しようとする。

○ ○ ○ 5

1章3節確認テスト

確率変数の和と積
二項分布
正規分布
【知識及び技能】独立な確率変数
の積の期待値、二項分布に従う確
率変数の期待値、分散を求めるこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】具
体的な事象を二項分布として捉
え、考察する。
【学びに向かう力、人間性等】二
項分布のグラフに関心をもち、調
べる。

確率変数と確率分布について理解
し、期待値や分散、標準偏差など
を求めることを通じて、分布の特
徴を把握できるようにする。連続
型確率変数についても理解し、正
規分布を様々な日常の事象の考察
に活用できるようにする。

【知識・技能】
独立な確率変数の積の期待値を求めることが
できる。
二項分布に従う確率変数の期待値や分散を求
めることができる。
【思考・判断・表現】
具体的な事象を二項分布として捉え、考察す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
二項分布のグラフに関心をもち、調べてみよ
うとする。

○ ○ ○ 8

○ 5

確率変数の期待値と分散
確率変数の和と積
二項分布
【知識及び技能】確率変数と確率
分布について理解し、期待値や分
散、標準偏差などを求めることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】分
布の特徴を把握できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】確
率変数の独立について注意を向け
ようとする。

確率変数と確率分布について理解
し、期待値や分散、標準偏差など
を求めることを通じて、分布の特
徴を把握できるようにする。連続
型確率変数についても理解し、正
規分布を様々な日常の事象の考察
に活用できるようにする。

【知識・技能】
期待値、分散、標準偏差を求めることができ
る。
和と積の期待値を求めることができる
【思考・判断・表現】
確率分布の特徴を考察することができる。
確率変数の和の期待値を、複雑な場合に応用
する。
【主体的に学習に取り組む態度】
期待値、分散に関する公式を、既知の公式を
用いて導こうとする。
確率変数の独立について注意を向けようとす
る。

○ ○ ○ 8

○

6

合計

70

統計的な推測
【知識及び技能】日常の身近な問
題を統計処理するのに、正規分布
を利用する。
【思考力、判断力、表現力等】正
規分布を利用して現実のデータに
ついて考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
様々なデータについて考察しよう
とする。

確率変数と確率分布について理解
し、期待値や分散、標準偏差など
を求めることを通じて、分布の特
徴を把握できるようにする。連続
型確率変数についても理解し、正
規分布を様々な日常の事象の考察
に活用できるようにする。母集団
と標本、標本平均について理解
し、仮設検定ができるようにす
る。

【知識・技能】
日常の身近な問題を統計処理するのに、正規
分布を利用できる。
【思考・判断・表現】
正規分布を利用して現実のデータについて考
察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々なデータについて考察しようとする。

○ ○ ○ 16

2章2節確認テスト ○ ○ 1

２

学

期

確率変数と確率分布
【知識及び技能】確率変数と確率
分布について理解し、期待値や分
散、標準偏差などを求めることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】分
布の特徴を把握できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】確

確率変数と確率分布について理解
し、期待値や分散、標準偏差など
を求めることを通じて、分布の特
徴を把握できるようにする。連続
型確率変数についても理解し、正
規分布を様々な日常の事象の考察
に活用できるようにする。

【知識・技能】
確率変数や確率分布について、用語の意味を
理解する。
【思考・判断・表現】
試行の結果を確率分布で表すことの意味がと
らえられている。
【主体的に学習に取り組む態度】
確率分布について積極的に考察しようとす
る。

○ ○

３

学

期

問題演習 数列や統計的な推測について理解
し、それらを様々な事象の考察に
役立てようとする姿勢を養う。

【知識・技能】
数列、統計的な推測についての基本的な概念
や原理、法則を体系的に理解している。事象
を数学化したり、数学的に解釈したり、数学
的に表現・処理したりすることに関する技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
離散的な変化の規則性に着目し、事象を数学
的に表現し考察する力、確率分布の性質に着
目し、母集団の傾向を推測し判断したり、標
本調査の方法や結果を批判的に考察したりす
る力、日常の事象や社会の事象を数学化し、
問題を解決したり、解決の過程や結果を振り
返って考察したりする力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し数学を活用しようとした
り、粘り強く柔軟に考え数学的に論拠に基づ
き判断しようとしている。問題解決の過程を
振り返って考察を深めたり、評価・改善した
りしようとする。

○ ○

2章1節確認テスト ○ ○



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

総合演習
【知識及び技能】
物理の基本的な概念や原理・法則の
理解を深め，科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関する技
能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
観察，実験などを行い，科学的に探
究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
物理的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

大学共通テスト・入試問題演習

○

２
学
期

第4編 電気と磁気
磁気に関する現象についての観察，
実験などを通して，次の事項を身に
付けることができるように指導す
る。
ア　電磁誘導、電磁波について，日
常生活や社会と関連付けて，基本的
な物理法則等を理解するとともに，
それらの観察，実験などに関する技
能を身に付けること。
イ　電磁誘導、電磁波について，観
察，実験などを通して探究し，電気
と電流における規則性や関係性を見
いだして表現すること。

・第4章 電磁誘導と電磁波

・一人１台端末の活用
ロイロノート、Forms

〇

・第4編 電気と磁気
第3章 電流と地場

・一人１台端末の活用
ロイロノート、Forms

○

１
学

期

第3編 波
水面波，音，光などの波動現象につ
いて観察，実験などを通して，次の
事項を身に付けることができるよう
に指導する。
ア　波について，日常生活や社会と
関連付けて，基本的な物理法則等を
理解するとともに，それらの観察，
実験などに関する技能を身に付ける
こと。
イ　波について，観察，実験などを
通して探究し，波の伝わり方，音，
光における規則性や関係性を見いだ
して表現すること。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

○

・第3章 光

・一人１台端末の活用
ロイロノート、Forms

1

○

36

○

○

【知識・技能】
物理の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する技能を身に付けるようとしてい
る。
〈評価方法〉
演習、課題プリント・ロイロノート・定期考査

【思考・判断・表現】
観察，実験などを行い，科学的に探究しようと
している。
〈評価方法〉
実験プリント・定期考査

【主体的に学習に取り組む態度】
物理的なな事物・現象に主体的に関わり，科学
的に探究しようとしている。
〈評価方法〉
課題プリント・振り返りシート

○

〇 20

第5編 原子
電子，原子及び原子核に関する現象
についての観察，実験などを通し
て，次の事項を身に付けることがで
きるよう指導する。
ア　原子について，基本的な物理法
則等を理解するとともに，それらの
観察，実験などに関する技能を身に
付けること。
イ　原子について，観察，実験など
を通して探究し，電子と光，原子と
原子核における規則性や関係性を見
いだして表現すること

・第5編 原子
第1章 電子と光
第2章 原子と原子核

・一人一台端末の活用
ロイロノート、Forms

〇 〇 〇 20

〇

思 態

1

第4編 電気と磁気
磁気に関する現象についての観察，
実験などを通して，次の事項を身に
付けることができるように指導す
る。
ア　磁気について，日常生活や社会
と関連付けて，基本的な物理法則等
を理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付
けること。
イ　磁気について，観察，実験など
を通して探究し，電気と電流におけ
る規則性や関係性を見いだして表現
すること。

○

定期考査

○ ○ 14

配当
時数

第1編 力と運動
物体の運動についての観察，実験な
どをとおして，次の事項を身に付け
ることができるように指導する。
ア　様々な運動について，基本的な
物理法則等を理解するとともに，そ
れらの観察，実験などに関する技能
を身に付けること。
イ　様々な物体の運動について，観
察，実験などを通して探究し，平面
内の運動と剛体のつり合い，運動
量，円運動と単振動，万有引力，気
体分子の運動における規則性や関係
性を見いだして表現すること。

・第5章 円運動と万有引力

・一人１台端末の活用
ロイロノート、Forms

○ ○ ○ 20

知

理科 物理

安田

理科 物理 6

保谷

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身
に付けるようにする。

物理的な事物・現象に主体的に関わり，科学的
に探究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

物理の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

数研出版　物理７０７・７０８　総合物理

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

物理

【 知　識　及　び　技　能 】

〇 〇

60

○ 38

合計

210

○

定期考査 ○

総合演習
【知識及び技能】
物理の基本的な概念や原理・法則の
理解を深め，科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関する技
能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
観察，実験などを行い，科学的に探
究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
物理的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

大学共通テスト・入試問題演習 【知識・技能】
物理の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する技能を身に付けるようとしてい
る。
〈評価方法〉
演習、課題プリント・ロイロノート・定期考査

【思考・判断・表現】
観察，実験などを行い，科学的に探究しようと
している。
〈評価方法〉
実験プリント・定期考査

【主体的に学習に取り組む態度】
物理的なな事物・現象に主体的に関わり，科学
的に探究しようとしている。
〈評価方法〉
課題プリント・振り返りシート

〇

【知識・技能】
物理の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する技能を身に付けるようとしてい
る。
〈評価方法〉
演習、課題プリント・ロイロノート・定期考査

【思考・判断・表現】
観察，実験などを行い，科学的に探究しようと
している。
〈評価方法〉
実験プリント・定期考査

【主体的に学習に取り組む態度】
物理的なな事物・現象に主体的に関わり，科学
的に探究しようとしている。
〈評価方法〉
課題プリント・振り返りシート



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

総合演習
【知識及び技能】
化学の基本的な概念や原理・法則の
理解を深め，科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関する技
能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
観察，実験などを行い，科学的に探
究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

大学共通テスト・入試問題演習

〇 〇 〇

24

合計

210

【知識・技能】
化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する技能を身に付けるようとして
いる。
〈評価方法〉
ドリル・定期考査
【思考・判断・表現】
観察，実験などを行い，科学的に探究しよう
としている。
〈評価方法〉
ドリル・実験プリント・定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学
的に探究しようとしている。
〈評価方法〉
実験プリント・ドリル・振り返りシート

1

第1編　物質の状態
【知識及び技能】
　物質の状態とその変化，溶液と平
衡について，次のことを理解すると
ともに，それらの観察，実験などに
関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の状態と平衡について，観察，
実験などを通して探究し，物質の状
態とその変化，溶液と平衡における
規則性や関係性を見いだして表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

第1章　固体の構造
第2章　物質の状態変化
第3章　気体
第4章　溶液

○ ○ ○ 26

第2編　物質の変化
【知識及び技能】
化学反応とエネルギー，化学反応と
化学平衡について，次のことを理解
するとともに，それらの観察，実験
などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の変化と平衡について，観察，
実験などを通して探究し，化学反応
とエネルギー，化学反応と化学平衡
における規則性や関係性を見いだし
て表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

第1章　化学反応とエネルギー
第2章　電池と電気分解
第3章　化学反応の速さとしくみ
第4章　化学平衡

○ ○ ○ 26

1

40

○ 50

配当
時数

第1章　非金属元素
第2章　金属元素（I）-典型元素-
第3章　金属元素（II）-遷移元素-

○ ○ ○ 40

保谷

２
学
期

第5編　高分子化合物
【知識及び技能】
高分子化合物について，次のことを
理解するとともに，それらの観察，
実験などに関する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
高分子化合物について，観察，実験
などを通して探究し，有機化合物，
高分子化合物の性質における規則性
や関係性を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

第1章　高分子化合物の性質
第2章　天然高分子化合物
第3章　合成高分子化合物

終章　化学とともに歩む

○ ○

第1章　有機化合物の分類と分析
第2章　脂肪族炭化水素
第3章　アルコールと関連化合物
第4章　芳香族化合物

○ ○

定期考査 ○ ○

○定期考査 ○

定期考査 ○ ○

１
学
期

第3編　無機物質
【知識及び技能】
無機物質について，次のことを理解
するとともに，それらの観察，実験
などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
無機物質について，観察，実験など
を通して探究し，典型元素，遷移元
素の性質における規則性や関係性を
見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第4編　有機化合物
【知識及び技能】
有機化合物について，次のことを理
解するとともに，それらの観察，実
験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
有機化合物について，観察，実験な
どを通して探究し，有機化合物，高
分子化合物の性質における規則性や
関係性を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

○

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学的
に探究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学

（山本）

理科 化学 6

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

数研出版　化学７０６　化学

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

 

【知識・技能】
生物の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する技能を身に付けるようとして
いる。
〈評価方法〉
確認テスト・ロイロドリル・定期考査

【思考・判断・表現】
観察，実験などを行い，科学的に探究しよう
としている。
〈評価方法〉
確認テスト・実験プリント・定期考査

【主体的に学習に取り組む態度】
生物的なな事物・現象に主体的に関わり，科
学的に探究しようとしている。
〈評価方法〉
確認テスト・ドリル・振り返りシート

○ 46

○ ○ ○ 26

〇

○ 28

○ 20

○ 30

合計

210

第1章　生物の進化
第2章　生物の系統と進化
第3章　細胞と分子
生物の進化についての観察，実験な
どを通して，次の事項を身に付ける
ことができ
るよう指導する。
ア　生物の進化について，次のこと
を理解するとともに，それらの観
察，実験などの
技能を身に付けること。
イ　生物の進化について，観察，実
験などを通して探究し，生物の進化
についての特
徴を見いだして表現すること

第1章　生物の進化
第2章　生物の系統と進化
第3章　細胞と分子

第4章　代謝
第5章　遺伝情報の発現と発生
第6章　遺伝子の発現調節と発生
第7章　遺伝子を扱う技術とその応
用

生命現象と物質についての観察，実
験などを通して，次の事項を身に付
けることが
できるよう指導する。
ア　生命現象と物質について，次の
ことを理解するとともに，それらの
観察，実験な
どの技能を身に付けること。
イ　生命現象と物質について，観
察，実験などを通して探究し，生命
現象と物質につ
いての特徴を見いだして表現するこ
と

第4章　代謝
第5章　遺伝情報の発現と発生
第6章　遺伝子の発現調節と発生
第7章　遺伝子を扱う技術とその応
用

○

【知識・技能】
生物の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する技能を身に付けようとしてい
る。
〈評価方法〉
確認テスト・ロイロドリル・定期考査

【思考・判断・表現】
観察，実験などを行い，科学的に探究しよう
としている。
〈評価方法〉
確認テスト・実験プリント・定期考査

【主体的に学習に取り組む態度】
生物的な事物・現象に主体的に関わり，科学
的に探究しようとしている。
〈評価方法〉
確認テスト・ドリル・振り返りシート

総合演習
【知識及び技能】
生物の基本的な概念や原理・法則の
理解を深め，科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関する技
能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
観察，実験などを行い，科学的に探
究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

大学共通テスト・入試問題演習

○ ○

○ ○

第10章　生態系の仕組みと人間の関
わり

　生態と環境についての観察，実験
などを通して，次の事項を身に付け
ることができ
るよう指導する。
ア　生態と環境について，次のこと
を理解するとともに，それらの観
察，実験などに
関する技能を身に付けること。
イ　生態と環境について，観察，実
験などを通して探究し，生態系にお
ける，生物間
の関係性及び生物と環境との関係性
を見いだして表現すること。

保谷

３
学
期

２
学
期

第8章　動物の反応と行動
第9章　植物の成長と環境応答

　生物の環境応答についての観察，
実験などを通して，次の事項を身に
付けることが
できるよう指導する。
ア　生物の環境応答について，次の
ことを理解するとともに，それらの
観察，実験な
どの技能を身に付けること。
イ　生物の環境応答について，観
察，実験などを通して探究し，環境
変化に対する生
物の応答の特徴を見いだして表現す
ること。

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

生物的な事物・現象に主体的に関わり，科学的
に探究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 生物

渡辺　弥生

○

第10章　生態系の仕組みと人間の
関わり

○

60

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

第8章　動物の反応と行動
第9章　植物の成長と環境応答

総合演習
【知識及び技能】
生物の基本的な概念や原理・法則の
理解を深め，科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関する技
能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
観察，実験などを行い，科学的に探
究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

大学共通テスト・入試問題演習

〇 〇

○

【知識・技能】
生物の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する技能を身に付けるようとして
いる。
〈評価方法〉
確認テスト・ロイロドリル・定期考査

【思考・判断・表現】
観察，実験などを行い，科学的に探究しよう
としている。
〈評価方法〉
確認テスト・実験プリント・定期考査

【主体的に学習に取り組む態度】
生物的なな事物・現象に主体的に関わり，科
学的に探究しようとしている。
〈評価方法〉
確認テスト・ドリル・振り返りシート

理科 生物 6

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生物の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

第一学習社　高等学校　生物

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

生物

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

12

定期考査 ○

理科 化学基礎演習 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活や社会との関連を図りながら，物質と
その変化について理解するとともに，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

実教出版　化基７０４　化学基礎

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎演習

【 知　識　及　び　技　能 】

○ 18

定期考査 ○ ○ 1

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第1編　物質の構成と化学結合
　第3章　粒子の結合
【知識及び技能】
物質の構成粒子について，次のこと
を理解すること。また，物質と化学
結合についての観察，実験などを通
して，次のことを理解するととも
に，それらの観察，実験などに関す
る技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の構成について，観察，実験な
どを通して探究し，物質の構成にお
ける規則性や関係性を見いだして表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
物質とその変化に主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度を養
う。

○

保谷

1 イオン結合とイオン結晶
2 共有結合と分子
3 配位結合
4 分子間にはたらく力
5 高分子化合物
6 共有結合の結晶
7 金属結合と金属結晶

○ ○

○

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身
に付けるようにする。

物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学基礎演習

田代

１
学
期

第1編　物質の構成と化学結合
　第1章　物質の構成
　第2章　物質の構成粒子
【知識及び技能】
物質の構成粒子について，次のこと
を理解すること。また，物質と化学
結合についての観察，実験などを通
して，次のことを理解するととも
に，それらの観察，実験などに関す
る技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の構成について，観察，実験な
どを通して探究し，物質の構成にお
ける規則性や関係性を見いだして表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
物質とその変化に主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度を養
う。

1 純物質と混合物
2 物質とその成分
3 物質の三態と熱運動

1 原子とその構造
2 イオン
3 周期表

【知識・技能】
日常生活や社会との関連を図りながら，物質と
その変化について理解するとともに，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにする。
〈評価方法〉
ドリル・定期考査
【思考・判断・表現】
観察，実験などを行い，科学的に探究しようと
している。
〈評価方法〉
ドリル・実験プリント・定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度を養う。
〈評価方法〉
実験プリント・ドリル・振り返りシート

○ ○

２
学
期

第2編　物質の変化
第1章　物質量と化学反応式
【知識及び技能】
物質量と化学反応式，化学反応，化
学が拓ひらく世界について，次のこ
とを理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の変化とその利用について，観
察，実験などを通して探究し，物質
の変化における規則性や関係性を見
いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
物質とその変化に主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度を養
う。

1 原子量・分子量・式量
2 物質量
3 溶液の濃度
4 化学反応式と物質量

○ ○ ○ 13

定期考査 ○

○ ○ 10

○ 1

第2編　物質の変化
第2章　酸と塩基の反応
【知識及び技能】
物質量と化学反応式，化学反応，化
学が拓ひらく世界について，次のこ
とを理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の変化とその利用について，観
察，実験などを通して探究し，物質
の変化における規則性や関係性を見
いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
物質とその変化に主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度を養
う。

1 酸･塩基
2 水素イオン濃度とpH
3 中和反応と塩
4 中和滴定

○

定期考査 ○ ○ 1

３
学
期

第2編　物質の変化
第3章　酸化還元反応
【知識及び技能】
物質量と化学反応式，化学反応，化
学が拓ひらく世界について，次のこ
とを理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の変化とその利用について，観
察，実験などを通して探究し，物質
の変化における規則性や関係性を見
いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
物質とその変化に主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度を養
う。

1 酸化と還元
2 酸化剤と還元剤
3 金属の酸化還元反応
4 酸化還元反応の利用

〇 〇 〇 12

定期考査 ○ ○ 1

合計

70



年間授業計画

高等学校 令和8年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保谷 理科 生物基礎演習
理科 生物基礎演習 2

佐藤

高等学校　生物基礎　数研出版

理科

【 知　識　及　び　技　能 】

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

生物基礎演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら，生物や
生物現象について理解するととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本的な技能を身に付
けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する
力を養う。

生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度と，生命を尊
重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う。

1

態
配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査 ○ ○

○

[知識・技能]生物の遺伝子に関する知識があ
る。またそれらを観察するための方法がわか
る。
◎評価方法
小テスト・考査
[思考判断表現]
生物の遺伝子に関する知識をもとに結果を予
想することができる。
◎評価方法
小テスト・考査
[主体性]
意欲的に遺伝子について学習を進めている
◎評価方法
授業の取り組み・提出物

○ ○ ○

18

1

２
学
期

生物の体内環境の維持 体内環境

体内環境の調節

免疫

[知識・技能]生物の恒常性についての知識が
ある。　◎評価方法・・小テスト・考査
[思考判断表現]　生物の恒常性について、自
分の言葉で説明し、表現することができる。
◎評価方法・・小テスト・考査
[主体性]生物の恒常性について意欲的に学習
を進めているか
◎評価方法・・授業の取り組み・提出物

16

生物の多様性と生態系

定期考査
○

３
学
期

生態系

バイオーム

遷移

生態系のバランス

[知識・技能]生物の多様性についての知識が
ある。
◎評価方法・・小テスト・考査
[思考判断表現]生物の多様性について、自分
の言葉で説明し、表現することができる。
◎評価方法・・小テスト・考査
[主体性]生物の多様性について意欲的に学習
を進めているか
◎評価方法・・授業の取り組み・提出物

10

合計

14

思考力問題・計算問題を重点的に
授業で取り扱う。知識に関しては
授業はじめに小テストを行うこと
で定着を図る。
問題演習ほか・・模擬試験形式で
問題演習ほか、各自の進路希望・
興味関心・到達度に応じて課題を
進める。

[知識・技能]生物基礎全般の知識が身につい
ている
◎評価方法・・小テスト・考査
[思考判断表現]生物基礎の知識をもとに、グ
ラフを読み取ったり、自分の考えを表現する
ことができる
◎評価方法・・小テスト・考査
[主体性]意欲的に生物基礎について学習を進
めている
◎評価方法・・授業の取り組み・提出物

まとめ

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

70

生物の特徴 生物の多様性と共通性

細胞

代謝とエネルギー

[知識・技能]生物の細胞に関する知識があ
る。またそれらを観察するための方法がわか
る。　◎評価方法・・小テスト・考査
[思考判断表現]　生物の細胞に関する知識を
もとに結果を予想することができる。
◎評価方法・・小テスト・考査
[主体性]意欲的に生物の特徴について学習を
進めている
◎評価方法・・授業の取り組み・提出物

○ ○ ○ 10

遺伝子とそのはたらき 遺伝情報

タンパク質合成

複製と分化

ゲノムと遺伝子



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

総合演習
【知識及び技能】
化学の基本的な概念や原理・法則の
理解を深め，科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関する技
能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
観察，実験などを行い，科学的に探
究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

大学共通テスト・入試問題演習

〇 〇 〇

8

合計

70

【知識・技能】
化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する技能を身に付けるようとして
いる。
〈評価方法〉
ドリル・定期考査
【思考・判断・表現】
観察，実験などを行い，科学的に探究しよう
としている。
〈評価方法〉
ドリル・実験プリント・定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学
的に探究しようとしている。
〈評価方法〉
実験プリント・ドリル・振り返りシート

1

第1編　物質の状態
【知識及び技能】
　物質の状態とその変化，溶液と平
衡について，次のことを理解すると
ともに，それらの観察，実験などに
関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の状態と平衡について，観察，
実験などを通して探究し，物質の状
態とその変化，溶液と平衡における
規則性や関係性を見いだして表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

第1章　固体の構造
第2章　物質の状態変化
第3章　気体
第4章　溶液

○ ○ ○ 9

第2編　物質の変化
【知識及び技能】
化学反応とエネルギー，化学反応と
化学平衡について，次のことを理解
するとともに，それらの観察，実験
などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の変化と平衡について，観察，
実験などを通して探究し，化学反応
とエネルギー，化学反応と化学平衡
における規則性や関係性を見いだし
て表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

第1章　化学反応とエネルギー
第2章　電池と電気分解
第3章　化学反応の速さとしくみ
第4章　化学平衡

○ ○ ○ 9

1

12

○ 15

配当
時数

第1章　非金属元素
第2章　金属元素（I）-典型元素-
第3章　金属元素（II）-遷移元素-

○ ○ ○ 13

保谷

２
学
期

第5編　高分子化合物
【知識及び技能】
高分子化合物について，次のことを
理解するとともに，それらの観察，
実験などに関する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
高分子化合物について，観察，実験
などを通して探究し，有機化合物，
高分子化合物の性質における規則性
や関係性を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

第1章　高分子化合物の性質
第2章　天然高分子化合物
第3章　合成高分子化合物

終章　化学とともに歩む

○ ○

第1章　有機化合物の分類と分析
第2章　脂肪族炭化水素
第3章　アルコールと関連化合物
第4章　芳香族化合物

○ ○

定期考査 ○ ○

○定期考査 ○

定期考査 ○ ○

１
学
期

第3編　無機物質
【知識及び技能】
無機物質について，次のことを理解
するとともに，それらの観察，実験
などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
無機物質について，観察，実験など
を通して探究し，典型元素，遷移元
素の性質における規則性や関係性を
見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第4編　有機化合物
【知識及び技能】
有機化合物について，次のことを理
解するとともに，それらの観察，実
験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
有機化合物について，観察，実験な
どを通して探究し，有機化合物，高
分子化合物の性質における規則性や
関係性を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
化学的な事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度
を養う。

○

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学的
に探究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 理科演習(化学領域)

（山本）

理科 理科演習(化学領域) 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

数研出版　化学７０６　化学

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

理科演習(化学領域)

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画

高等学校 令和8年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

D 水泳
【知識及び技能】
・各種目の動きのポイントを理解し
て、意識した動きを実践することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の動きや相手の動きを見て、
改善点を話し合いを通じて、伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・記録更新に向けて意欲的に取り組
むことができる。
・ルールやマナーを大切することが
できる。

・整列指導、準備体操、補強運動
・クロール、平泳ぎ、背泳ぎ、バタ
フライ
・個人メドレー
・１００ｍ計測

【知識・技能】
・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，技術の名称や
行い方，体力の高め方，運動観察の方法などを理解するとと
もに，効率的に泳ぐこと。
・複数の泳法で長く泳ぐこと又はリレーをすることができ
る。
【思考・判断・表現】
泳法などの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向け
て運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたこと
を他者に伝えること。
【主体的に学習に取り組む態度】
水泳に自主的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に受け止
め，ルールやマナーを大切にしようとすること，自己の責任
を果たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦
を大切にしようとすることなどや，水泳の事故防止に関する
心得を遵守するなど健康・安全を確保すること。

F 球技「ｳ ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ型(ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ)」
【知識及び技能】
・投球に対する安定したバット操作
により出塁，進塁，得点する攻撃と
仲間と連携した守備のバランスのと
れた攻防を展開できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の動きや相手の動きを見て、
改善点を話し合いを通じて、伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ルールやマナーを大切にし、協力
して試合をすることができる。

・整列指導、準備体操、補強運動
・キャッチボール、バッティング、
ノック
・スキルテスト
・ゲーム
・一人１台端末の活用

３

学

期

E 球技「ｱ　ｺﾞｰﾙ型(サッカー)」
【知識及び技能】
・パスやドリブルなどのボール操作
と仲間と連携して自陣から相手ゴー
ル前へ侵入するなどの攻撃や，その
動きに対応して空間を埋めるなどの
防御の動きで攻防を展開することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の動きや相手の動きを見て、
改善点を話し合いを通じて、伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ルールやマナーを大切にし、協力
して試合をすることができる。

・整列指導、準備体操、補強運動
・パス、ドリブル、シュート
・スキルテスト
・ゲーム
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
次の運動について，勝敗を競ったりチームや自己の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術など
の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開すること。
・ゴール型では，状況に応じたボール操作と空間を埋めるな
どの動きによって空間への侵入などから攻防をすること
【思考・判断・表現】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己
の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組み方
を工夫するとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えること
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切
にしようとすること，合意形成に貢献しようとすること，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い高め合おうとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

F 体つくり運動
【知識及び技能】
体を動かす楽しさや心地よさを味わ
い，健康の保持増進や体力の向上を
図り，目的に適した運動の計画や自
己の体力や生活に応じた運動の計画
を立て，実生活に役立てることがで
きるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
体つくり運動の行い方，体力の構成
要素，実生活への取り入れ方などを
理解し，自己や仲間の課題に応じた
運動を継続するための取り組み方を
工夫できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
 体つくり運動に主体的に取り組むと
ともに，体力などの違いに配慮しよ
うとすること，役
割を積極的に引き受け自己の責任を
果たそうとすること，合意形成に貢
献しようとすること
などや，健康・安全を確保すること
ができるようにする。

・整列指導
・一人１台端末の活用
・ペアワーク
・リズム

保健体育

自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて、課題に応じた運動の取り組み方や目的に応じ
た運動の組み合わせ方を工夫しているとともに、それらを他者に伝えている。また、個人及び社会生活にお
ける健康に関する課題を発見し、その解決を目指して総合的に思考し判断しているとともに、それらを他者
に伝えている。

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう、運動の合理的、計画的な実践に主体的に取り組もうと
している。また、健康を大切にし、自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づくりについての学習に主
体的に取り組もうとしている。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】
運動の合理的、計画的な実践に関する具体的な事項や生涯にわたって運動を豊かに継続するための理論につ
いて理解しているとともに、目的に応じた技能を身に付けている。また、個人及び社会生活における健康・
安全について総合的に理解しているとともに、技能を身に付けている。

運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組
む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，
一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育て
るとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継
続して運動に親しむ態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

運動の合理的・計画的な実践を通して，運動の楽し
さや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊か
に継続することができるようにするため，運動の多
様性や体力の必要性について理解するとともに，技
能を身に付ける。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題
を発見し，合理的・計画的な解決に向けて思考し
判断するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝える力を養う。

保健体育 体育
保健体育 体育 3

保谷

（1～8組：大山・青木・三浦・指田・阿部 ・上島・遠藤）

13

配当
時数

○ ○ 12

態

B 球技「ｲ ネット型(卓球)」
【知識及び技能】
・ネット型では，役割に応じたボー
ル操作や安定した用具の操作と連携
した動きによって空いた場所をめぐ
る攻防をすること。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の動きや相手の動きを見て、
改善点を話し合いを通じて、伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ルールやマナーを大切にし、協力
して試合をすることができる。動き
や相手の動きを見て、改善点を話し
合いを通じて、伝え合うことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・技を増やすために意欲的に取り組
むことができる。
・怪我がないようマナーを大切にす
ることができる。

C 球技「ｲ ネット型(テニス)」
【知識及び技能】
・ネット型では，役割に応じたボー
ル操作や安定した用具の操作と連携
した動きによって空いた場所をめぐ
る攻防をすること。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の動きや相手の動きを見て、
改善点を話し合いを通じて、伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ルールやマナーを大切にし、協力
して試合をすることができる。動き
や相手の動きを見て、改善点を話し
合いを通じて、伝え合うことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・技を増やすために意欲的に取り組
むことができる。
・怪我がないようマナーを大切にす
ることができる。

○

○

・整列指導、準備体操、補強運動
・フォアハンド、バックハンド
・ストローク、ボレー、サーブ
・スキルテスト
・リーグ戦
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
次の運動について，勝敗を競ったりチームや自己の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術など
の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開すること。
・仲間と連携した動きによって空いている場所を攻撃した
り，空いている場所を作りだして攻撃したり，その攻撃に対
応して守ることを中心に自己のチームや相手チームの特徴を
踏まえた作戦を立てて，ボールや用具の操作
とボールを持たないときの動きをすること。
【思考・判断・表現】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己
の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組み方
を工夫するとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えること
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切
にしようとすること，合意形成に貢献しようとすること，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い高め合おうとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

・整列指導、準備体操、補強運動
・フォアハンド、バックハンド
・サーブ、ツッツキ、スマッシュ
・スキルテスト
・リーグ戦
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
次の運動について，勝敗を競ったりチームや自己の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術など
の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開すること。
・仲間と連携した動きによって空いている場所を攻撃した
り，空いている場所を作りだして攻撃したり，その攻撃に対
応して守ることを中心に自己のチームや相手チームの特徴を
踏まえた作戦を立てて，ボールや用具の操作
とボールを持たないときの動きをすること。
【思考・判断・表現】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己
の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組み方
を工夫するとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えること
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切
にしようとすること，合意形成に貢献しようとすること，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い高め合おうとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

１

学

期

E 球技「ｱ　ｺﾞｰﾙ型(バスケットボー
ル)」
【知識及び技能】
・パスやドリブルなどのボール操作
と仲間と連携して自陣から相手ゴー
ル前へ侵入するなどの攻撃や，その
動きに対応して空間を埋めるなどの
防御の動きで攻防を展開することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の動きや相手の動きを見て、
改善点を話し合いを通じて、伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ルールやマナーを大切にし、協力
して試合をすることができる。

・整列指導、準備体操、補強運動
・パス、ドリブル、シュート
・スキルテスト
・ゲーム
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
次の運動について，勝敗を競ったりチームや自己の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術など
の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開すること。
・ゴール型では，状況に応じたボール操作と空間を埋めるな
どの動きによって空間への侵入などから攻防をすること
【思考・判断・表現】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己
の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組み方
を工夫するとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えること
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切
にしようとすること，合意形成に貢献しようとすること，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い高め合おうとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

２

学

期

○ ○

○ ○

○ ○

知 思

○ ○

評価規準

○

16○

○ 14

○ 16

【知識・技能】
次の運動について，勝敗を競ったりチームや自己の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術など
の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開すること。
・状況に応じたバット操作と走塁での攻撃，安定したボール
操作と状況に応じた守備などによって攻防をすることができ
る。
【思考・判断・表現】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己
の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組み方
を工夫するとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えること
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切
にしようとすること，合意形成に貢献しようとすること，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い高め合おうとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

○ 6

16○ ○

【知識】
・運動を継続する意義，体の構造，運動の原
則などについて理解している。
【思考・判断・表現】
・自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他者に伝えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・体つくり運動に自主的に取り組むととも
に，互いに助け合い教え合おうとすること，
一人一人の違いに応じた動きなどを大切にし
ようとすること，話合いに貢献しようと
することなどをしたり，健康・安全を確保し
たりしている。

○ ○



年間授業計画

高等学校 令和8年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 音楽表現選択者

教科担当者：

教科 の目標：

芸術に関する特質について理解し、表現するための技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】 創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを味わうことができる。

【学びに向かう力、人間性等】 互いの存在、表現を認め合い、高め合う力を育成する。

科目 の目標：

歌 器 創

【 知　識　及　び　技　能 】

【学びに向かう力、人間性等】

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫するこ
とや、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味
わって聴くことが出来るようになる。

主体的、協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むと
ともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽
によって生活や社会を明るく豊かにしていく態
度を養う。

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの
関わり及び音楽の多様性について理解するととも
に、創意工夫を生かした音楽表現をするために必
要な技能を身に付ける。

芸術

保谷

合
計

70

10

神山耕平

芸術 音楽表現 2

14

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

〇

音楽表現

知

〇 〇 〇

態

配
当
時
数

１
学
期

歌唱 声楽の基礎
呼吸法、発声法
コンコーネ、コールユーブンゲン
楽典、ソルフェージュ、器楽合奏

〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

器楽 器楽合奏の楽曲決定、練習

２
学
期

歌唱 声楽の基礎
呼吸法、発声法の工夫
ソルフェージュ
二重唱曲の歌唱、器楽合唱

〇 〇

〇 〇

器楽 器楽合奏の練習

３
学
期

鑑賞 ミュージカル

〇 〇

音楽表現芸術

〇

表現

評価規準
鑑
賞

【知識・技能】
きちんとした発声を意識しているか。
【思考・判断・表現】
曲想に合った音色で歌っているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組も
うとしている。

【知識・技能】
曲にふさわしい奏法，身体の使い方などの技
能，及び他者との調和を意識して演奏する技
能を身に付け，表している。
【思考・判断・表現】
音色，リズム，速度，テクスチュア，強弱，
形式，構成を知覚し，それらの働きを感受し
ながら，知覚したことと感受したこととの関
わりについて考え，どのように演奏するかに
ついて表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想と手拍子や足踏み，音色や奏法との関わ
り，及び他者との調和を意識して演奏するこ
とに関心をもち，主体的・協働的に器楽の学
習活動に取り組もうとしている。

【知識・技能】
きちんとした発声を意識しているか。
【思考・判断・表現】
曲想に合った音色で歌っているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組も
うとしている。

【知識・技能】
曲にふさわしい奏法，身体の使い方などの技
能，及び他者との調和を意識して演奏する技能
を身に付け，表している。
【思考・判断・表現】
音色，リズム，速度，テクスチュア，強弱，形
式，構成を知覚し，それらの働きを感受しなが
ら，知覚したことと感受したこととの関わりに
ついて考え，どのように演奏するかについて表
現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想と手拍子や足踏み，音色や奏法との関わ
り，及び他者との調和を意識して演奏すること
に関心をもち，主体的・協働的に器楽の学習活
動に取り組もうとしている。

【知識・技能】
音楽の特徴と他の芸術との関わりについて理解
している。
【思考・判断・表現】
曲や演奏に対する評価とその根拠につい
て考え，音楽のよさや美しさを自ら味わって聴
いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
音楽の特徴と他の芸術との関わりに関心をも
ち，主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組
もうとしている。

〇

〇 〇 〇

思

10

20

〇 〇 〇 16

〇

〇 〇 〇



年間授業計画

高等学校 令和８年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

（1組：小野　） （2組：小野　） （3組：小野　） （4組：小野　） （5組：小野　） （6組：小野　）

保谷 芸術 美術Ⅰ
芸術 美術Ⅰ 2

光村図書　美術Ⅰ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めている。創造的な美術の表現するために必要な技能を身に着け，意図に応じて表現方法を創意工夫し，表している。

造形的なよさや美しさ，表現の意図と創造的な工夫，美術の働きなどについて考えるとともに，主題を生成し発想や構想を練ったり，美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりしている。

美術や美術文化と豊かに関り主体的に表現及び鑑賞の創造活動に取り組もうとしている

（7組：小野　） （8組：小野　）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

美術Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深めている。創造的な美術の表現するために
必要な技能を身に着け，意図に応じて表現方法
を創意工夫し，表している。

造形的なよさや美しさ，表現の意図と創造的な工
夫，美術の働きなどについて考えるとともに，主
題を生成し発想や構想を練ったり，美術や美術文
化に対する見方や感じ方を深めたりしている。

美術や美術文化と豊かに関り主体的に表現及び
鑑賞の創造活動に取り組もうとしている

○

A 単元「メッセージを広く伝える」
【知識及び技能】
　形や色，材料，光などが感情にもたらす効
果や，配色や構成などの造形的な特徴などを
もとに，効果的な伝達のデザインを，全体の
イメージや作風などで捉えることを理解して
いる、
【思考力、判断力、表現力等】
メッセージの内容や伝える相手などから主題
を生成し，効果的な表現形態や文字の配置，
構成，配色などについて考え，創造的な表現
の構想を練っている。
【主体的に学びに向かう力】
主体的にメッセージの内容や伝える相手につ
いて考え，効果的に内容を伝えるデザインを
乞う風する表現の創造活動に取り組もうとし
ている。

○ ○ ○ 26

知 思 態

配
当
時
数

２
学
期

A 単元「身近なものを描こう」
【知識及び技能】
　身近なものを描くことに関心を
もち，身近なものを見つめ感じ
取った特徴や，ものに対する自分
の思いなどから主題を生成する
【思考力、判断力、表現力等】
主題と共に，形や色，用具の使い
方などの構想を練る
【学びに向かう力、人間性等】
完成作品を鑑賞し合い，意図や工
夫を感じ取る

・自画像，友人の顔をデッサン
・具体的な用具の使用方法
・4B～2H鉛筆
・八つ切りⅯ画用紙
・練りゴム
・カッターナイフ
・一人１台端末の活用　等 〇 〇

１
学
期

A 単元「メッセージを広く伝え
る」
【知識及び技能】
　形や色，材料，光などが感情に
もたらす効果や，配色や構成など
の造形的な特徴などをもとに，効
果的な伝達のデザインを，全体の
イメージや作風などで捉えること
を理解している、
【思考力、判断力、表現力等】
メッセージの内容や伝える相手な
どから主題を生成し，効果的な表
現形態や文字の配置，構成，配色
などについて考え，創造的な表現
の構想を練っている。
【主体的に学びに向かう力】
主体的にメッセージの内容や伝え
る相手について考え，効果的に内

・静物デッサン
・具体的な用具の使用方法
・4B～2H鉛筆
・八つ切りⅯ画用紙
・練りゴム
・カッターナイフ
・一人１台端末の活用　等

○ 〇

34〇

A 単元「身近なものを描こう」
【知識及び技能】
　身近なものを描くことに関心をもち，身近
なものを見つめ感じ取った特徴や，ものに対
する自分の思いなどから主題を生成する
【思考力、判断力、表現力等】
主題と共に，形や色，用具の使い方などの構
想を練る
【学びに向かう力、人間性等】
完成作品を鑑賞し合い，意図や工夫を感じ取
る

○ ○ ○

３
学
期

合
計

70

10



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

身 社

保谷 芸術 工芸Ⅰ
芸術 工芸Ⅰ 2

（7組：　野村　） （8組：　野村　）

（1組：　野村　） （2組：　野村　） （3組：　野村　） （4組：　野村　） （5組：　野村　） （6組：　野村　）

工芸Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

題材のねらい、主文、作品解説などを【共通事
項】への意識を促す内容とし、学習を通して造
形的な見方。考え方を深める。

題材を学習するうえで、必要になる素材の特徴や
材料用具扱いや制作過程など技法にいて理解し、
表現課題を示すことにより、豊かに表現する。

工芸と自然との関りや、工芸の形や大きさとの
機能の関係に眼を向け身の周りのものを観察す
るなど、身近な自然や生活の中から鑑賞題材を
設定し、生活の中での工芸を意識し実感できる
よう工夫する。

工芸Ⅰ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】
対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めている。創造的な工芸の表現するために必要な技能を
身に着け，意図に応じて表現方法を創意工夫し，表している。

造形的なよさや美しさ，表現の意図と創造的な工夫，工芸の働きなどについて考えるとともに，主題を生成
し発想や構想を練ったり，工芸や工芸文化に対する見方や感じ方を深めたりしている。

工芸や工芸文化と豊かに関り主体的に表現及び鑑賞の創造活動に取り組もうとしている

知 思 態
配当
時数

１
学
期

〇工芸の幅広い分野について理解す
る。
〇創作活動としての工芸を理解し、
工芸と自然、人間と道具の関りを再
認識する。

〇大きさと機能との関係について
考察し、発想や構想した事を形に
表す方法を工夫したデザインを考
える。
〇使う人や実際に使用する場面、
求められる機能や条件などをアイ
デアスケッチにまとめて考え、発
想する。
〇安全に注意して、糸鋸や彫刻刀

〇 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
表現 鑑

賞
評価規準

〇大きさと機能との関係について考察し、発
想や構想した事を形に表す方法を工夫したデ
ザインを考えられているか
〇使う人や実際に使用する場面、求められる
機能や条件などをアイデアスケッチにまとめ
て考え、発想しているか

〇 〇 〇 24

〇

〇身近な生活の視点に立ったものづくりを意
識し、自己の思いなどから心豊かな発想をし
ているか。
〇箱としての用途と美しさの調和を考えて、
構想を練る。アイデアスケッチを基に型紙を
制作しているか。
〇素材と用具の特性を生かして、効果的な手
順や技法などを検討して制作しているか。

36

３
学
期

〇創作活動としての工芸を理解し、
工芸と自然、人間と道具の関りを再
認識する。

〇身近な生活の視点に立ったもの
づくり
〇価値意識を持って工芸の良さや
美しさを感じ取る

〇

２
学
期

〇創作活動としての工芸を理解し、
工芸と自然、人間と道具の関りを再
認識する。

〇木彫作品を美しく仕上げて完成
させる。
〇モザイクについて歴史を学び、
自らの作品に生かす

〇 〇

合計

70

〇生徒作品や工芸作品などの見方や感じ方を
深めているか。
〇生活や社会の中の工芸の働きや工芸の伝統
と文化についての見方や感じ方を高めている
か

10



年間授業計画

高等学校 令和8年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

趣味書道芸術

２
学
期

●漢字かな交じりの書
【知識及び技能】
・五體字類を使って字調べさせる
・調べた中から適切な書き方を学ぶ

【思考力、判断力、表現力等】
・文字の大きさ、行間、余白、書
体、落款に留意し、表現方法に合っ
た用具・用材を決める

【学びに向かう力、人間性等】
・構成に工夫し作品を書く
・生徒同士で作品の鑑賞をしながら
書のよさや美しさを味わって捉えて
いる

●実用書

【知識及び技能】
・定型書式の正しい書き方や決まり
を理解する
・表書きの決まりを理解する

【思考力、判断力、表現力等】
・大きさ、位置に留意しながら書か
せる
・筆ペンの特性を知り、適切な使い
方を知る

【学びに向かう力、人間性等】
・実際の金封を使って書かせるとと
もに金封の扱い方を知る

漢字かな交じりの書
　①（半紙）詩文
　②（半切）自分の用意した言葉
で書く

実用書
　①履歴書
　②往復はがき
　③金封の表書き

〇 〇 〇

●臨書
【知識及び技能】
　各古典の書体や用筆、運筆とのか
かわりについて理解する

【思考力、判断力、表現力等】
各古典の書体や書風に即した用筆、
運筆、線質、字形、全体の構成につ
いて構想し、工夫する

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に取り
組み、書に対する感性を豊かにし、
書を愛好する心情を養う

臨書
　①古典を自ら選び臨書する
　②表装をする

〇 〇

３
学
期

【 知　識　及　び　技　能 】

〇

〇

〇五体字類の使い方を知り、効果的に使うこ
とができたか
〇表現したいイメージに合わせた字形や構成
に工夫して作品作りができたか
〇生徒同士で作品の鑑賞をしながら書の良さ
や表現に幅広さを味わうことができたか

〇定型書式の正しい書き方や決まりを理解で
きたか
〇大きさ、位置に留意しながら書くことがで
きたか
〇筆ペンの特性を知り、効果的に使うことが
できたか

〇 〇 〇

基礎的な技能を身につけ、能力の向上を図る。
表現の方法や形式を幅広く理解する。

10

10〇

〇各古典に基づく基本的な用筆、運筆、線
質、字形や構成を生かした表現を身につけて
いる
〇各古典に基づく基本的な用筆、運筆、線
質、字形や構成について構想し、工夫してい
る
〇主体的に書の幅広い表現と鑑賞の学習活動
に取り組もうとしている

〇 〇 〇

（7組：　　　　） （8組：　　　　）

合

計

70

○ ○ ○

〇 〇

趣味書道

思 態

24

12

●うちわ制作
【知識及び技能】
・うちわに書く文字と色との調和を
考えさせる
・伝統的な和紙の染め方で色付けさ
せる

【思考力、判断力、表現力等】
・歳時記より夏の言葉を選び、表現
にあった書体と大きさで書かせる

【学びに向かう力、人間性等】
・日常生活に生かすなど書の幅広い
表現方法を知る

暮らしの中の書「うちわ作り」
和紙を板締め絞りの手法を使って
染め、文字を書く

〇 〇 〇

〇書写能力が身に付いているか。
〇用具用材の効果的な使い方ができているか
〇活字との違いを理解しているか。
〇基礎知識からの応用ができているか。
〇ワークシートに要点をまとめられている
か。

配

当

時

数

１
学
期

A 単元
●漢字、ひらがな、カタカナの基礎
的な書き方を学ぶ。

【知識及び技能】
・活字との違いや本来の手書き(書
写体)の美しい字形とはどういうも
のか、毛筆と硬筆両方を使って確認
させる
・字母を知ることによって、より正
しい形を理解させる
・誤りやすい形を確認

【思考力、判断力、表現力等】
・漢字、ひらがな、カタカナの違い
とそれぞれの特徴を理解させる
・普段の自身が書く文字の癖を把握
させる

【学びに向かう力、人間性等】
・ワークシートに各ポイントをまと
めさせる

基礎的な字形の学習

「文字を美しく（正しく整えて）
書く」ためのポイントを学ぶ。
※毛筆、硬筆を適宜両方用いて学
ぶ
　①漢字
　②ひらがな
　③カタカナ

○ 〇 〇 ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑

賞
評価規準 知

〇

〇基礎的な字の書き方を生かして表現にあっ
た書き方ができたか
〇文字そのものに加え、配置や余白の使い方
を工夫することができたか
〇書の幅広い表現を知ることができたか

〇 14

保谷

（1～８組：河野聖史　　）（2組：　　　　） （3組：　　　　） （4組：　　　　） （5組：　　　　）

芸術 趣味書道 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

書の表現の方法や形式、多様性などについて幅
広く理解するとともに、書写能力の向上を図
り、書の伝統に基づき、効果的に表現するため
の基礎的な技能を身に付けるようにする。

書のよさや美しさを感受し意図に基づいて構想し
表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の意味
や価値を考え、書の美を味わい捉えたりすること
ができるようにする。

光村図書　書Ⅰ

芸術

作品の意図に基づいて構想し表現を工夫したり、伝統と文化の意味や価値を考え、美しさを味わうことができ
るようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育む。
感性を高め、芸術に触れることで心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

（6組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわ
たり書を愛好する心情を育むとともに、感性を
高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心
豊かな生活や社会を創造していku態度を養う



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

保谷

（6組：　吉野　　　）

外国語 英語コミュニケ―ションⅢ 4

領域

１

学

期

A 単元　Lesson1
【知識及び技能】新出語やKey
Phrases，Key Languageの言語材
料，本文の論理展開の理解を基
に，現代社会において求められる
リーダーシップや，AIが取って代
わることのできない技能について
書かれた文章を読み取る技能を身
に付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
現代社会において求められるリー
ダーシップについて，理解を深め
るために，各Part本文の内容を読
み取り，概要や要点を把握してい
る。

【学びに向かう力、人間性等】各
Part 本文の内容（現代社会におい
て求められるリーダーシップ）に
ついて，学習した語句や文法事項
を用いて，自分の意見を話したり
／書いたりしようとしている。

・指導事項
「強調構文 / 倒置 / 省略 / 無生
物主語構文」
・一人１台端末の活用

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

【聞くこと】英語の特徴やきまりに関する事項を
理解して、目的や場面，状況などに応じて話され
た文等を、聞いて，その内容を捉える技能を身に
付けているか。
【読むこと】英語の特徴やきまりに関する事項を
理解して、目的や場面，状況などに応じて話され
た文等を、読んで，その内容を捉える技能を身に
付けているか。
【話すこと[やり取り]】英語の特徴やきまりに関
する事項を理解して、日常的な話題や社会的な話
題について，情報や考え，気持ちなどを，論理性
に注意して伝え合う技能を身に付けているか。
【話すこと[発表]】英語の特徴やきまりに関する
事項を理解して、日常的な話題や社会的な話題に
ついて，情報や考え，気持ちなどを，論理性に注
意して話して伝える技能を身に付けているか。
【書くこと】英語の特徴やきまりに関する事項を
理解して、日常的な話題や社会的な話題につい
て，情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意し
て書いて伝える技能を身に付けているか。

【聞くこと】コミュニケーションを行う目的や場
面，状況などに応じて，必要な情報を聞き取り，話
し手の意図や概要，要点を捉えているか。
【読むこと】コミュニケーションを行う目的や場
面，状況などに応じて，必要な情報を読み取り，書
き手の意図や概要，要点を捉えているか。
【話すこと[やり取り]】コミュニケーションを行う
目的や場面，状況などに応じて，話して伝え合うや
り取りを続けたり，論理性に注意して話して伝え
合っっているか。

BLUE MARBLE English Communication Ⅲ

（1組：　吉野　） （2組：　原　） （3組：　岸波　　　） （4組：　水島　　）（5組：　岸波　　）

知

【学びに向かう力、人間性等】

D 単元　Lesson7
【知識及び技能】新出語やKey
Phrases，Key Languageの言語材
料，本文の論理展開の理解を基
に，社会にひそむジェンダーバイ
アスについて書かれた文章を読み
取る技能を身に付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】社
会にひそむジェンダーバイアスに
ついて，理解を深めるために，各
Part本文の内容を読み取り，概要
や要点を把握している。

【学びに向かう力、人間性等】 各
Part 本文の内容（社会にひそむ
ジェンダーバイアス）について，
学習した語句や文法事項を用い
て，自分の意見を話したり／書い
たりしようとしている。

・指導事項「比較の慣用表現」
・一人１台端末の活用

○ ○ ○

B 単元　Lesson2
【知識及び技能】新出語やKey
Phrases，Key Languageの言語材
料，本文の論理展開の理解を基
に，世界の伝統的な住居の特徴と
その価値について書かれた文章を
読み取る技能を身に付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
世界の伝統的な住居について，理
解を深めるために，各Part本文の
内容を読み取り，概要や要点を把
握している。

【学びに向かう力、人間性等】 各
Part 本文の内容（世界の伝統家屋
の特徴と，それらが現在果たす役
割）について，学習した語句や文
法事項を用いて，自分の意見を話
したり／書いたりしようとしてい
る。

c

○ ○ ○

定期考査

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

1

26

30

20

○

３

学

期

D 単元　Lesson6
【知識及び技能】新出語やKey
Phrases，Key Languageの言語材
料，本文の論理展開の理解を基
に，マクミランの使命と日本文化
への貢献について書かれた文章を
読み取る技能を身に付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】マ
クミランの使命と日本文化への貢
献について，理解を深めるため
に，各Part本文の内容を読み取
り，概要や要点を把握している。

【学びに向かう力、人間性等】 各
Part 本文の内容（マクミランの使
命と日本文化への貢献）につい
て，学習した語句や文法事項を用
いて，自分の意見を話したり／書
いたりしようとしている。

（7組：　水島　　）（8組：　原　　）

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，必要な情報を聞き取り，話し手の意図や概要，要点を
捉えてたり、必要な情報を読み取り，書き手の意図や概要，要点を捉えたり、話して伝え合うやり取りを続けた
り，論理性に注意して話して伝え合ったり、書けるようにする。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的
に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケ―ションⅢ

C 単元　Lesson3
【知識及び技能】新出語やKey
Phrases，Key Languageの言語材
料，本文の論理展開の理解を基
に，分身ロボットの特徴や，それ
が社会で果たす役割について書か
れた文章を読み取る技能を身に付
けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】分
身ロボットについて，理解を深め
るために，各Part本文の内容を読
み取り，概要や要点を把握してい
る。

【学びに向かう力、人間性等】各
Part 本文の内容（分身ロボット）
について，学習した語句や文法事
項を用いて，自分の意見を話した

・指導事項「助動詞＋have＋過去
分詞 / 進行形の受動態 / 完了形
の受動態」
・一人１台端末の活用

定期考査

態

【 知　識　及　び　技　能 】

英語の特徴やきまりに関する事項を理解して、目的や場面，状況などに応じて話されたり書かれた文等を、聞いた
り読んだりして，その内容を捉える技能を身に付けるようにする。更には、日常的な話題や社会的な話題につい
て，情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意して伝え合ったり、話して伝える技能を身に付け，情報や考え，気
持ちなどを，論理性に注意して書いて伝える技能を身に付けるようにする。

○○

○○ ○

○ ○

【聞くこと】外国語の背景にある文化に対する理
解を深め，話し手に配慮しながら，主体的・自律
的に英語を聞こうとしているか。
【読むこと】外国語の背景にある文化に対する理
解を深め，書き手に配慮しながら，主体的・自律
的に英語を読もうとしているか。
【話すこと[やり取り]】外国語の背景にある文化
に対する理解を深め，聞き手・話し手に配慮しな
がら，主体的・自律的に英語を用いて伝え合おう
としているか。
【話すこと[発表]】外国語の背景にある文化に対
する理解を深め，聞き手に配慮しながら，主体
的・自律的に英語を用いて話そうとしているか。
【書くこと】外国語の背景にある文化に対する理
解を深め，読み手に配慮しながら，主体的・自律
的に英語を用いて書こうとしているか。

２

学

期

D 単元　Lesson4
【知識及び技能】新出語やKey
Phrases，Key Languageの言語材
料，本文の論理展開の理解を基
に，食品ロスの現状とその対策に
ついて書かれた文章を読み取る技
能を身に付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】食
品ロスについて，理解を深めるた
めに，各Part本文の内容を読み取
り，概要や要点を把握している。

【学びに向かう力、人間性等】 各
Part 本文の内容（食品ロス）につ
いて，学習した語句や文法事項を
用いて，自分の意見を話したり／
書いたりしようとしている。

・指導事項「完了不定詞 / 完了動
名詞 / be to do / 独立不定詞」
・一人１台端末の活用

○ ○

○

D 単元　Lesson7
【知識及び技能】新出語やKey Phrases，
Key Languageの言語材料，本文の論理展
開の理解を基に，社会にひそむジェン
ダーバイアスについて書かれた文章を読
み取る技能を身に付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】社会にひ
そむジェンダーバイアスについて，理解
を深めるために，各Part本文の内容を読
み取り，概要や要点を把握している。

【学びに向かう力、人間性等】 各Part
本文の内容（社会にひそむジェンダーバ
イアス）について，学習した語句や文法
事項を用いて，自分の意見を話したり／
書いたりしようとしている。

○ ○

・指導事項「先行詞を含む関係副
詞 / 複合関係詞」
・一人１台端末の活用

○ ○ ○

D 単元　Lesson5
【知識及び技能】新出語やKey
Phrases，Key Languageの言語材
料，本文の論理展開の理解を基
に，人間の暮らしと社会をサポー
トする動物について書かれた文章
を読み取る技能を身に付けてい
る。
　
【思考力、判断力、表現力等】人
間の暮らしと社会をサポートする
動物について，理解を深めるため
に，各Part本文の内容を読み取
り，概要や要点を把握している。

【学びに向かう力、人間性等】 各
Part 本文の内容（人間の暮らしと
社会をサポートする動物）につい
て，学習した語句や文法事項を用
いて，自分の意見を話したり／書
いたりしようとしている。

・指導事項「分詞が補語になる用
法 / 分詞構文」
・一人１台端末の活用

○ ○ ○

D 単元　Lesson6
【知識及び技能】新出語やKey Phrases，
Key Languageの言語材料，本文の論理展
開の理解を基に，マクミランの使命と日
本文化への貢献について書かれた文章を
読み取る技能を身に付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】マクミラ
ンの使命と日本文化への貢献について，
理解を深めるために，各Part本文の内容
を読み取り，概要や要点を把握してい
る。

【学びに向かう力、人間性等】 各Part
本文の内容（マクミランの使命と日本文
化への貢献）について，学習した語句や
文法事項を用いて，自分の意見を話した
り／書いたりしようとしている。

D 単元　Lesson4
【知識及び技能】新出語やKey Phrases，
Key Languageの言語材料，本文の論理展
開の理解を基に，食品ロスの現状とその
対策について書かれた文章を読み取る技
能を身に付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】食品ロス
について，理解を深めるために，各Part
本文の内容を読み取り，概要や要点を把
握している。

【学びに向かう力、人間性等】 各Part
本文の内容（食品ロス）について，学習
した語句や文法事項を用いて，自分の意
見を話したり／書いたりしようとしてい
る。

D 単元　Lesson5
【知識及び技能】新出語やKey Phrases，
Key Languageの言語材料，本文の論理展
開の理解を基に，人間の暮らしと社会を
サポートする動物について書かれた文章
を読み取る技能を身に付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】人間の暮
らしと社会をサポートする動物につい
て，理解を深めるために，各Part本文の
内容を読み取り，概要や要点を把握して
いる。

【学びに向かう力、人間性等】 各Part
本文の内容（人間の暮らしと社会をサ
ポートする動物）について，学習した語
句や文法事項を用いて，自分の意見を話
したり／書いたりしようとしている。

○

○

○

○

○

○○

○○

○

○

外国語

20

20

1

20

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

A 単元　Lesson1
【知識及び技能】新出語やKey Phrases，
Key Languageの言語材料，本文の論理展
開の理解を基に，現代社会において求め
られるリーダーシップや，AIが取って代
わることのできない技能について書かれ
た文章を読み取る技能を身に付けてい
る。
　
【思考力、判断力、表現力等】　現代社
会において求められるリーダーシップに
ついて，理解を深めるために，各Part本
文の内容を読み取り，概要や要点を把握
している。

【学びに向かう力、人間性等】各Part 本
文の内容（現代社会において求められる
リーダーシップ）について，学習した語
句や文法事項を用いて，自分の意見を話
したり／書いたりしようとしている。

B 単元　Lesson2
【知識及び技能】新出語やKey Phrases，
Key Languageの言語材料，本文の論理展
開の理解を基に，世界の伝統的な住居の
特徴とその価値について書かれた文章を
読み取る技能を身に付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】　世界の
伝統的な住居について，理解を深めるた
めに，各Part本文の内容を読み取り，概
要や要点を把握している。

【学びに向かう力、人間性等】 各Part
本文の内容（世界の伝統家屋の特徴と，
それらが現在果たす役割）について，学
習した語句や文法事項を用いて，自分の
意見を話したり／書いたりしようとして
いる。

C 単元　Lesson3
【知識及び技能】新出語やKey Phrases，
Key Languageの言語材料，本文の論理展
開の理解を基に，分身ロボットの特徴
や，それが社会で果たす役割について書
かれた文章を読み取る技能を身に付けて
いる。
　
【思考力、判断力、表現力等】分身ロ
ボットについて，理解を深めるために，
各Part本文の内容を読み取り，概要や要
点を把握している。

【学びに向かう力、人間性等】各Part 本
文の内容（分身ロボット）について，学
習した語句や文法事項を用いて，自分の
意見を話したり／書いたりしようとして
いる。

配

当

時

数

英語コミュニケ―ションⅢ

思

1

定期考査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1

定期考査 ○ ○ ○ ○

○

20○



年間授業計画

高等学校 令和8年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○

○

論理・表現Ⅲ

思

外国語の背景にある文化に対する理解を深
め，聞き手・読み手など他者に配慮しなが
ら，主体的・自律的に表現しようとする態度
を養う。

○

合計

70

○

○

○

○ ○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表現
等を理解している。
技能 高校生のSNS利用について，自分の意
見や主張などを，論理の構成や展開を工夫
して詳しく話したり書いたりして伝え合う
技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
高校生のSNS利用の利点と欠点について，
相手に理解してもらえるように，複数の資
料を活用しながら，自分の意見や主張など
を，論理の構成や展開を工夫して詳しく話
したり書いたりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
高校生のSNS利用の利点と欠点について，
相手に理解してもらえるように，複数の資
料を活用しながら，自分の意見や主張など
を，論理の構成や展開を工夫して詳しく話
したり書いたりして伝え合おうとしてい
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表現
等を理解している。
技能 ソーシャルメディア上で起こり得る
問題と回避策について，自分の意見や主張
などを，論理の構成や展開を工夫して詳し
く話したり書いたりして伝え合う技能を身
に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
ソーシャルメディア上で起こり得る問題と
回避策について，相手に理解してもらえる
ように，複数の資料を活用しながら，自分
の意見や主張などを，論理の構成や展開を
工夫して詳しく話したり書いたりして伝え
合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
ソーシャルメディア上で起こり得る問題と
回避策について，相手に理解してもらえる
ように，複数の資料を活用しながら，自分

○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表現
等を理解している。
技能 コミュニケーションスタイルの比較
について，自分の意見や主張などを，論理
の構成や展開を工夫して詳しく話したり書
いたりして伝え合う技能を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
コミュニケーションスタイルの比較につい
て，相手に理解してもらえるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主張
などを，論理の構成や展開を工夫して詳し
く話したり書いたりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
コミュニケーションスタイルの比較につい
て，相手に理解してもらえるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主張
などを，論理の構成や展開を工夫して詳し

○ ○ ○

1

6

7○

○ ○

○ ○

評価規準

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表現
等を理解している。
技能 問題の解決策を助言するために，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展開
を工夫して詳しく話したり書いたりして伝
え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
問題の解決策を助言できるように，複数の
資料を活用しながら，自分の意見や主張な
どを，論理の構成や展開を工夫して詳しく
話したり書いたりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
問題の解決策を助言できるように，複数の
資料を活用しながら，自分の意見や主張な
どを，論理の構成や展開を工夫して詳しく
話したり書いたりして伝え合おうとしてい
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表現
等を理解している。
技能 初級の言語学習者が使うべき辞書の
種類について，自分の意見や主張などを，
論理の構成や展開を工夫して詳しく話して
伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
初級の言語学習者が使うべき辞書の種類を
助言できるように，複数の資料を活用しな
がら，自分の意見や主張などを，論理の構
成や展開を工夫して詳しく話したり書いた
りして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
初級の言語学習者が使うべき辞書の種類を
助言できるように，複数の資料を活用しな
がら，自分の意見や主張などを，論理の構
成や展開を工夫して詳しく話したり書いた
りして伝え合おうとしている。

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表現
等を理解している。
技能 自分の性格の変化について，自分の
意見や主張などを，論理の構成や展開を工
夫して詳しく書いたり話したりして伝え合
う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の性格の変化について，相手に理解し
てもらえるように，複数の資料を活用しな
がら，自分の意見や主張などを，論理の構
成や展開を工夫して詳しく書いたり話した
りして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の性格の変化について，相手に理解し
てもらえるように，複数の資料を活用しな
がら，自分の意見や主張などを，論理の構
成や展開を工夫して詳しく話したり書いた
りして伝え合おうとしている。

6

1

7

7

○

○

○

○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表現
等を理解している。
技能 今までの重要な決断について，自分
の意見や主張などを，論理の構成や展開を
工夫して詳しく話したり書いたりして伝え
合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
今までの重要な決断について，相手に理解
してもらえるように，複数の資料を活用し
ながら，自分の意見や主張などを，論理の
構成や展開を工夫して詳しく話したり書い
たりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
今までの重要な決断について，相手に理解
してもらえるように，複数の資料を活用し
ながら，自分の意見や主張などを，論理の
構成や展開を工夫して詳しく話したり書い
たりして伝え合おうとしている。

配

当

時

数

○

○○
１

学

期

Lesson1
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うために
必要となる論理の構成や展開及び表現等を理
解する。
技能 問題の解決策を助言するために，自分の
意見や主張などを，論理の構成や展開を工夫
して詳しく話したり書いたりして伝え合う技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
問題の解決策を助言できるように，複数の資
料を活用しながら，自分の意見や主張など
を，論理の構成や展開を工夫して詳しく話し
たり書いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
問題の解決策を助言できるように，複数の資
料を活用しながら，自分の意見や主張など
を，論理の構成や展開を工夫して詳しく話し

住みやすい街について考える。情
報の整理、英文の作成、伝えたい
ことに応じて動詞の形を正しく使
う。

○

○

定期考査

Leson4
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うために
必要となる論理の構成や展開及び表現等を理
解する。
技能 今までの重要な決断について，自分の意
見や主張などを，論理の構成や展開を工夫し
て詳しく話したり書いたりして伝え合う技能
を身に付けてる。
【思考力、判断力、表現力等】
今までの重要な決断について，相手に理解し
てもらえるように，複数の資料を活用しなが
ら，自分の意見や主張などを，論理の構成や
展開を工夫して詳しく話したり書いたりして
伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
今までの重要な決断について，相手に理解し
てもらえるように，複数の資料を活用しなが
ら，自分の意見や主張などを，論理の構成や
展開を工夫して詳しく話したり書いたりして

○

○

領域

○

6

○ ○ ○ ○

コミュニケーションを行う目的や場面,状況などに応じて,日常的な話題や社会的な話題について,外国語で情報
や考えなどの概要や要点,詳細,話し手や書き手の意図などを的確に理解したり,これらを活用して適切に表現し
たり伝え合ったりすることができる力を養う。

○

態

ひとり時間の過ごし方に関する文
章について情報を整理する。ひと
り時間について話し合ったり、文
章を書く。副詞を適切に使えるよ
うにする。

○ ○ ○

街の活性化に関する会話につい
て、情報を整理し文章を書いたり
する。助動詞を使い分けられるよ
うにする。

○ ○

○○

○ ○

定期考査

（1組：岸波） （2組：本尾） （3組：宮崎） （4組：櫻井）

（8組：本尾）

英語の特徴やきまりに関する事項及びその働きや役割
を理解できるようにする。
目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主張などを
論理の構成や展開を工夫して，詳しく話したり書いた
りして伝え合うことができる技能を身に付けるように
する。

目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主
張などを論理の構成や展開を工夫して，詳し
く話したり書いたりして伝え合う力を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙,表現,文法,言語の働きなどの理解を深めるとともに,これらの知識を,聞くこと,読むこと,
話すこと,書くことによる実際のコミュニケーションにおいて,目的や場面,状況などに応じて適切に活用できる
技能を身に付けるようにする。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め,聞き手,読み手,話し手,書き手に配慮しながら,主体的,自律的に外
国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

論理・表現Ⅲ

（5組：本尾）

知

【学びに向かう力、人間性等】

Lesson2
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うために
必要となる論理の構成や展開及び表現等を理
解する。
技能 初級の言語学習者が使うべき辞書の種類
について，自分の意見や主張などを，論理の
構成や展開を工夫して詳しく話したり書いた
りして伝え合う技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
初級の言語学習者が使うべき辞書の種類を助
言できるように，複数の資料を活用しなが
ら，自分の意見や主張などを，論理の構成や
展開を工夫して詳しく話したり書いたりして
伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
初級の言語学習者が使うべき辞書の種類を助
言できるように，複数の資料を活用しなが
ら，自分の意見や主張などを，論理の構成や
展開を工夫して詳しく話したり書いたりして

図書館の価値について考える。
図書館の役割について話したり、
文章を書いたりする。

保谷

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

○ ○

Lesson3
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うために
必要となる論理の構成や展開及び表現等を理
解する。
技能 自分の性格の変化について，自分の意見
や主張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく書いたり話したりして伝え合う技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の性格の変化について，相手に理解して
もらえるように，複数の資料を活用しなが
ら，自分の意見や主張などを，論理の構成や
展開を工夫して詳しく書いたり話したりして
伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の性格の変化について，相手に理解して
もらえるように，複数の資料を活用しなが
ら，自分の意見や主張などを，論理の構成や
展開を工夫して詳しく話したり書いたりして

定期考査

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

（7組：宮崎）

BE　Smart　English Logic and Expression Ⅲ　　Vintage文法編準拠ドリルNavigator

外国語

（6組：櫻井）

外国語 論理・表現Ⅲ 2

Lesson7
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うために
必要となる論理の構成や展開及び表現等を理
解する。
技能 日本とアメリカの課外活動について，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展開を
工夫して詳しく話したりかいたりして伝え合
う技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
日本とアメリカの課外活動の比較について，
相手に理解してもらえるように，複数の資料
を活用しながら，自分の意見や主張などを，
論理の構成や展開を工夫して詳しく話したり
書いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
日本とアメリカの課外活動の比較について，
相手に理解してもらえるように，複数の資料
を活用しながら，自分の意見や主張などを，
論理の構成や展開を工夫して詳しく話したり
Leson8
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うために
必要となる論理の構成や展開及び表現等を理
解する。
技能 コミュニケーションスタイルの比較につ
いて，自分の意見や主張などを，論理の構成
や展開を工夫して詳しく話したり書いたりし
て伝え合う技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
コミュニケーションスタイルの比較につい
て，相手に理解してもらえるように，複数の
資料を活用しながら，自分の意見や主張など
を，論理の構成や展開を工夫して詳しく話し
たり書いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
コミュニケーションスタイルの比較につい
て，相手に理解してもらえるように，複数の
資料を活用しながら，自分の意見や主張など
を，論理の構成や展開を工夫して詳しく話し

2

学

期

Lesson5
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うために
必要となる論理の構成や展開及び表現等を理
解する。
技能 オンライン診療と対面診療について，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展開を
工夫して詳しく話したり書いたりして伝え合
う技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
オンライン診療と対面診療の利点について，
相手に理解してもらえるように，複数の資料
を活用しながら，自分の意見や主張などを，
論理の構成や展開を工夫して詳しく話したり
書いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
オンライン診療と対面診療の利点について，
相手に理解してもらえるように，複数の資料
を活用しながら，自分の意見や主張などを，
論理の構成や展開を工夫して詳しく話したり

新しいスポーツや娯楽についての
文章を読み、情報を整理し理解す
る。分詞構文で情報を加える。

○ ○ ○

海洋プラスチック汚染に関する文
章について、情報を整理し理解す
る。また海洋プラスチック汚染に
ついて話したり、文章を書いたり
する。

○ ○

Lesson6
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うために
必要となる論理の構成や展開及び表現等を理
解する。
技能 生活スタイルの改善について，自分の意
見や主張などを，論理の構成や展開を工夫し
て詳しく話したり書いたりして伝え合う技能
を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
友達に生活スタイルの改善を助言できるよう
に，複数の資料を活用しながら，自分の意見
や主張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
友達に生活スタイルの改善を助言できるよう
に，複数の資料を活用しながら，自分の意見
や主張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合う。

体育祭に関する会話について情報
を整理し理解する。体育祭の企画
について話したり、文章を書いた
りする。比較表現を使えるように
する。

環境問題に関する文章について、
情報を整理し理解する。
環境問題について話したり、文章
を書いたりする。名詞に主語＋動
詞を続けて説明を加える表現を使
えるようにする。

○ ○

○

6

○ ○ 6

○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表現
等を理解している。
技能 オンライン診療と対面診療につい
て，自分の意見や主張などを，論理の構成
や展開を工夫して詳しく話したり書いたり
して伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
オンライン診療と対面診療の利点につい
て，相手に理解してもらえるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主張
などを，論理の構成や展開を工夫して詳し
く話したり書いたりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
オンライン診療と対面診療の利点につい
て，相手に理解してもらえるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主張
などを，論理の構成や展開を工夫して詳し
く話したり書いたりして伝え合おうとして

○ ○

1

○ ○○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表現
等を理解している。
技能 日本とアメリカの課外活動につい
て，自分の意見や主張などを，論理の構成
や展開を工夫して詳しく話したりかいたり
して伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
日本とアメリカの課外活動の比較につい
て，相手に理解してもらえるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主張
などを，論理の構成や展開を工夫して詳し
く話したり書いたりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
日本とアメリカの課外活動の比較につい
て，相手に理解してもらえるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主張
などを，論理の構成や展開を工夫して詳し
く話したり書いたりして伝え合おうとして

○ ○

7

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表現
等を理解している。
技能 生活スタイルの改善について，自分
の意見や主張などを，論理の構成や展開を
工夫して詳しく話したり書いたりして伝え
合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
友達に生活スタイルの改善を助言できるよ
うに，複数の資料を活用しながら，自分の
意見や主張などを，論理の構成や展開を工
夫して詳しく話したり書いたりして伝え
合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
友達に生活スタイルの改善を助言できるよ
うに，複数の資料を活用しながら，自分の
意見や主張などを，論理の構成や展開を工
夫して詳しく話したり書いたりして伝え合

1

3

学

期

○ ○

○ ○

○

○

7

Lesson9
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うために
必要となる論理の構成や展開及び表現等を理
解する。
技能 高校生のSNS利用について，自分の意見
や主張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合う技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
高校生のSNS利用の利点と欠点について，相手
に理解してもらえるように，複数の資料を活
用しながら，自分の意見や主張などを，論理
の構成や展開を工夫して詳しく話したり書い
たりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
高校生のSNS利用の利点と欠点について，相手
に理解してもらえるように，複数の資料を活
用しながら，自分の意見や主張などを，論理
の構成や展開を工夫して詳しく話したり書い

持続可能なライフスタイルについ
て考える。よりよい未来のために
若者が果たす役割に関する文章に
ついて情報を整理し理解する。若
者が果たす役割について話した
り、文章を書いたりする。前置詞
を使って名詞に説明を加える。

○ ○

1

○

○

定期考査

○

Lesson10
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うために
必要となる論理の構成や展開及び表現等を理
解する。
技能 ソーシャルメディア上で起こり得る問題
と回避策について，自分の意見や主張など
を，論理の構成や展開を工夫して詳しく話し
たり書いたりして伝え合う技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
ソーシャルメディア上で起こり得る問題と回
避策について，相手に理解してもらえるよう
に，複数の資料を活用しながら，自分の意見
や主張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
ソーシャルメディア上で起こり得る問題と回
避策について，相手に理解してもらえるよう
に，複数の資料を活用しながら，自分の意見

定期考査 ○

日本の労働力の在り方を考える。
日本の外国人労働者の在り方を考
え、情報を整理する。またそのこ
とについて話したり、文章を書い
たりする。動詞に不定詞を続ける
表現のしかたを学ぶ。

○ ○ ○

○



年間授業計画

高等学校 令和8年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）
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【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：
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や

]

話

[

発

]

書

3

学

期

合計 70

10

定期考査

○ ○ 1

How can we become foreigner -
friendly?
【知識及び技能】
仮定法を用いて、事実と違うこと
や実際には起こりえないことを述
べる文を書くことができるように
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
日本の社会問題について話される
やり取りから、自分の意見や考え
を伝えたり、相手の助言を求めた
りする英語表現を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の社会問題について話される
やり取りから、自分の意見や考え
を伝えたり、相手の助言を求めた
りする英語表現を理解しうようと
する。

・仮定法の用法
・仮定法を用いた英作文
・仮定法を用いて英語でやり取り

〇 〇

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表
現等を理解している。
技能 問題の解決策を助言するために，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話したり書いたりし
て伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
問題の解決策を助言できるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主
張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合って
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
問題の解決策を助言できるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主
張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合おう
としている。

○

○ ○ 8

定期考査

○ ○

How you decide which products
to buy?
【知識及び技能】
比較に関する様々な用法と表現を
理解させ、物事の状態を分かりや
すく説明できるようにさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
フェアトレード（公正取引）につ
いて話される会話から、物事を提
案し、相手の発言を称賛する仕方
を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアトレード（公正取引）につ
いて話される会話から、物事を提
案し、相手の発言を称賛する仕方
を理解しようとする。

・比較の用法
・比較を用いた英作文
・比較を用いて英語でやり取り

〇 〇

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表
現等を理解している。
技能 問題の解決策を助言するために，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話したり書いたりし
て伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
問題の解決策を助言できるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主
張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合って
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
問題の解決策を助言できるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主
張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合おう
としている。

○

保谷
外国語 英語演習Ⅰ 2

外国語 英語演習Ⅰ

1

定期考査

How can we become more health-
conscious?
【知識及び技能】
動名詞の様々な用法を学び、動名
詞句を用いた多様な文で伝えさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
所属するスポーツチームについて
話す会話からチームに誘ったり、
見学を勧めたりする表現を用い
る。
【学びに向かう力、人間性等】
所属するスポーツチームについて
話す会話からチームに誘ったり、
見学を勧めたりする表現を用いよ
うとする。

・動名詞の用法
・動名詞を用いた英作文
・動名詞を用いて英語でやり取り

Save food you can still eat!
【知識及び技能】
様々な不定詞の用法を学び、詳細
な情報を伝えさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
誕生日会を舞台に繰り広げられる
友だち同士の自然な会話のやり取
りから、感情を表す様々な表現を
用いる。
【学びに向かう力、人間性等】
誕生日会を舞台に繰り広げられる
友だち同士の自然な会話のやり取
りから、感情を表す様々な表現を
用いようとする。

FACTBOOK  English Logic and ExpressionⅠ　桐原書店

岸波 吉野

知

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

外国語

幅広い話題について，情報や考えなど伝えたいことを整理して英語で話したり，書いたりして表現する。

英語に興味・関心をもち，積極的に言語活動を行い，コミュニケーションを図ろうとする。

英語演習Ⅰ

配

当

時

数

領域

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

定期考査

〇

態

【 知　識　及　び　技　能 】学習を通して，言語やその運用についての知識を身に付けるとともに，その背景にある発想の違い・表現方法の違いなどを理解する。

○○

評価規準

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表
現等を理解している。
技能 問題の解決策を助言するために，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話したり書いたりし
て伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
問題の解決策を助言できるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主
張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合って
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
問題の解決策を助言できるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主
張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合おう
としている。
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表
現等を理解している。
技能 問題の解決策を助言するために，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話したり書いたりし
て伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
問題の解決策を助言できるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主
張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合って
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
問題の解決策を助言できるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主
張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合おう
としている。

思

学習を通して，言語やその運用についての知
識を身に付けるとともに，その背景にある発
想の違い・表現方法の違いなどを理解するこ
とができる。

幅広い話題について，情報や考えなど伝えた
いことを整理して英語で話したり，書いたり
して表現することができる。

１

学

期

Preparing for a natural
disaster
【知識及び技能】
様々な助動詞の意味と用法を理解
し、適切に使い分けて表現させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
将来や進路について、自分の考え
や気持ちを伝えたり、相手に尋ね
たりする表現を用いる。
【学びに向かう力、人間性等】
将来や進路について、自分の考え
や気持ちを伝えたり、相手に尋ね
たりする表現を用いようとする。

・助動詞の用法
・助動詞を用いた英作文
・助動詞を用いて英語でやり取り

〇

Water supporting our lives
【知識及び技能】
受動態を用いた様々な文の構造や
意味を理解し、必要に応じて使い
分け、適切に伝えさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
日常生活で発話される生徒同士の
自然な会話の流れや自分の感情や
物事を表す表現を用いる。
【学びに向かう力、人間性等】
日常生活で発話される生徒同士の
自然な会話の流れや自分の感情や
物事を表す表現を用いようとす
る。

・受動態の用法
・受動態を用いた英作文
・受動態を用いて英語でやり取り

1

8

10○ ○

○

A Variety of ways to improve
your English.
【知識及び技能】
関係詞を用いて複文を作り、語句
を限定し補足説明を加え、複合関
係詞を用いて譲歩の意味を表す文
を作ることができるようにさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
日本や他国の文化や習わしについ
て話されるやり取りから、日本特
有の言葉や文化、また異文化につ
いて紹介し、その違いについて述
べる表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
日本や他国の文化や習わしについ
て話されるやり取りから、日本特
有の言葉や文化、また異文化につ
いて紹介し、その違いについて述
べる表現しようとする。

・関係詞の用法
・関係詞を用いた英作文
・関係詞を用いて英語でやり取り

○

○

２

学

期

How many clothesdo you buy?
【知識及び技能】
名詞を修飾する分詞の用法や補語
になる用法、また分詞構文や付帯
状況を表す分詞を用いて文章を書
くことができるようにさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
メディア・コミュニケーション：
留学生とのやり取りから、メディ
アを通じたコミュニケーションに
ついて意見を述べ、情報を加えて
詳しく説明する会話する。
【学びに向かう力、人間性等】
メディア・コミュニケーション：
留学生とのやり取りから、メディ
アを通じたコミュニケーションに
ついて意見を述べ、情報を加えて
詳しく説明する会話しようとす
る。

・分詞の用法
・分詞を用いた英作文
・分詞を用いて英語でやり取り

○ ○

○

〇

○ ○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表
現等を理解している。
技能 問題の解決策を助言するために，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話したり書いたりし
て伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
問題の解決策を助言できるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主
張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合って
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
問題の解決策を助言できるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主
張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合おう
としている。
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表
現等を理解している。
技能 問題の解決策を助言するために，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話したり書いたりし
て伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
問題の解決策を助言できるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主
張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合って
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
問題の解決策を助言できるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主
張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合おう
としている。

○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表
現等を理解している。
技能 問題の解決策を助言するために，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話したり書いたりし
て伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
問題の解決策を助言できるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主
張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合って
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
問題の解決策を助言できるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主
張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合おう
としている。
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表
現等を理解している。
技能 問題の解決策を助言するために，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話したり書いたりし
て伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
問題の解決策を助言できるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主
張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合って
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
問題の解決策を助言できるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主
張などを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合おう
としている。

・不定詞の用法
・不定詞を用いた英作文
・不定詞を用いて英語でやり取り

○ ○

〇

〇

英語に興味・関心をもち，積極的に言語活動を
行い，コミュニケーションを図ろうとしてい
る。

〇

〇

〇

〇

○

〇

〇

〇

6

8

1

8

8

○

○

○

○

○ ○

○ ○



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

1

２
学
期

16

16

Part 5 単元　chapter 17、18
【知識及び技能】
英文で読むのに必要となる論理の
構成や展開及び表現等を理解す
る。
論の展開を理解し読み進めるため
の語彙、文法を運用する力を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的展開や筆者の主張をふま
え、自分の考えを工夫して書いた
りして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
科学的根拠、人間のコミュニケー
ションなど多様な主題に対して、
理解を深め、主体的に取り組む。

・chapter 17
・chapter 18

○ ○ ○ ○ ○

E 単元　chapter 17、18
【知識及び技能】
英文で読むのに必要となる論理の構成や
展開及び表現等を理解している。
論の展開を理解し読み進めるための語
彙、文法を運用する力を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的展開や筆者の主張をふまえ、自分
の考えを工夫して書いたりして伝え合っ
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
科学的根拠、人間のコミュニケーション
など多様な主題に対して、理解を深め、
主体的に取り組んでいる。

○ ○ ○

定期考査 ○

○

1

Part 4 単元　chapter 13～16
【知識及び技能】
英文で読むのに必要となる論理の
構成や展開及び表現等を理解す
る。
論の展開を理解し読み進めるため
の語彙、文法を運用する力を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的展開や筆者の主張をふま
え、自分の考えを工夫して書いた
りして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
科学的根拠、人間のコミュニケー
ションなど多様な主題に対して、
理解を深め、主体的に取り組む。

・chapter 13
・chapter 14
・chapter 15
・chapter 16

○ ○ ○ ○ ○

D 単元　chapter 13～16
【知識及び技能】
英文で読むのに必要となる論理の構成や
展開及び表現等を理解している。
論の展開を理解し読み進めるための語
彙、文法を運用する力を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的展開や筆者の主張をふまえ、自分
の考えを工夫して書いたりして伝え合っ
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
科学的根拠、人間のコミュニケーション
など多様な主題に対して、理解を深め、
主体的に取り組んでいる。

○ ○ ○

定期考査 ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Part 2単元　chapter 4～7
【知識及び技能】
英文で読むのに必要となる論理の
構成や展開及び表現等を理解す
る。
論の展開を理解し読み進めるため
の語彙、文法を運用する力を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的展開や筆者の主張をふま
え、自分の考えを工夫して書いた
りして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
科学的根拠、人間のコミュニケー
ションなど多様な主題に対して、
理解を深め、主体的に取り組む。

・chapter 4
・chapter 5
・chapter 6
・chapter 7

○ ○ ○ ○ ○

B 単元　chapter 4～7
【知識及び技能】
英文で読むのに必要となる論理の構成や
展開及び表現等を理解している。
論の展開を理解し読み進めるための語
彙、文法を運用する力を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的展開や筆者の主張をふまえ、自分
の考えを工夫して書いたりして伝え合っ
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
科学的根拠、人間のコミュニケーション
など多様な主題に対して、理解を深め、
主体的に取り組んでいる。

○

保谷
外国語 英語演習Ⅱ 2

領域

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

外国語の語彙、表現、文法、言語の働きなどの
理解を深めるとともに、これらの知識を読むこ
と、書くことによる実際のコミュニケーション
において、目的や場面、状況などに応じて適切
に活用できる技能を身に付けるようにする。

目的や場面、状況に応じた論理の構成や展開を理
解して書き、伝え合う力を養う。

 FACT  BOOKⅡ　

○

Part 1 単元　chapter 1～3
【知識及び技能】
英文で読むのに必要となる論理の
構成や展開及び表現等を理解す
る。
論の展開を理解し読み進めるため
の語彙、文法を運用する力を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的展開や筆者の主張をふま
え、自分の考えを工夫して書いた
りして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
科学的根拠、人間のコミュニケー
ションなど多様な主題に対して、
理解を深め、主体的に取り組む。

・chapter1
・chapter2
・chapter 3

1

16

8

本多

知

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，必要な情報を聞き取り，話し手の意図や概要，要
点を捉えてたり、必要な情報を読み取り，書き手の意図や概要，要点を捉えたり、話して伝え合うやり取りを
続けたり，論理性に注意して話して伝え合ったり、書けるようにする。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自
律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語演習Ⅱ

定期考査

態

【 知　識　及　び　技　能 】

英語の特徴やきまりに関する事項を理解して、目的や場面，状況などに応じて話されたり書かれた文等を、聞
いたり読んだりして，その内容を捉える技能を身に付けるようにする。更には、日常的な話題や社会的な話題
について，情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意して伝え合ったり、話して伝える技能を身に付け，情報
や考え，気持ちなどを，論理性に注意して書いて伝える技能を身に付けるようにする。

○

３
学
期

合
計

○ ○

○

○

○

70

Part 3 単元　chapter 8～12
【知識及び技能】
英文で読むのに必要となる論理の
構成や展開及び表現等を理解す
る。
論の展開を理解し読み進めるため
の語彙、文法を運用する力を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的展開や筆者の主張をふま
え、自分の考えを工夫して書いた
りして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
科学的根拠、人間のコミュニケー
ションなど多様な主題に対して、
理解を深め、主体的に取り組む。

・chapter 8
・chapter 9
・chapter 10
・chapter 11
・chapter 12

○ ○ ○ ○ ○

C 単元　chapter 8～12
【知識及び技能】
英文で読むのに必要となる論理の構成や
展開及び表現等を理解している。
論の展開を理解し読み進めるための語
彙、文法を運用する力を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的展開や筆者の主張をふまえ、自分
の考えを工夫して書いたりして伝え合っ
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
科学的根拠、人間のコミュニケーション
など多様な主題に対して、理解を深め、
主体的に取り組んでいる。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、
主体的・自律的に表現しようとする態度を養
う。

外国語

1

評価規準

配

当

時

数

英語演習Ⅱ

思

○

○ ○ 10

A 単元　chapter 1～3
【知識及び技能】
英文で読むのに必要となる論理の構成や
展開及び表現等を理解している。
論の展開を理解し読み進めるための語
彙、文法を運用する力を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的展開や筆者の主張をふまえ、自分
の考えを工夫して書いたりして伝え合っ
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
科学的根拠、人間のコミュニケーション
など多様な主題に対して、理解を深め、
主体的に取り組んでいる。



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

1

合
計

70

定期考査 ○ ○

○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表現
等を理解している。
技能 ソーシャルメディア上で起こり得る
問題と回避策について，自分の意見や主張
などを，論理の構成や展開を工夫して詳し
く話したり書いたりして伝え合う技能を身
に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
ソーシャルメディア上で起こり得る問題と
回避策について，相手に理解してもらえる
ように，複数の資料を活用しながら，自分
の意見や主張などを，論理の構成や展開を
工夫して詳しく話したり書いたりして伝え
合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
ソーシャルメディア上で起こり得る問題と
回避策について，相手に理解してもらえる
ように，複数の資料を活用しながら，自分
の意見や主張などを，論理の構成や展開を
工夫して詳しく話したり書いたりして伝え
合おうとしている。

○ ○ ○ 16

○ 1

３
学
期

D 単元
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え
合うために必要となる論理の構成や
展開及び表現等を理解する。
技能 ソーシャルメディア上で起こ
り得る問題と回避策について，自分
の意見や主張などを，論理の構成や
展開を工夫して詳しく話したり書い
たりして伝え合う技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
ソーシャルメディア上で起こり得る
問題と回避策について，相手に理解
してもらえるように，複数の資料を
活用しながら，自分の意見や主張な
どを，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話したり書いたりして伝え合
う。
【学びに向かう力、人間性等】
ソーシャルメディア上で起こり得る
問題と回避策について，相手に理解
してもらえるように，複数の資料を
活用しながら，自分の意見や主張な
どを，論理の構成や展開を工夫して

・Lesson9 女性管理職
・Lesson10 地域活性化
・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○

34

定期考査 ○

○ ○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表現
等を理解している。
技能 オンライン診療と対面診療につい
て，自分の意見や主張などを，論理の構成
や展開を工夫して詳しく話したり書いたり
して伝え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
オンライン診療と対面診療の利点につい
て，相手に理解してもらえるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主張
などを，論理の構成や展開を工夫して詳し
く話したり書いたりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
オンライン診療と対面診療の利点につい
て，相手に理解してもらえるように，複数
の資料を活用しながら，自分の意見や主張
などを，論理の構成や展開を工夫して詳し
く話したり書いたりして伝え合おうとして
いる。

○ ○ ○

２
学
期

C 単元
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え
合うために必要となる論理の構成や
展開及び表現等を理解する。
技能 オンライン診療と対面診療に
ついて，自分の意見や主張などを，
論理の構成や展開を工夫して詳しく
話したり書いたりして伝え合う技能
を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
オンライン診療と対面診療の利点に
ついて，相手に理解してもらえるよ
うに，複数の資料を活用しながら，
自分の意見や主張などを，論理の構
成や展開を工夫して詳しく話したり
書いたりして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
オンライン診療と対面診療の利点に
ついて，相手に理解してもらえるよ
うに，複数の資料を活用しながら，
自分の意見や主張などを，論理の構
成や展開を工夫して詳しく話したり
書いたりして伝え合う。

・Lesson6 地方の医師不足
・Lesson7 大学教育の無償化
・Lesson8 再生可能エネルギー
・一人１台端末の活用

○ ○ ○

○ ○ 1定期考査

○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表現
等を理解している。
技能 問題の解決策を助言するために，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展開
を工夫して詳しく話したり書いたりして伝
え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
問題の解決策を助言できるように，複数の
資料を活用しながら，自分の意見や主張な
どを，論理の構成や展開を工夫して詳しく
話したり書いたりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
問題の解決策を助言できるように，複数の
資料を活用しながら，自分の意見や主張な
どを，論理の構成や展開を工夫して詳しく
話したり書いたりして伝え合おうとしてい
る。

○ ○ ○ 16

B 単元
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え
合うために必要となる論理の構成や
展開及び表現等を理解する。
技能 問題の解決策を助言するため
に，自分の意見や主張などを，論理
の構成や展開を工夫して詳しく話し
たり書いたりして伝え合う技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
問題の解決策を助言できるように，
複数の資料を活用しながら，自分の
意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話したり書いた
りして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
問題の解決策を助言できるように，
複数の資料を活用しながら，自分の
意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話したり書いた
りして伝え合う。

・Lesson3 子どもの貧困問題
・Lesson4 地球温暖化の日本への
影響
・Lesson5 子育てに必要な支援と
は
・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○

○ ○ 1定期考査

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表現
等を理解している。
技能 問題の解決策を助言するために，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展開
を工夫して詳しく話したり書いたりして伝
え合う技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
問題の解決策を助言できるように，複数の
資料を活用しながら，自分の意見や主張な
どを，論理の構成や展開を工夫して詳しく
話したり書いたりして伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
問題の解決策を助言できるように，複数の
資料を活用しながら，自分の意見や主張な
どを，論理の構成や展開を工夫して詳しく
話したり書いたりして伝え合おうとしてい
る。

○ ○ ○ 12

思 態

配

当

時

数

評価規準 知

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え
合うために必要となる論理の構成や
展開及び表現等を理解する。
技能 問題の解決策を助言するため
に，自分の意見や主張などを，論理
の構成や展開を工夫して詳しく話し
たり書いたりして伝え合う技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
問題の解決策を助言できるように，
複数の資料を活用しながら，自分の
意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話したり書いた
りして伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
問題の解決策を助言できるように，
複数の資料を活用しながら，自分の
意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話したり書いた
りして伝え合う。

・Lesson1 AI時代における人間の
役割
・Lesson2 日本の水産資源
・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

○

英語(4技能)

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

英語の特徴やきまりに関する事項及びその働き
や役割を理解できるようにする。
目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主張
などを論理の構成や展開を工夫して，詳しく話
したり書いたりして伝え合うことができる技能
を身に付けるようにする。

目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主張な
どを論理の構成や展開を工夫して，詳しく話した
り書いたりして伝え合う力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，
聞き手・読み手など他者に配慮しながら，主体
的・自律的に表現しようとする態度を養う。

Blue MarbleⅢ

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙,表現,文法,言語の働きなどの理解を深めるとともに,これらの知識を,聞くこと,読むこ
と,話すこと,書くことによる実際のコミュニケーションにおいて,目的や場面,状況などに応じて適切に活用で
きる技能を身に付けるようにする。
コミュニケーションを行う目的や場面,状況などに応じて,日常的な話題や社会的な話題について,外国語で情
報や考えなどの概要や要点,詳細,話し手や書き手の意図などを的確に理解したり,これらを活用して適切に表
現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め,聞き手,読み手,話し手,書き手に配慮しながら,主体的,自律的に
外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

保谷 外国語 英語(4技能)
外国語 英語(4技能) 2

吉野



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択

教科担当者：

使用教科書：

教科

家庭・衣食住・消費・住居等々について理解し、それらに関わる技能の習得。

【思考力、判断力、表現力等】 家庭や社会生活の中の問題点を見いだし、解決策を模索し、論理的に表現する。

【学びに向かう力、人間性等】 協議を通し、よりよい社会構築に向けて、実践しようとする。

科目 の目標：

Ｂ単元　食文化食生活
【知識及び技能】
旬の食材を活用した栄養バランスの
良い献立作成と調理。
【思考力、判断力、表現力等】
世界の食文化の考察。
【学びに向かう力、人間性等】
青年期の昼食に必要な栄養素につい
て理解する。

・指導事項　栄養・食品の知識を
もとに、バランスのよい食事計画
をさせる。世界の食文化に触れさ
せる。
・教材　教科書
・一人１台端末の活用
・調理実習

【知識・技能】
栄養・食品の知識をもとに、バランスのとれ
た献立作成ができる。世界の食文化を理解す
る。
【思考・判断・表現】
食品の特性と調理との関係を理解し、実際の
食事作りに向けての判断ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
調理実習に積極的に参加し取り組む。

〇 〇 〇 13

保谷 家庭科 実用家庭
家庭 実用家庭 2

A単元　自立と共生
【知識及び技能】
職業を選択し、自立した一人暮らし
について考える。
【思考力、判断力、表現力等】
職業調査の発表。一人暮らしの経済
について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
職業調べ、住宅物件選び等を自主的
に行い、発表・質疑応答を通して多
面的な視野を獲得する。

・指導事項　職業調査・求人票の
読み方・一人立ちの住宅探し
・教材　　　教科書・副教材「こ
れであなたもひとり立ち」・プリ
ント・DVD
・一人１台端末の活用
・レポート・発表

【知識・技能】
各分野の仕事に関心を持ち、自分の進路につ
なげようとする取り組みができる。
【思考・判断・表現】
住宅物件情報を読み取り、住トラブル、環境
に配慮した住生活に関心を持つことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
職業調査・選択、住宅物件選びなどを自主的
に行い、適格に発表することができる。

○ ○

新倉

実用家庭

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自立に必要な調理技術や、縫製技術等の基礎技
術等の知識を会得し、生活の中での実践につな
げる。

学習した内容を理解し、自己の生活課題や社的
課題を見つけ、解決方法を模索し、適格な表現
でまとめることができる。

家族・子供、経済等に関する制度や法律に関心
を持ち、他者との関係の中で、住みやすい社会
を築き上げる視点を持つ。

家庭基礎　気づく力　築く未来（実教出版）

家庭基礎演習の目標：

【 知識及び技能 】

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

○ 12

　

Ｂ単元　ホームプロジェクト
【知識及び技能】
生活しやすさの基本を知り、改善に
つなげる。
【思考力、判断力、表現力等】
生活を見直し、解決策を検討する。
【学びに向かう力、人間性等】
家族の生活時間や、衣食住に関する
事に関心を持ち、一人で取り組むだ
けでなく、協働することの意義を探
る。

13

1
定期考査

○ ○

態
配当
時数

・指導事項　自らの生活を見直
し、充実向上・改善を必要とする
生活課題を発見させる。
・教材　教科書
・一人１台端末の活用
・レポート・発表

【知識・技能】
写真・資料・実験・調査結果などの記録をも
とに、結果をまとめることができる。
【思考・判断・表現】
自らの生活基盤である家庭内での生活向上を
目指し、創意工夫につなげることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
家族の協力も得て改善したプロセスを報告書
にまとめ、家族・友達等の評価を受ける。

○ ○ ○

３
学
期

２
学
期

11〇〇

【知識・技能】
ミシンを使った縫製技術を身につける。

【思考・判断・表現】
防災グッズについての確認をしながら、作品
の制作に取り組む。

【主体的に学習に取り組む態度】
ボタンや刺繍などの手芸を用いて作品を発展
させる。

・指導事項　小・中学校で学習し
たミシンの使い方を復習しながら
発展させる。
・教材　教科書
・ミシン

Ⅽ単元　被服製作
【知識及び技能】
ミシンを使用し防災リュックを作製
する。

【思考力、判断力、表現力等】
防災に対しての関心を深め、非難時
に必要な品が入るバッグを考える。
【学びに向かう力、人間性等】
防災リュックを製作することによ
り、防災意識を高めながら、物作り
に興味・関心を持つ。

A単元　保育
【知識及び技能】
身の周りの材料を用いた玩具や、お
やつ作りの演習を通じて、子供の遊
び・食生活についての理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
２年次に学習した内容を踏まえ、子
供を取り巻く環境の様々な課題につ
いて考えさせる。子供の発達を促す
遊びの演習をする。
【学びに向かう力、人間性等】
児童文化財や、伝承遊びについて調
べ、素朴な遊びを体験する。

・指導事項　子供を取り巻く環境
について考察させる。様々な角度
からの子供の遊びを考えさせる。
・教材　教科書・図書館での文献
・一人１台端末の活用
・グループ研究・発表

【知識・技能】
子供の発達を理解し、成長に合ったおやつや
玩具が作製できる。
【思考・判断・表現】
子供を取り巻く様々な環境や社会状況を理解
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
子供を楽しませる遊びの実践ができる。 〇 〇 〇 10

合計

70

・指導事項
将来の自立に向けて、授業で学ん
だ技術や知識を確認させ、これか
らの人生設計につなげる。
・教材　教科書
・一人１台端末の活用

A単元　生活設計
【知識及び技能】
精神的な自立、経済的な自立、生活
的自立、性的自立に向けて、これま
での家庭基礎で学んだ技術や知識を
確認し、これからの人生を設計する
力をつけさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
生涯の生活設計、課題の解決につい
て主体的に取り組み、自分や家庭・
社会がよりよくなるための目標につ
いて考えさせる。

【学びに向かう力、人間性等】
人生をデザインするうえで必要な準
備を考え、シュミレーションさせ
る。

【知識・技能】
自立の種類とそれぞれの具体的な内容を把握
する事ができる。

【思考・判断・表現】
男女共同参画社会の実現をめざす歩みと社会
的背景について理解し、どのような生き方を
したいのかを考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
未来の自分自身と社会のあり方を考えようと
する姿勢がある。

〇 〇 〇

10



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

70

10

8

合計

3
学
期

第４章　情報システム
【知識及び技能】
・Webシステムの仕組みを理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・アナログ入力，デジタル入力，ア
ナログ出力，デジタル出力の違いを
それぞれ説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ファイル操作について興味・関心
を持つ。

・指導事項
　０７　Web API～１０　計測・制
御システム
・教材
　教科書・情報Ⅱ学習ノート
・Web検索　用語のまとめ　一人１
台端末の活用

【知識・技能】
・Webシステムの仕組みを理解しているか。
【思考・判断・表現】
・アナログ入力，デジタル入力，アナログ出
力，デジタル出力の違いをそれぞれ説明でき
るか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ファイル操作について興味・関心を示して
いるか。

○○○

定期考査は行わず、授業内で小テス
ト

8

配当
時数

１
学
期

第１章 情報社会
【知識及び技能】
・情報社会の変化について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・情報技術が進展することにより生
じる問題について考え，説明でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・知的活動の変化において，人間が
果たす役割に寄与する。

10

第４章　情報システム
【知識及び技能】
・情報システムの不具合が及ぼす影
響や評価指標を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・情報システムとそのサービスにつ
いて，社会に果たす役割と及ぼす影
響について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・情報システムの評価指標を高める
ための方法を考える。

・指導事項
　０１　社会の中の情報システム
～０３　情報システムの開発
・教材
　教科書・情報Ⅱ学習ノート
・Web検索　用語のまとめ　一人１
台端末の活用

【知識・技能】
・情報システムの不具合が及ぼす影響や評価
指標を理解しているか。
【思考・判断・表現】
・情報システムとそのサービスについて，社
会に果たす役割と及ぼす影響について考察で
きるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報システムの評価指標を高めるための方
法を考えられるか。

○ ○ ○ 8

２
学
期

第３章　プログラミング言語
【知識及び技能】
・プログラムの制御構造や関数の流
れ，プログラム実行時の変数の変化
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・アルゴリズムを考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・必要に応じてプロパティも活用し

・指導事項
　０１　JavaScriptの基礎～０３
Pythonのモジュール
・教材
　教科書・情報Ⅱ学習ノート
・Web検索　用語のまとめ　一人１
台端末の活用

【知識・技能】
・プログラムの制御構造や関数の流れ，プロ
グラム実行時の変数の変化を理解している
か。
【思考・判断・表現】
・アルゴリズムを考えているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・必要に応じてプロパティも活用しながら，
問題解決に適したクラスを定義することがで

○ ○ ○

第４章　情報システム
【知識及び技能】
・情報システムのさまざまな開発手
法について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・システムの構造や処理の流れをク
ラス図や状態遷移図，シーケンス図
を用いて思考し，図示する。
【学びに向かう力、人間性等】
・社会の中で稼働している情報シス
テムに興味・関心を持つ。

・指導事項
　０４　設計手法～０６　データ
の送受信の方法
・教材
　教科書・情報Ⅱ学習ノート
・Web検索　用語のまとめ　一人１
台端末の活用

【知識・技能】
・情報システムのさまざまな開発手法につい
て理解しているか。
【思考・判断・表現】
・システムの構造や処理の流れをクラス図や
状態遷移図，シーケンス図を用いて思考し，
図示することができるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・社会の中で稼働している情報システムに興
味・関心を示しているか。

○ ○ ○

定期考査は行わず、授業内で小テス
ト

情報 情報Ⅱ

（1組：　将口　） （2組：　将口　） （3組：　将口　） （4組：　将口　）

情報 情報Ⅱ 2

態

・指導事項
　０６　法と制度の整備～０９
コンテンツの制作
・教材
　教科書・情報Ⅱ学習ノート
・Web検索　用語のまとめ　一人１
台端末の活用

【知識・技能】
・情報セキュリティに関する法整備について
理解しているか。
【思考・判断・表現】
・個人情報の取り扱いについて説明できる
か。
【主体的に学習に取り組む態度】
・個別の産業分野について情報技術を活用す
る価値を高めようとしているか。

（5組：　将口　） （6組：　将口　）

情報と情報技術を適切に活用することを通し
て，法規や制度及びマナーを守ろうとする態
度，情報セキュリティを確保しようとする態度
などの情報モラルを養い，これらを踏まえて情
報と情報技術を活用することで情報社会

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

情報と情報技術についての知識と技能，情報と
情報技術を活用して問題を発見・解決する方法
についての知識と技能を身に付けるとともに，
情報社会と人との関わりについては，情報に関
する法規や制度及びマナー，個人

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，
さまざまな事象を情報とその結び付きの視点か
ら捉え，複数の情報を結び付けて新たな意味を
見いだす力を養うとともに，問題を発見・解決
する各段階で情報と情報技術を活用する過程を

情報Ⅱ　実教出版

情報

様々な事象を情報とその結び付きの視点から捉え，複数の情報を結び付けて新たな意味を見いだす力や，問題の発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用する力を身に付ける。

情報や情報技術を適切かつ効果的に活用して情報社会に主体的に参画し，その発展に起用しようとする態度を身に付ける。

情報Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】

（7組：　将口　） （8組：　将口　）

情報と情報技術を活用した問題の発見・解決等の方法や，情報化の進展が社会の中で果たす役割や影響，情報に関する法律・規則やマナー，個人が果たす役割や責任等について情報の科学的な理
解に裏打ちされた形で理解し，情報と情報技術を適切に活用するために必要な技能を身に付ける。

○

第２章　データサイエンス
【知識及び技能】
・表計算ソフトを用いて行や列の抽
出，並べ替え，値の変換，削除や追
加などの処理を行うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・相関関係と因果関係の違い，見か
け上の相関について実際の分析に及
ぼす影響を含めて説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・インターネットに公開されている
データ，例えば政府統計データに興
味・関心を持つ。

・指導事項
　０６　機械学習の概要～１０
評価と意思決定
・教材
　教科書・情報Ⅱ学習ノート
・Web検索　用語のまとめ　一人１
台端末の活用

【知識・技能】
・表計算ソフトを用いて行や列の抽出，並べ
替え，値の変換，削除や追加などの処理を行
うことができるか。
【思考・判断・表現】
・相関関係と因果関係の違い，見かけ上の相
関について実際の分析に及ぼす影響を含めて
説明できるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・インターネットに公開されているデータ，
例えば政府統計データに興味・関心を示して
いるか。

・指導事項
　０１　情報社会の進展～０５
クラウドサービスの利用
・教材
　教科書・情報Ⅱ学習ノート
・Web検索　用語のまとめ　一人１
台端末の活用

【知識・技能】
・情報社会の変化について理解しているか。
【思考・判断・表現】
・情報技術が進展することにより生じる問題
について考え，説明できるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・知的活動の変化において，人間が果たす役
割に寄与しようとしているか。

○ ○ ○ 6

第１章 情報社会
【知識及び技能】
・情報セキュリティに関する法整備
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・個人情報の取り扱いについて説明
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・個別の産業分野について情報技術
を活用する価値を高める。

○ ○ 6

6

8

定期考査は行わず、授業内で小テス
ト
第２章　データサイエンス
【知識及び技能】
・データ分析に基づく問題解決のプ
ロセスについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・量的データと質的データについて
それぞれ具体例を示しながら説明で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
・実社会の実問題に対するデータサ
イエンス技術の応用に興味・関心を
持つ。

○

定期考査は行わず、授業内で小テス
ト

保谷

・指導事項
　０１　データサイエンスと社会
～０５　統計的推測
・教材
　教科書・情報Ⅱ学習ノート
・Web検索　用語のまとめ　一人１
台端末の活用

【知識・技能】
・データ分析に基づく問題解決のプロセスに
ついて理解しているか。
【思考・判断・表現】
・量的データと質的データについてそれぞれ
具体例を示しながら説明できるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・実社会の実問題に対するデータサイエンス
技術の応用に興味・関心を示しているか。

○ ○

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思



年間授業計画

高等学校 令和8年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：
情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解 決を行う学習活動を通
して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効 果的に活用し，情報社会に主体的に参画す
るための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

・情報と情報技術を適切に活用するための知識と技能・情報と情報技術を活用して問題を発見・解決するための方法に
ついての理解
・情報社会の進展とそれが社会に果たす役割と及ぼす影響についての理解・情報に関する法・制度やマナーの意義と情
報社会において個人が果たす役割や責任についての理解

（5組：　　将口　　）（6組：将口　　　　）

情報と情報技術を適切に活用するとともに，情
報社会に主体的に参画する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

情報 情報Ⅰ　演習

（1組：　　将口　　）（2組：　将口　　　）（3組：　将口　　　）（4組：　将口　　　）

情報 情報Ⅰ　演習 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

効果的なコミュニケーションの実現，コン
ピュータやデータの活用について理解 を深め技
能を習得するとともに，情報社会と人との関わ
りについて理解を深める ようにする。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，
問題の発見・解決に向けて情報と 情報技術を
適切かつ効果的に活用する力を養う。

最新情報Ⅰ　実教出版

情報

・様々な事象を情報とその結び付きの視点から捉える力・問題の発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用
する力　　－必要な情報の収集・判断・表現・処理・創造に情報技術を活用する力－プログラミングやシミュレーショ
ンを効果的に実行する力－情報技術を用いたコミュニケーションを適切に実行する力
・複数の情報を結び付けて新たな意味を見いだす力

・情報を多面的・多画的に吟味しその価値を見極めていこうとする態度・自らの情報活用を振り返り，評価し改善しよ
うとする態度
・情報モラルや情報に対する責任について考え行動しようとする態度・情報社会に主体的に参画し，その発展に寄与し
ようとする態度

情報Ⅰ　演習

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 8

8

配当
時数

１
学
期

A 単元　　　　　　　　　　　　　　　　　第
一章　情報社会と私たち　　　　　　　　１節
情報社会の現状について理解することと、タッ
チメソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注意点を踏ま
え、適切に判断出来ているか。
【学びに向かう力、人間性等】自らの行動につ
いて振り返り，改善しようとしているか。

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフト
・オリエンテーションを踏まえ、
一人１台端末の活用　情報モラル
等

【知識・技能】・データ，情報，知識の意味と相互の関係に
ついて理解している。・ビッグデータの意味とその活用につ
いいて理解している。
【思考・判断・表現】・加害者や被害者ならないための注意
点を考え，適切に判断することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】・SNSの活用など，不特定多
数を対象としたコミュニケーションの注意点について考え，
自らの行動について振り返り，改善しようとしている。

○ ○ ○ 6

B 単元
第２節　情報社会の法則と権利を理解する
こととタッチメソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理解がある
か。
【思考力、判断力、表現力等】注意点を考
え、適切に判断し、活用出来ているか。
【学びに向かう力、人間性等】自らの行動
について振り返り，改善しようとしている
か。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

C　単元
第３節　情報社会が築く新しい社会について理
解することと、タッチメソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注意点を考え、
適切に判断し、活用出来ているか。【学びに向
かう力、人間性等】自らの行動について振り返
り，改善しようとしているか。

○

【知識・技能】アルゴリズムとプログラム
の意味を理解している。
　
【思考・判断・表現】簡単なアルゴリズムを文
章やフローチャートなどの図で表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】・問題解決の
ためのアルゴリズムを考える学習に，主体的に
取り組んでいる

○ 20

【知識及び技能】用語について理解があ
るか。
【思考力、判断力、表現力等】注意点を
考え、適切に判断し、活用出来ている
か。
【学びに向かう力、人間性等】自らの行
動について振り返り，改善しようとして
いるか。

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフト
・オリエンテーションを踏まえ、
一人１台端末の活用　情報モラル
等

【知識・技能】・アナログとデジタルの概念とその
違いを理解している。
【思考・判断・表現】・アナログとデジタルを比較
して，その特徴を適切に説明できる。【主体的に学
習に取り組む態度】・情報のデジタル化について，
より深く理解しようとしている。
・コンピュータによる演算や数値計算の仕組みにつ
いて関心を示し，理解に努めている。

○ ○ ○ 12

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフト
・オリエンテーションを踏まえ、
一人１台端末の活用　情報モラル
等

【知識・技能】アルゴリズムとプログラムの意味を
理解している。
　
【思考・判断・表現】簡単なアルゴリズムを文章や
フローチャートなどの図で表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】・アルゴリズムや
フローチャートなどの表記に，興味や関心を示して
いる。

○ ○ ○

4

合計

70

定期考査
○ ○

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフト
・オリエンテーションを踏まえ、
一人１台端末の活用　情報モラル
等

【知識・技能】・ビッグデータの意味とその活用に
ついいて理解している。
【思考・判断・表現】・ネット依存など，情報化が
個人に及ぼす影響について考え，適切に判断するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】・社会の中の情報
システムについて，興味や関心をもって自ら調べた
り，自ら活用しようとする態度が見られる。

○ 4

1

D 単元
ＷＯＲＤ、Excel、Powaerpointを理解すること
とタッチメソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注意点を考え、
適切に判断し、活用出来ているか。【学びに向
かう力、人間性等】自らの行動について振り返
り，改善しようとしているか

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフト
・オリエンテーションを踏まえ、
一人１台端末の活用　情報モラル
等

【知識・技能】３つのソフトを理解する。
　
【思考・判断・表現】３つのソフトを活用で
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】様々な場面
で考え活用できる。

○ ○ ○

○

6

定期考査 ○

（7組：　将口　　　）（8組：　将口　　　）

保谷

３
学
期

第３章　システムとデジタル化　　　第１節情
報システムの構成を理解することと、タッチメ
ソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注意点を考え、
適切に判断し、活用出来ているか。【学びに向
かう力、人間性等】自らの行動について振り返
り，改善しようとしているか。

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフト
・オリエンテーションを踏まえ、
一人１台端末の活用　情報モラル
等

【知識・技能】アルゴリズムとプログラムの意味を
理解している。
　
【思考・判断・表現】簡単なアルゴリズムを文章や
フローチャートなどの図で表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】・アルゴリズムや
フローチャートなどの表記に，興味や関心を示して
いる。

○ ○

２
学
期

第３章　システムとデジタル化　　　第１節情
報システムの構成を理解することと、タッチメ
ソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注意点を考え、
適切に判断し、活用出来ているか。
【学びに向かう力、人間性等】自らの行動につ
いて振り返り，改善しようとしているか。

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフト
・オリエンテーションを踏まえ、
一人１台端末の活用　情報モラル
等

【知識・技能】アルゴリズムとプログラムの意味を
理解している。
　
【思考・判断・表現】簡単なアルゴリズムを文章や
フローチャートなどの図で表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】・アルゴリズムや
フローチャートなどの表記に，興味や関心を示して
いる。

○ ○

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフト
・オリエンテーションを踏まえ、
一人１台端末の活用　情報モラル
等

【知識・技能】・IoTや人工知能などの情報技術が社
会の問題解決に役立つことを理解している。
【思考・判断・表現】・クラウドコンピューティン
グ，拡張現実，仮想現実などの新しい技術が，身近
にどのように活用されているか例示することができ
る。【主体的に学習に取り組む態度】・社会の中の
情報システムについて，興味や関心をもって自ら調
べたり，自ら活用しようとする態度が見られる。

○ ○



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識・技能】
次の運動について，勝敗を競ったりチームや自己の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術など
の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開すること。
・状況に応じたバット操作と走塁での攻撃，安定したボール
操作と状況に応じた守備などによって攻防をすることができ
る。
【思考・判断・表現】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己
の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組み方
を工夫するとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えること
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切
にしようとすること，合意形成に貢献しようとすること，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い高め合おうとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

8

12

10○

○ 10

○ 10

○ ○

知 思

○ ○

評価規準

○ ○

○ ○

○ ○

○

B 球技「ｲ ネット型(卓球)」
【知識及び技能】
・ネット型では，役割に応じたボー
ル操作や安定した用具の操作と連携
した動きによって空いた場所をめぐ
る攻防をすること。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の動きや相手の動きを見て、
改善点を話し合いを通じて、伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ルールやマナーを大切にし、協力
して試合をすることができる。動き
や相手の動きを見て、改善点を話し
合いを通じて、伝え合うことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・技を増やすために意欲的に取り組
むことができる。
・怪我がないようマナーを大切にす
ることができる。

C 球技「ｲ ネット型(テニス)」
【知識及び技能】
・ネット型では，役割に応じたボー
ル操作や安定した用具の操作と連携
した動きによって空いた場所をめぐ
る攻防をすること。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の動きや相手の動きを見て、
改善点を話し合いを通じて、伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ルールやマナーを大切にし、協力
して試合をすることができる。動き
や相手の動きを見て、改善点を話し
合いを通じて、伝え合うことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・技を増やすために意欲的に取り組
むことができる。
・怪我がないようマナーを大切にす
ることができる。

○

○

・整列指導、準備体操、補強運動
・フォアハンド、バックハンド
・ストローク、ボレー、サーブ
・リーグ戦

【知識・技能】
次の運動について，勝敗を競ったりチームや自己の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術など
の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開すること。
・仲間と連携した動きによって空いている場所を攻撃した
り，空いている場所を作りだして攻撃したり，その攻撃に対
応して守ることを中心に自己のチームや相手チームの特徴を
踏まえた作戦を立てて，ボールや用具の操作
とボールを持たないときの動きをすること。
【思考・判断・表現】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己
の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組み方
を工夫するとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えること
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切
にしようとすること，合意形成に貢献しようとすること，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い高め合おうとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

・整列指導、準備体操、補強運動
・フォアハンド、バックハンド
・サーブ、ツッツキ、スマッシュ
・リーグ戦

【知識・技能】
次の運動について，勝敗を競ったりチームや自己の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術など
の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開すること。
・仲間と連携した動きによって空いている場所を攻撃した
り，空いている場所を作りだして攻撃したり，その攻撃に対
応して守ることを中心に自己のチームや相手チームの特徴を
踏まえた作戦を立てて，ボールや用具の操作
とボールを持たないときの動きをすること。
【思考・判断・表現】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己
の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組み方
を工夫するとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えること
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切
にしようとすること，合意形成に貢献しようとすること，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い高め合おうとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

１

学

期

A 球技「ｲ ネット型(ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ)」
【知識及び技能】
・ネット型では，役割に応じたボー
ル操作や安定した用具の操作と連携
した動きによって空いた場所をめぐ
る攻防をすること。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の動きや相手の動きを見て、
改善点を話し合いを通じて、伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ルールやマナーを大切にし、協力
して試合をすることができる。

・整列指導、準備体操、補強運動
・パス、サーブ、アタック
・ゲーム

【知識・技能】
次の運動について，勝敗を競ったりチームや自己の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術など
の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開すること。
・仲間と連携した動きによって空いている場所を攻撃した
り，空いている場所を作りだして攻撃したり，その攻撃に対
応して守ることを中心に自己のチームや相手チームの特徴を
踏まえた作戦を立てて，ボールの操作とボールを持たないと
きの動きをすること。
【思考・判断・表現】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己
の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組み方
を工夫するとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えること。
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切
にしようとすること，合意形成に貢献しようとすること，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い高め合おうとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

10

配当
時数

○ ○ 10

態

保健体育 スポーツⅡ
保健体育 スポーツⅡ 2

保谷

（1～8組：大山・上島）

運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組
む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，
一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育て
るとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継
続して運動に親しむ態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

運動の合理的・計画的な実践を通して，運動の楽し
さや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊か
に継続することができるようにするため，運動の多
様性や体力の必要性について理解するとともに，技
能を身に付ける。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題
を発見し，合理的・計画的な解決に向けて思考し
判断するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝える力を養う。

保健体育

自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて、課題に応じた運動の取り組み方や目的に応じた
運動の組み合わせ方を工夫しているとともに、それらを他者に伝えている。また、個人及び社会生活における
健康に関する課題を発見し、その解決を目指して総合的に思考し判断しているとともに、それらを他者に伝え
ている。

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう、運動の合理的、計画的な実践に主体的に取り組もうとし
ている。また、健康を大切にし、自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づくりについての学習に主体的
に取り組もうとしている。

スポーツⅡ

【 知　識　及　び　技　能 】
運動の合理的、計画的な実践に関する具体的な事項や生涯にわたって運動を豊かに継続するための理論につい
て理解しているとともに、目的に応じた技能を身に付けている。また、個人及び社会生活における健康・安全
について総合的に理解しているとともに、技能を身に付けている。

２

学

期

３

学

期

E 球技「ｱ　ｺﾞｰﾙ型(サッカー)」
【知識及び技能】
・パスやドリブルなどのボール操作
と仲間と連携して自陣から相手ゴー
ル前へ侵入するなどの攻撃や，その
動きに対応して空間を埋めるなどの
防御の動きで攻防を展開することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の動きや相手の動きを見て、
改善点を話し合いを通じて、伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ルールやマナーを大切にし、協力
して試合をすることができる。

・整列指導、準備体操、補強運動
・パス、ドリブル、シュート
・ゲーム

【知識・技能】
次の運動について，勝敗を競ったりチームや自己の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術など
の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開すること。
・ゴール型では，状況に応じたボール操作と空間を埋めるな
どの動きによって空間への侵入などから攻防をすること
【思考・判断・表現】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己
の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組み方
を工夫するとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えること
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切
にしようとすること，合意形成に貢献しようとすること，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い高め合おうとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

E 球技「ｱ　ｺﾞｰﾙ型(ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ)」
【知識及び技能】
・パスやドリブルなどのボール操作
と仲間と連携して自陣から相手ゴー
ル前へ侵入するなどの攻撃や，その
動きに対応して空間を埋めるなどの
防御の動きで攻防を展開することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の動きや相手の動きを見て、
改善点を話し合いを通じて、伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ルールやマナーを大切にし、協力
して試合をすることができる。

・整列指導、準備体操、補強運動
・パス、ドリブル、シュート
・ゲーム

【知識・技能】
次の運動について，勝敗を競ったりチームや自己の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術など
の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開すること。
・ゴール型では，状況に応じたボール操作と空間を埋めるな
どの動きによって空間への侵入などから攻防をすること
【思考・判断・表現】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己
の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組み方
を工夫するとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えること
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切
にしようとすること，合意形成に貢献しようとすること，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い高め合おうとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

F 球技「ｳ ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ型(ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ)」
【知識及び技能】
・投球に対する安定したバット操作
により出塁，進塁，得点する攻撃と
仲間と連携した守備のバランスのと
れた攻防を展開できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の動きや相手の動きを見て、
改善点を話し合いを通じて、伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ルールやマナーを大切にし、協力
して試合をすることができる。

・整列指導、準備体操、補強運動
・キャッチボール、バッティン
グ、ノック
・ゲーム



 

 

別紙５の２（総合的な探究の時間） 

東京都立 保谷高等 学校 全日制 課程  普通  科 
 

令和８年度「総合的な探究の時間」の年間指導計画 

（３学年） 

１単位時間の時間（５０）分 

学期 月 指導項目 指導内容 評価計画 配当時間 
１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

４ 

 

 

 

５ 

 ６ 

 

 

７ 

 

 

 

８ 

 

 

９ 

 

 

 

10 

 

 

11 

12 

 

 

１ 

２ 

３ 

年間におけるガイダ

ンス（年間を通じての

キャリア教育意識付

け） 

未来探究 

 

 

 

 

 

 

 

未来探究発表 

 

 

未来探究 

（大学の進路相談、願

書指導、面接指導） 

 

未来探究 

（模試の活用と振り

返り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路志望の再確認を行い、教科横断

的視野をもった志望理由書を完成さ

せる。年間計画を立てさせ、優先順

位は何かを把握させる 

自分の興味関心のある新書を読み、

意見を深める。またキャリアビジョ

ンをスライドにまとめる。 

 

受験方法別にガイダンスを行い、個に

適したキャリアビジョンを主体的に

構築させ、実現を支援する 

 

三者面談で作成した自分の将来に対

する計画を発表する。 

 

クラスで面接練習を行い、お互いの様

子を見合うことで深め、志望理由を明

確に言語化する。 

 

受験した模試の振り返りから、足りな

いことを分析し、次の模試に備えた計

画をたてる。 

入試カレンダーを作成し、意識の高揚

を図る。また受験レポートから総合型

入試、学校推薦型入試の振り返りをま

とめる。 

学校行事、部活動、学習などの学校生

活全般を振り返らせ、本校の教育目標

をどの程度実現し、どれくらい成長し

たかを認識させる。 

担任が進行状況を

チェックし、評価

する 

 

取り組みの姿勢、 

ワークシートの達

成、作成したスラ

イドで評価する 

 

 

 

 

実現に向けての進

み具合、的確な分

析が出来ているか

を評価する 

 

 

 

取り組みの姿勢、 

ワークシートの達

成で評価する 

 

 

 

 

振り返りの状況や

取り組み姿勢から

評価する 

 

 

 

４ 

 

 

 

８ 

 

 

 

３ 

 

 

 

１ 

 

 

  ４ 

 

 

 

４ 

 

 

４ 

２ 

 

 

  ５ 

 

 

  

 

配当時間

数の合計 

   ３５ 

 


